
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　幕間　亡国の士　～remnants～







　あんたは軍人の鑑かがみだな──そう言われたことがある。

　崩ほう壊かいしたシティ・神こう戸べを逃のがれて数ヶ月、最初に移り住んだ町を雪崩なだれによって失い、かつての部下と多くの元市民を引き連れてあてもなく世界を彷徨さまよっていた頃ころの話だ。

　通りがかった南米の小さな町でプラントの補修の仕事を請うけ負おい、報ほう酬しゆうに幾いくらかの食料と生活物資を受け取った。「難なん民みんの一団を連れた軍人崩くずれ」という奇妙な旅人に興きよう味みを持った町の長に請こわれた自分は不ふ承しよう不ぶ承しよう事の成り行きを説明し、どうやら感かん銘めいを受けたらしい初老の町長が発したのが件くだんの言葉だった。

　……見上げた話だ。自分の食くい扶ぶ持ち一つもままならんこのご時世に、何の見返りも無しにあれだけの数の市民を守り通すなど、並大抵の覚悟で出来ることではあるまい……

　せめて子供達だけでもこの町で引き取ることが出来ればな──そう言って頭を下げる町長に礼の言葉を口にしつつ、内心で妙に感心したのを覚えている。とうに滅びた政府の最後の命令に忠実に従い、行き場の無い市民を守って行くあての無い旅をする。なるほど、模も範はん的てきな軍人にふさわしい行動だ。そんな部隊を率ひきいる隊長の自分は、町長の目には英雄の類たぐいと映ったかも知れない。

　が、残念ながら自分は、他ひ人とが思うほど偉えらい人間では無い。

　そもそも、四十年足らずの人生の中で、模も範はん的てきな軍人であったことなど数えるほどしかない。

　士官学校を出て軍人になったのは世界大戦よりも大気制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故よりもずっと昔の平和な時代の話。当時の世界における軍隊とはシティの威信を世界に示すための旧世紀におけるスポーツ選せん手しゆのような存在で、戦争とは限定された無人の戦場で遠隔操そう縦じゆうの兵器が得点を競きそう一種のゲームだった。自分を含めた軍隊志望者達に国を背負って立つ気き概がいなどは欠片かけらも無く、せいぜいプラント開発会社や公営放送局に就しゆう職しよくした友人より少し見み栄ばえのする仕事に就ついた、という程度の認にん識しきだった。

　士官候補生時代に潜せん入にゆう活動と電子戦の講こう義ぎで比較的良い成せい績せきを収めた自分は入隊と同時に情報部に配属されたが、その成績も所しよ詮せんは「学生にしては」という程度の話。四年に一度の「祭典」の出場者に選えらばれるようなエリート連中は同じ階級でも雲の上のような存在で、軍隊での日々は形通りの訓練と近きん隣りんのシティとの間で定期的に行われる小規模な模も擬ぎ戦せん、そして酒に博ばく打ちにバカ騒さわぎというお定まりのパターンで過ぎていった。

　そんなおよそ模範的とは言いい難がたい軍人だった自分にとっても、情報制御理り論ろんの誕たん生じようと魔ま法ほう士しの出現は衝しよう撃げき的てきな事件だった。が、部隊でその「画期的な兵器」が話題になったのも一時のこと。国家機き密みつ扱いである彼らは自分達のような下士官には遥はるか縁えん遠どおい存在で、敵として戦場で対たい峙じすることはおろか、同じシティの「同どう僚りよう」と司令部ですれ違うことさえ大戦前にはとうとう一度も無かった。

　世界はどこまでも平和で、日々は退屈なくらい穏おだやか。自分はそのうち結婚でもして子供を幾いく人にんかもうけ、無事に軍隊生活を全まつとうした後は死んだ両親と同じようにシティ外の保養地でのんびり釣つりでもして余生を過ごすのだろうと……

　そんな未来図が砕くだけ散ったのは西暦二一八六年五月十四日──地球に生きる全すべての者にとって決して忘れることの出来ない、あの日の事だった。

　空を覆おおい尽くした遮しや光こう性せい気体の雲は、一夜にして世界の何もかもを変えた。壊かい滅めつ的てきなエネルギー危機に陥おちいったシティは、残されたわずかな発電プラントと燃ねん料りよう資源を巡って否いや応おうなく争いの渦うずに呑のまれることとなった。

　人類が百数十年ぶりに経けい験けんする、本物の、「人が死ぬ」戦争。

　そこに最初に投入されたのは、もちろん、自分達のような職業軍人だった。

　深刻なエネルギー不足を前に旧来のバッテリー稼か働どう式しきの無人機動兵器が使用をことごとく制限された戦場で、大多数の兵士は個人携けい行こう型の銃と迷彩服という旧世紀のような装備で最さい前ぜん線せんに立つことを余よ儀ぎなくされた。撃うてば相手が死に、撃たなければ自分が死ぬ、「死」が当たり前にそこにある世界。多くの兵士が初うい陣じんで引き金を引けなかったために命を落とし、引き金を引いて生せい還かんした者達もその大部分が次第に心を病やんでいった。銃口を向ける相手は多くの場合自分達と同じ軍人だったが、生産プラントなどを襲しゆう撃げきした場合には民間人が標的となることもあった。シティがすでに余剰の人員を養うだけの生産力を失い、「捕ほ虜りよを取る」という選せん択たくが事実上不可能になっていたことは、戦場における結果をより陰いん惨さんなものにした。

　情報部に所属していた自分は開戦の数週間後に前ぜん線せんから引き上げられ、多くの同どう僚りよう達と共に他国の魔ま法ほう士し研究施設に対する諜ちよう報ほう活動に従事することとなった。大戦前から各国が研究してきた様さま々ざまなタイプの魔法士は通常のエネルギーに依存する兵器の運用がままならない戦場において圧倒的な戦果を上げており、自国の魔法士の強化と他国の研究の妨害は全すべてのシティにとって死活問題となっていた。

　上層部から日々押しつけられる無む謀ぼうな作戦を、自分は無む我が夢む中ちゆうで遂すい行こうした。

　生まれ育ったシティを守る、などという使命感は微み塵じんも無く、ただ、自分が不要な存在として放逐されないために必死だった。

　ある時、いつものように潜せん入にゆうしたとあるシティの研究施設で、同じように潜入していた他国の情報部員と鉢はち合あわせた。驚おどろいたことにその情報部員は大戦前の「戦場」で互いに見知った顔で、その縁えんで通信をやり取りするようになって平和な頃ころには合同訓練にかこつけて一いつ緒しよに酒も飲んだ、要するに友人だった。銃を構える男に自分は取引を持ちかけた。互いに相手には出会わなかったことにして、この研究施設で得た情報をそれぞれのシティに持ち帰ろう。幸いなことにこちらとそちらのシティは現状、直接的に衝しよう突とつしているわけではない。自分達にとっても自分達のシティにとっても悪い話ではないだろう、と……

　男は静かに、否定の言葉を口にした。

　銃口をこっちに向けたまま、疲れたような顔で笑った。

　……残念だが、君の提案を受け入れることは出来ない。確たしかに我わが国くには今のところ君の国と戦争状態には無いが、その状態が未来永えい劫ごう続くことは有り得ない。そして、君と私がこの技術を互いのシティに持ち帰ったのでは、結局、双方の戦力バランスは変化しないことになる。それでは意味がない。祖国がこの地球上で最後まで生いき延のびるために、軍人である我われ々われは常に最善を尽くさなければならない……

　そう言って引き金を引く男に、自分はとっさに銃を抜いた。

　男の銃が弾詰まりジヤムを起こしたのは本当に偶然だったのか、今でも分からない。

　二年近く続いた絶望的な戦争はアフリカ大陸の消滅を契機に終結して、気が付けば世界には七つのシティだけが残されていた。数少ない生き残りだった自分はそれなりの昇進を果たし、いつの間にか何十名かの部下を率ひきいる身となっていた。

　魔法士開発を巡る他国との情報戦に明け暮れる、戦中と変わりのない日々。

　任務の性質から政府の重要機き密みつに接触する必要があった自分達は、必然的に、終戦後のごく早い段階でマザーシステムの正体について政府から極秘の説明を受けることとなった。

「魔ま法ほう士しの脳を核とした永久機き関かん」という非人道的な存在を自分のような古参兵は諦あきらめと共に受け入れたが、日々入隊してくる新兵にその事実を「教育」するのは骨が折れた。大戦勃ぼつ発ぱつ後に自みずから望んで士官学校の門をくぐり、祖国を守るという使命感を胸に入隊してくる若者達。そんな彼らにシティの真実を見せるというのは、あまり気持ちの良い役目では無かった。

　こんなことが許されるのですか──中にはそう憤いきどおる者もいた。

　自分には形通りに、シティを守るためだ、と答えることしか出来なかった。

　一年が過ぎ、二年が過ぎ、五年、十年と月日が流れた。先が見えない日々の中でシティは少しずつ疲ひ弊へいし、市民の生活環かん境きようも着実に悪化していった。神こう戸べのマザーコアには寿命が迫り、ベルリンと共同で次のマザーコアの開発が始まった。情報を狙ねらう他ほかのシティとの争いは市民からも軍の大多数の人間からも見えないところで激はげしさを増し、自分も幾いく人にんかの部下を失った。

　葬そう儀ぎの会場で出迎えた遺い族ぞくは、一言も自分を責めずに「シティのためです」と呟つぶやいた。

　もうたくさんだ、と思ったのはその時だった。

　シティのため、祖国のため、人類の最後の砦とりでを守るため──そんな理由で戦うことに、自分は、いや、自分達はとうの昔に疲れ切っていた。祖国を守るために軍人を戦場に駆かり立てる、シティを維い持じするために魔法士の脳を切り刻む。大事の前の小事。世界を守るためのやむを得ない犠ぎ牲せい。そういう誰だれにも反はん論ろんしようのない理屈に従って戦う日々に、そして何より、そうやって戦っても何も変わらない、誰も救われない世界の何もかもに、自分と部下達は心の底から嫌いや気けが差していた。

　だから自分達は、その理屈に逆らってみることにした。

　神戸が滅んだあの日──

　自分達は、崩くずれゆく街から何百人かの市民を助け出した。

　司令部から下された「市民を守れ」という指令に従った──形の上では確たしかにそういうことになるのかも知れない。が、あの時、あの混乱の中で自分達が受けた通信は幾つもの爆ばく音おんとノイズにまみれ、到底まともな応答が可能な状態では無かった。かろうじて聞き取ることが出来た音声は「市民」と「守れ」という二つの単語だけ。通信の識しき別べつコードは一応中央司令部からの最さい優ゆう先せん通達ということになっていたが、あの状況で司令部がまともに機能しているかどうかは疑わしく、通信が本当に司令部から発せられた物であると考えるのは不可能に等しかった。

　が、自分達は、それが正式な指令だと信じた。

　自分と部下は手分けして近きん隣りん住民や軍の陸戦部隊が乗り捨てたフライヤーをかき集め、生き残りの市民を探さがし求めて神戸の街を飛び回った。

　司令部がこんな指令を下すはずが無いということは、誰もが心のどこかで分かっていた。世界に残された最後の砦として「人類」という種の存続を使命とするシティ。それを守り通すことは自治政府にとって全すべてに優先する至上の命題であり、たとえその崩壊が誰の目にも明らかであったとしても、自分たちに与えられる役目は最後の瞬しゆん間かんまで「マザーシステムの暴走を食い止めること」であって一市民の保ほ護ごなどではあり得ないということは、自分も、部下達も、正しく理解していた。

　自分達はその事実を無視して、無む辜この民衆を救う道を選えらんだ。

　それは、崇すう高こうな使命感とも軍人の責務とも無む縁えんな、単なるわがまま。

　何の力も無い、特別な所も無い、悪く言えば生きようが死のうが人類のこの先の歴史に対しておそらく何の影えい響きようもない──そういう取るに足らない人々を理由も無く守ることで、自分達はこのふざけた世界に反抗してみたかったのだ。




　　　　††††††††††††††




　今、この世界には大きな対立がある。

　人類の代表であるシティと、魔ま法ほう士しの代表である賢けん人じん会かい議ぎ。二つの組そ織しきがシティにおける魔法士の非人道的な扱いと、その象徴であるシティの中ちゆう枢すう、マザーシステムという存在を巡って日々争いを繰くり広げている。

　その渦か中ちゆうに立たされることとなった自分達は今回、シティのために賢人会議と戦う道を選んだ。が、その選せん択たくは自分がシティの主張を良しとし、賢人会議を否定したということを意味しない。自分の目的は残された神こう戸べ市民を守ること。シティの救いの手からも賢人会議の救いの手からも外れた、どこにも行き場の無い彼らに安住の地を用意することにある。

　そのために力を貸してくれるものがシティだったから、シティに従ったまでのこと。

　神戸市民や部下達の考えは分からないが、少なくとも自分は、「マザーコアを廃止する」という賢人会議の主張に対して今さら思う所も無い。

　そんな自分の考え方は、あるいは無責任と誹そしりを受ける類たぐいのものかもしれない。世界が滅びるかも知れないという瀬せ戸と際ぎわに、ただ自分に近しい者の安あん寧ねいが得られれば良い、それ以上の、自分の手に余ることは知らないなどという生き方が許されるのかと憤いきどおる者もいるかも知れない。

　だが、人間にはどんな主張よりも理想よりも前に、まず生きる糧かてが必要だ。

　人類の行く末や世界の在りようについてどれほど思い悩んだところで、人間は所しよ詮せん、今日きよう食べる一粒の米がなければ生きられないのだ。

　正義や理念という言葉は、往々にして残酷なものだ。それは自分に従う者と刃向かう者の双方に、常に多大な犠ぎ牲せいを強しいる。多くの場合においてその犠牲は組そ織しきや社会の下層、反はん論ろんする術すべなど持たない力無い者に一方的に押しつけられる。

　だから力無い者は、自分の目の前の、自分の手が届く範はん囲いの者だけを守るために力を尽くし、それ以外の全すべてを切り捨てて戦う。

　それを愚かと蔑さげすむ権利など、どこの誰だれにもありはしないのだ。






　　　第五章　巨頭会談　～schemers of the round～







　銃弾が論ろん理り回路刻印式のステルス弾体だったのは、不幸中の幸いだった。

　まさにその事実が、真ま昼ひるの命を救ったと言っても過言では無いだろう。

　主に騎き士しや炎使いの護ご衛えいを回かい避ひしての要人暗殺を目的として至し近きん距きよ離りからの射しや撃げきに用いられるステルス弾体は、通常の音や熱ねつ量りようはもちろんわずかな空気振動さえも発しない、というその特性の副作用として「破は壊かい力りよくが銃弾本体、特に先端部分のみに集中し、周囲に衝しよう撃げき波はや摩ま擦さつによるダメージがいっさい拡散しない」という弱点を持っている。

　弾たまが食い込んだのは左胸、心しん臓ぞうの数センチ外側。

　通常の銃弾ならば間違いなく周辺組そ織しきに致命的な損傷を与えていたはずのその攻撃は、多数の主要な血管を切断して左肺に小さな穴こそ開けたものの、標的にそれ以上の被害を与えること無く最終的に背中側の肋ろつ骨こつの一本にわずかにめり込む形で停止していた。

　真昼は警けい備び部隊の兵士によって直ただちに二十階層中央区画の軍病院に運ばれ、緊きん急きゆう手術を受けることになった。いかに致命傷を避さけたとはいえ青年の負った傷と出血が深刻なものであることに変わりはなく、事態は急を要した。執しつ刀とうを担当するのはシンガポール自治軍の医師リストの中から、信頼の置けるメンバーとしてフェイがピックアップした数名。用心のため、と言うよりは襲しゆう撃げき事件へのシンガポール自治政府の関与を疑う一部の魔ま法ほう士しを納なつ得とくさせるために、賢けん人じん会かい議ぎ側の幹部の誰だれかが監かん視し役として手術に立ち会う必要があった。

　サクラはその大役をディーとセラの二人ふたりに任せ、「よろしく頼む」と何度も念を押して病院を後にした。

　青年の容よう態だいはもちろん気がかりだったが、組織の長である自分には他ほかに為なさねばならないことがあった。

　軍が用意したフライヤーに乗り込んだサクラは、まず、病院から数百メートル離はなれた位置にあるシンガポール自治政府の迎げい賓ひん館かんに向かった。石造りの円柱と精せい緻ちな彫刻に彩いろどられた豪ごう奢しやな建造物。戦後十年にわたって利用されることの無かったその建物は賢人会議の正式な滞在場所に指定され、サクラの指示で一足先に戻った八百名の魔法士が少女の到着を待ちわびていた。

　正面玄関で黒くろ塗ぬりのフライヤーから降り立ったサクラを、賢人会議の面々は不安そうな面おも持もちで出迎えた。

　戦前生まれの年長者である後天性魔法士達はそれでもある程度の平静を保っていたが、外見年ねん齢れいでサクラよりも年下の少年少女達は見るからに憔しよう悴すいし、中には完全に取り乱した様よう子すで周囲の面々になだめられている者もいた。

　サクラは真ま昼ひるが致命傷を免まぬかれた事と手術が始まった事を同胞達に告つげ、簡かん単たんな手術だから心配は要いらない、と説明した。青年の容よう態だいはもちろん楽らつ観かん視しできるものでは無いが、それを正直に話して不安を煽あおったところで何の役にも立ちはしない。大丈夫だ、と笑え顔がおを作って見せるサクラに年若い先天性魔ま法ほう士し達は安あん堵どの息を吐つき、状況を察したらしい年長者達は無言でうなずいた。サクラは彼らの配はい慮りよに内心で感かん謝しやしつつ、当面の方針について指示を与えた。

　軍隊での事件調ちよう査さの経けい験けんがある後天性魔法士を中心に特別チームを編へん成せいし、シンガポール自治軍の捜そう査さに協力すること。

　他ほかのメンバーはこの迎げい賓ひん館かんで待たい機きし、交代で警けい戒かいにあたること。

　迎賓館を警備する陸軍部隊をはじめとして、シンガポール自治軍に対しては可能な限り協力的な態度で応じること。

　よろしく頼むと最後に頭を下げたサクラは再び軍のフライヤーに乗り込み、今度は第二十階層北東区画。市民の暴ぼう動どうとそれに続く一連の事件が発生した現場に向かった。

　ポートから延のびる中央通りはすでに軍によって封ふう鎖さされ、専門の調査員が慌あわただしく動き回っていた。実況見分に立ち会うことになったサクラはすでに到着していたフェイと共に現場の責任者から調査の状況について説明を受け、自分のＩ－ブレインの記き憶おく領域から抽出した事件当時の視覚データを資料として提供した。その後はフェイの案内で軍司令部に赴おもむき、警備の名目上の最高責任者である陸軍参さん謀ぼう長ちようと面めん談だん。外見年ねん齢れいで自分より四倍は年上の参謀長から正式な謝罪を受けると共に犯人逮たい捕ほに全力を尽くすという確かく約やくを取り付け、司令部を後にしたところで病院のディーから連絡を受けた。

　──西暦二一九九年八月二十七日、午後六時。

　手術が無事に終了したという知らせに、サクラは安堵の息を吐いた。
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「では、命に別状は無いのだな──？」

　何度も深呼吸してから発したはずのその声は、思ったよりもずっと大きく響ひびいた。

　サクラはとっさに自分の口元を手で覆おおい、小さく一つ咳せき払ばらいした。

「す、すまない。その……」

「はい。病院では静かに、です」

　ベッド脇わきの椅い子すに腰掛けたセラが、何な故ぜだか嬉うれしそうに口元をゆるめて答える。

　重力制せい御ぎよでふわりと椅子から立ち上がり、どうぞです、とこっちに場所をゆずって、

「えっと、お医者さんのお話だと、術後の経過は良好だからしばらくしたら目を覚ますそうです。まだ絶対安静だから動いちゃダメだけど、肺とか血管とかの自己治ち癒ゆは薬くすりである程度進めてあるから三日ぐらいで治って、あとは弾たまが当たった肋ろつ骨こつにヒビが入ってるけど、そっちも再生処置はしたから一週間ぐらい安静にしてれば元通りだって」

「そ、そうか」

　少女の言葉にともかくうなずき、勧められるまま椅い子すに腰掛ける。膝ひざの上で組み合わせた両手の指をわけもなく何度も組み替え、大きく深呼吸してようやくベッドに視し線せんを向ける。

　スチールの白いベッドに横たわる、黒髪の青年。

　途と端たんに、心しん臓ぞうが跳はねる。

　……真ま昼ひる……

　おそるおそる椅子から腰を浮かし、音を立てないようにベッドに身を寄せる。青年の体を覆おおう真まっ白しろなシーツを、細心の注意を払ってずらしてみる。

　薄うす明あかりの下にあらわになる青年の体。薄い病院着を一枚羽は織おっただけの胸に、生々しく貼はり付けられた再生処置用の白い防ぼう護ごスキン。

　右腕に繋つながれた栄養剤投与用の細いチューブが、鼓動に合わせてかすかに揺ゆれている。

「ディーくんはお医者さんに呼ばれて、詳しい傷の状態を説明してもらいに行ってます」背中越しに聞こえる、セラの声。「弾たまが当たった角度とか威力とか、細かいデータから何か分かるんじゃないか、って。フェイ議ぎ員いんもさっき来て、一いつ緒しよにお話聞いてるはずです」

　そうか、と小さく呟つぶやいて、ベッドの端はしに両手をつく。大きく身を乗り出してもう一度だけ深呼吸し、青年の顔をまっすぐに見下ろす。

　出血の影えい響きようか、あるいは手術の疲れか、少し青ざめた端正な顔。

　その頬ほおにそっと手を当て、無む意い識しきに唇を噛かむ。

　……すまない、真昼……

　今さらのような後悔が、心に溢あふれる。指先に触れる青年の肌の冷たさに、足が震ふるえそうになる。あの時どうして、自分はもっと周囲に注意を払っていなかったのか。どうして青年の身の安全を気き遣づかわなかったのか。油ゆ断だんがあったのではないか。自分でも気が付かない自分の驕おごりが危うく青年を殺しかけたのではないか──こぼれ落ちた言葉が胸の奥に泥のように降ふり積つもって、心臓を押しつぶしていく。

　うつむいたまま目を閉じ、深く息を吐つく。

　と。

「……サクラさんのせいじゃないです」

　すぐ傍そばで囁ささやく、セラの声。
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　振り返ると、少女は少し心配そうな顔で水の入ったグラスを差し出し、

「わたしもディーくんも、他ほかの人達もみんな真昼さんの傍にいたんです。それでもどうにもならなかったんだから、誰だれのせいでもないです。もしどうしても誰かが悪かったって言うなら、きっとみんなが悪くて、みんなが失敗したんです」

　一息。

　セラはグラスを持つのと反対の手でそっとサクラの背中に触れ、

「えっと、真ま昼ひるさんならきっとそう言うと思う……です」

「……そうか」

　小さく呟つぶやいて、少女の手からグラスを受け取る。もう一度ベッドに視し線せんを戻し、青年の寝顔を見つめる。

　……そうだな。

　すでに起こってしまった結果について、いくら悔くやんでも始まらない。仮に自分に明めい確かくなミスがあったのだとしても、今自分が為なすべき事はそれを悔いることでも謝しや罪ざいすることでも無い。

　真昼なら、この青年ならば、きっとそう言う。

　グラスの水を一息に飲のみ干ほし、まっすぐセラに向き直る。

「感謝する、セラ」

「え、そ、そんなこと」少女は慌あわてた様よう子すでぱたぱた手を振り「えっと！　それで、サクラさんの方はどうだったんですか？　軍の調ちよう査さの立ち会いに行ったんですよね？」

「ああ。現場の責任者から話を聞いてきた」サクラはうなずき、椅い子すに腰掛けて「まず事件の発ほつ端たんになった市民のデモ隊についてだが、彼らが検問を突破して二十階層への侵入に成功した経けい緯いはこちらの予想通り。何者かが二十階層を警けい備びする兵士の指揮系統をハッキングした結果、あの時刻に問題の検問所が無人となっていたことが判明している」

　空からのグラスをベッド脇わきのサイドテーブルに置き、息を吐ついて、

「偽ぎ装そうを行った犯人の正しよう体たいについてはまだ不明だが、ネットワーク構造の問題から、システムの改ざんがこのシティ・シンガポール内部から行われたことだけは間違いが無いそうだ」

「えぇっと……」セラは少し考える素そ振ぶりを見せ「じゃあやっぱり、犯人は同盟反対派の議ぎ員いんさんか、その人に命令された誰だれかってことですか？」

「おそらくは、な」答えてサクラは椅い子すの上で足を組み「だが、あのデモ隊は襲しゆう撃げき事件に利用されただけで、ある意味では被害者とも言える。システムを改ざんした犯人にしても実際に行ったことは軍の検問所一つをほんの数十分、無人にしただけ。おそらくこの犯人とデモ隊の間には何のつながりも無く、いずれの線せんからも肝かん心じんの襲撃者について情報を得るのは不可能だろうというのが軍の考え。……残念ながら、私も同意見だ」

「そうなんですか？」セラは納なつ得とくのいかない様よう子すで首を傾かしげ「えっと、でもそのハッキングを仕掛けた人が二十階層にデモ隊の人達を通して暴ぼう動どうを起こさせたんですよね？　だったら」

「デモ隊が我われ々われを妨害したのは彼ら自身の意志だ。検問所を無人にした犯人が扇せん動どうしたわけではない」サクラは少女に向かって首を振り「そして、その犯人が襲撃計画の存在を知っていた可能性もゼロに近い。……調ちよう査さを行っている軍の報告によると、ハッキングに利用された偽装プログラムの精度はせいぜい素人しろうとに毛が生はえた程度のもので、今日きよう中じゆうにはアクセス元を割り出せるそうだ」

　え？　と目を丸くするセラ。

　サクラは息を吐き、膝ひざの上で両手を組んで、

「暴動を起こしたデモ隊と同じく、黒幕に利用された誰かの犯行。おそらくは、今回の同盟に異を唱える適当な市民にデモの情報を流し、ハッキングを行うように仕向けたのだろう」

　上う手まいやり方だ、とサクラは唇を噛かむ。同盟に反対する市民の自発的な行動を利用して混乱を誘ゆう発はつし、そこに乗じて襲撃を仕掛ける。デモ隊にしてもハッキング犯にしてもそもそも黒幕にとっての本来の目的である襲撃計画の存在を知らないのだから、捕らえられたところで情報を吐きようが無い。

　もちろん、それでも時間をかければ黒幕が彼らを操あやつるために使ったわずかな糸を手た繰ぐり寄せ、真犯人にたどり着くことが出来るかも知れない。

　が、残念ながら自分達にはその時間が足りない。

「そうなんですか……」セラは難むずかしい顔でしばし視し線せんをうつむかせ「それで、実際に真ま昼ひるさんを撃うった犯人の方はどうなんですか？」

「そちらに関する手がかりは、今のところ皆無に等しい」サクラは束つかの間ま、目を閉じ「市民にあれだけの混乱をもたらしておきながら、現場には髪の毛一本、服の繊せん維い一片に至るまで一切の痕こん跡せき無し。唯ゆい一いつ残されていたのは軍の発砲を偽装するために用いられた狙そ撃げき銃じゆうの弾たまだが、それも論ろん理り回路式とはいえごくありふれた物。シンガポール自治軍に限らずどのシティでも採用されているし、シティ外の町でも少なくない場所で生産されているから、出所をトレースするのはほぼ不可能」

　ベッドで眠る真ま昼ひるに視し線せんを向け、息を吐ついて、

「おそらくは軍の特殊部隊か、それに匹ひつ敵てきするだけの訓練を受けた者の犯行。だが、シンガポール自治軍内でこのレベルの作戦を実行可能な部隊は全すべて当とう該がい時刻の所在と行動がはっきりしているし、そもそも、ほとんどの者が今回の同盟に賛さん成せいしているそうだ」

「じゃあ、軍の人が反対派の議ぎ員いんさんに頼まれた、っていうわけじゃないんですね」

「そういうことになる」サクラは視線を落として自分の両手を見つめ「ついでに言えば、他ほかのシティが工作員を送り込んできたという可能性も相当に低い。仮にシンガポールと我われ々われの同盟を阻止したいと考えるシティがあったとしても、貴重な人員と資源を警けい戒かいの厳げん重じゆうな他シティ内にわざわざ投入して真昼一人ひとりを害したところで帳ちよう尻じりが合うとは考えられないからな」

「難むずかしいです……」

　むぅっと眉み間けんに皺しわを寄せ、腕組みして考え込むセラ。

　少女は口元に指を当ててしばし考え、静かに顔を上げて、

「けど……そうなるとやっぱり、明日あしたの調ちよう印いん式しきは延期ですね」

「え……」

　とっさに言葉に詰まるサクラ。

　その目の前でセラは自分の考えを確たしかめるように小さくうなずき、

「そうです。このままだと調印式でも何が起こるか分からないです。やっぱりきちんと調査して、犯人もちゃんと捕まえて、反対派の議員の人達も尻尾しつぽを捕まえて好き勝手に動けないようにして真昼さんの怪け我がも治ってから改めて調印式やった方が」

「セラ、それは……」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく少女を前に、サクラは言いい淀よどむ。セラの考えは至し極ごくもっとも。実際、サクラも一度はその選せん択たくを当然と考えた。

　だが──

「──調印式は予定通り行われる。延期は不可能だ」

　病室の入り口から唐とう突とつに響ひびく男の声。セラが驚おどろいた様よう子すで振り返り、サクラもそれに続いて視線を向ける。

　スライド式のドアの向こうには、黒いスーツを完かん璧ぺきに着込んだ東洋人の男。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォンはサクラの前まで歩を進め、無表情のままに口を開く。

「悪い知らせが二つだ代表殿どの。まず一つだが、検問所のハッキング犯が二分前に逮たい捕ほされた」

「そうか……」悪い知らせ、という言葉からサクラは状況の見当を付け「やはり、襲しゆう撃げき事件とは結びつかない素人しろうとの犯行か？」

「第六階層居住の学生だ」フェイはかすかにうなずき「政府関係者とも同盟反対の市民団体とも接触の履り歴れきは無し。本人は犯行の動どう機きを『政府と意見を異にする市民を検問によって締しめ出す行為がシティ自治法の理念に反するからだ』と語っている。デモ隊の代表と合わせて軍が取り調しらべを行うが、望みは薄うすいと考えるべきだろう」

「想定通り、と言うべきなのだろうな」サクラは椅い子すから立ち上がり、スカートの裾すそを払って「政府の公式発表は？」

「二十階層にデモ隊が突入し、小規模な暴ぼう動どうが発生した事実のみを公表した。首しゆ謀ぼう者しやは速すみやかに逮たい捕ほされ、負傷者は一人ひとりも出なかったという筋書きだ。……真ま昼ひるが重傷を負ったという事実を各シティの使節団が独自につかんでいる可能性は高いが、予定通り調ちよう印いん式しきを行うには建前が必要になる」

「建前……なるほど」サクラは口元に指を当てて自分の足下を見つめ「シンガポール自治政府が先手を打って『騒さわぐほどのことは無かった』と声明を出してしまえば、他シティの者たちも外交関係を考こう慮りよして口をつぐまざるを得ない、ということか」

「そういうことだ」淡たん々たんとしたフェイの声。「加えて、この発表にはシンガポール市民の無用の混乱を避さける、という意味もある。事の真相を公おおやけにした場合、賢けん人じん会かい議ぎ側からの報復を警けい戒かいした市民団体がどういう行動に出るか予測が付かない。……幸い、と言うべきではないだろうが、真昼が凶きよう弾だんに倒れる場面は公営放送のカメラには映っていない。銃じゆう撃げきの瞬しゆん間かんを目撃した可能性のある市民には全すべて一時的に拘こう束そくした上で記き憶おく封ふう鎖さ処置を施ほどこしてある。将来的に何らかのルートから真相が発覚する可能性はあるにしても、明日あしたの調印式が終わるまでの間なら情報操そう作さは可能だろう」

「妥当な判断だな」サクラはうなずき「調印式の警備は？」

「当初予定の二倍をすでに動員した。追加で確かく保ほできる戦力が無いか、現在、軍と調整中だ」

「部隊配置が決定次第、連絡を願ねがう。こちらでも、襲しゆう撃げきに備そなえて隊列の変更を……」

「え、えっと──！」

　唐とう突とつに割って入るセラの声。

　少女は振り返るフェイの視し線せんにたじろいだ表情を見せるが、それでもまっすぐ顔を向けて、

「その……調印式が延期できないってどうしてですか？　真昼さんが撃うたれて、犯人が捕まらなくて、式典が始まったらまた襲撃があるかも知れないんですよね？　それなのに……」

「まさにその『調印式の延期』が、反対派の目的だからだ」

　静かに答える、フェイの声。

　え？　と目を見開くセラを男は無表情に見下ろし、

「賢人会議の参さん謀ぼうが白はく昼ちゆう堂々、衆目の前で凶弾に倒れた。もちろん警備を担当した我わがシンガポール自治軍にとってはこの上ない失態だが、同時にこれは、賢人会議にとっての醜しゆう聞ぶんでもある。いかに標的になったのが組そ織しきで唯ゆい一いつの通常人、非ひ戦せん闘とう要員であったとはいえ、軍事力をもって世界に存在を示そうという組織が反対勢力の攻撃に膝ひざを屈したとなれば今後の同盟関係にどのような影えい響きようがあるか、セレスティ嬢じようにも理解できるはずだ」

「……あ……」

　青い瞳ひとみを見開くセラ。

　慌あわてた様よう子すでこっちを見上げる少女にサクラは「そういうことだ」とうなずき、

「たとえ真ま昼ひる一人ひとりが欠けようとも組そ織しきの運営には何ら支障がない。襲しゆう撃げき者しやの行為は賢けん人じん会かい議ぎに何の影響も及ぼしてはいない──その事実を我われ々われは世界に対して示さねばならないのだ、セラ」

　そんな、とうつむく少女の頭に手を置く。

　リボンで結ゆわえられた金髪をそっと撫なで、男に視し線せんを戻して、

「それで、悪い知らせのもう一つは」

「襲撃事件に関する報告だ。正せい確かくには、悪い、というより奇妙と言うべきだが」そう言ってフェイはベッドの青年に視線を向け「真昼が受けた銃弾だが、あえて致命傷を避さけるように撃うたれた可能性がある」

「なに？」

　今度の言葉は意味が分からない。

　どういうことかと視線で問うサクラに、フェイに代わって病室の入り口から少年の声が飛ぶ。

「──銃弾の軌き道どうがちょっと不自然なんだよ」

「ディーくん！」

　セラが勢いよく顔を上げ、銀ぎん髪ぱつの少年に駆かけ寄る。その小さな体を滑なめらかな動作で抱き上げ、ディーはフェイの傍そばをすり抜けてこっちの目の前にたどり着き、

「お疲れ様さま、サクラ。そっちは大変だったみたいだね」

「軍の責任者に協力してきただけだ。大したことではない」サクラは静かに首を振り「それで、今の話だが」

「うん」ディーはベッド脇わきの椅い子すにセラをそっと下ろし「フェイ議員と一いつ緒しよに執しつ刀とう医いの先生に話を訊きいてきた。真昼さんを撃った弾たまなんだけど、命中した場所とか状況とか考えて、やろうと思えば心しん臓ぞうを直撃出来たはずなんだって」

「……本当か」

　とっさに問い返すサクラ。

　少年の背後のフェイにも視線を向けてみるが、スーツ姿の男は無表情のままうなずき、

「犯人がステルス弾体の特性を理解しているのなら、心臓か頭部に直撃させない限り致命傷に至らない可能性が高いことは知っているはず。何らかのアクシデントで心臓を狙ねらった攻撃が目標を逸それたという可能性は確たしかにあるが、その場合、弾が真昼の右肺と主要な血管を直撃して正せい確かくに『致命傷の一歩手前』の傷を負わせているのは都つ合ごうが良すぎる──というのが医師の見解だ」

　……どういうことだ？

　フェイとディーの間に視し線せんを巡らせ、サクラは口元に指を当てて考える。同盟反対派の議ぎ員いんが手を回して賢けん人じん会議の参さん謀ぼうを襲しゆう撃げきした。しかし命までは取らなかった、となれば、

「反対派の連中も光耀クアンユーの予言を外すわけにはいかない。彼らの目的は賢人会議の評価を失しつ墜ついさせて同盟案を骨抜きにすることで、真ま昼ひるの死によって同盟が完全に瓦が解かいすることは避さけなければならない……そういうことか？」

　最後の問いかけは自分自身に対して向けた物。一応は筋の通る説明だが、納なつ得とくはいかない。反対派の目的が本当に「それだけ」だと考えるには、打たれた手が大げさ過ぎる。

　だが、敵に他ほかの目的があると言うのなら、それは何か。

　真昼が重傷を負ったこの状況に、何の意味があるのか。

「現状では、判断材料が足りんな」

　そんなこっちの思考が伝わったのか、小さく呟つぶやくフェイ。

　男は襟えり元もとの通信素そ子しを引き寄せ、おそらくは軍の人間に迎えをよこすよう指示し、

「まずは目先の問題を片づけるとしよう。私は明日あしたの警けい備びの最終調ちよう整せいを行う。代表殿どのには迎げい賓ひん館かんの方でそちらの準備を進めて頂きたい」

「承知した」うなずき、少しためらってから男に手を差し出し「その……こんな状況だ。至らぬ所もあるかと思うが、よろしく頼む」

　数秒の沈ちん黙もく。

　フェイは無表情にこっちを見下ろし、ふむ、とうなずき、

「……五十八点、といったところか」

「フェイ議員？」

「独ひとり言ごとだ、許されよ」

　静かに首を振るフェイ。

　男は巌いわおのような手でサクラの手を掴つかみ、一つ息を吐ついて、

「こちらこそよろしく頼む、代表殿」




　　　　††††††††††††††




「本当ですか──？」

　弾はじけるようなフィアの声が、応接室に響ひびいた。

　第二十階層南西地区。ニューデリー自治政府のために用意された旧大使館跡の一室。大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみをうるませる少女に、ソファーの隣となりに座った眼帯姿のクレアは「うん」とうなずいた。

「軍の秘ひ匿とく回線盗とう聴ちようしたから間違いないわ。『天あま樹ぎ真昼の手術は成功。明日あしたには目を覚ます予定』って。今はまだ軍病院で寝てるみたいだけど、って！」

　わぁ！　と歓声を上げたフィアが、両手を広げて飛びついてくる。思わず「ちょ、ちょっと！」と悲鳴を上げ、クレアは少女を抱だき留とめたままソファーに倒れ込む。

「気持ちは分かるけど落着きなさいよ！　ねえ！　あんた……」

　言いかけた言葉が、止まる。

　胸元から聞こえてくるのは、少女のすすり泣く声。

　クレアは「あー、もう！」とともかくフィアの柔らかな金きん髪ぱつを撫なで、倒れたままテーブルの向かいに仮想視界の焦しよう点てんを向けて、

「あんた達！　黙だまって見てないでこの子なんとかしなさいよ！　彼氏とお姉ねえさんで……」

　またしてもそこで言葉が止まる。向かいのソファーに並んで座る二人ふたり、天あま樹ぎ錬れんと月つき夜よの姉弟の様よう子すがおかしいのにクレアはようやく気づく。

「えっと、ねえ、あたしの話聞いて」

「……そっか。真昼兄にい、無事なんだ……」

　こっちの言葉を遮さえぎって、ぽつりと呟つぶやく少年。

　錬はふらりと立ち上がった、と思ったらまた倒れるようにソファーに座り込んで、

「良かった……」うつむき、両手で顔を覆おおって声を震ふるわせ「良かった、ほんとに良かった……」

「あーっ！　腹立つわね！」

　と、そんな弟の隣となりで猛もう然ぜんと立ち上がる月夜。

　赤くなった両目を袖そででこすり、両手で勢いよく頬ほおを叩たたいて、

「勝手にふらふらほっつき歩いてこんな心配かけて！　真昼のヤツ、今度会ったら絶対にぐーで叩いてやるんだから！」

　そう言うなりこっちに駆かけ寄り、頭の上からいきなり首に抱きついて、

「ありがと！　本当にありがと！　何か困ったことがあったら遠えん慮りよ無く言ってね、絶対お礼するから！」

「ま、待って！　別にあたしが助けたわけじゃなくて、ちょ、ちょっとってば！」

　いまだに泣きやまないフィアを胸に抱きかかえ、頭を月夜に押さえられ、ソファーに倒れたままじたじたと身をよじるクレア。

　と。

「おい！　どうした！」

　勢いよく扉を開け放つ音と共に、部へ屋やに飛び込んで来る赤髪の男。

　ヘイズはその場で立ち止まり、ぽかんと口を開けてこっちを見下ろし、

「……何やってんだ？　お前」

「だいたい想像つくでしょ！　さっさと助けなさいよ！」

「いや、助けろって言われてもよ……」

　どーしろってんだ、と頭をかく青年の脇わきをすり抜けて、さらに二つ、別な人ひと影かげが仮想視界に姿を現す。

　長い黒髪を三みつ編あみお下げに結ゆわえたチャイナドレス姿の少女と、ロンドン自治軍の白い制服に身を包んだ薄うす茶ちや色いろの髪の男の子。

　二人ふたりは目の前の状況にも一切動じることなく、少女がこっちの腕の中のフィア、男の子が向かいのソファーの錬れんにそれぞれ駆かけ寄り、

「フィアちゃん！　良かったね！　ホントに良かったね！」

「れん、よかった」

「……ファンメイさん……？」

「……エド……」

　仮想視界の中で同時に顔を上げるフィアと錬。

　二人は涙で顔をぐしゃぐしゃにしたまま、フィアに至ってはこっちの上に乗ったまま揃そろって目の前の相手に抱きつき、

「ファンメイさん……私、私……」

「エドぉ……真昼兄にい無事だったよ……僕、僕ほんとに心配して……」

「フィアちゃん、大丈夫、大丈夫だから、ね？」

「れん、だいじょうぶ」

「いや、あの、あんた達、ちょっと──？」

　ソファーに押し倒されたままなんとか割り込もうとするクレアに、一切構わず感動劇げき場じようを繰くり広げる一堂。

　首を抱きしめたままの月つき夜よの腕にはいよいよ力がこもり、Ｉ－ブレインの仮想視界の中にちらちらと赤い点が散り始め、

「あーっ！　もーっ──！」

　とうとう叫ぶクレア。

　月夜の腕を強ごう引いんに振りほどき、フィアを抱きかかえたまま勢いよく起きあがり、

「い！　い！　か！　ら！　ちょっと落着きなさい！　あんた達は──！」

　電池が切れた人形のようにピタリと動きを止める、少年少女四人とその姉一人ひとり。

　クレアは腕の中のフィアをともかく床ゆかに立たせ、眼帯越しの瞳ひとみで一同をぐるりと見回し、

「気持ちは分かるけど頭冷やすの！　今ってそんなに大喜びしてられる状況じゃないでしょ？　天あま樹ぎ真ま昼ひるを撃うった犯人は捕まってない。敵、ってあたし達が言っていいのかどうかあれだけど、とにかく暴ぼう動どうを仕組んだ連中の目的も分からない。それでも明日あしたは予定通り調ちよう印いん式しきが行われる──ってなったら、あたし達はどういう方針で動いてそのために何をするのか、考えることも準備することも山ほどあるんじゃないの？」

　う、と気まずそうに視し線せんをうつむかせる少年少女達。

　クレアは、まったくもう、と額ひたいに指を当て、

「……まあ、あんた達に関しては、仕方ないかな？　ってところも無くは無いけど……」眼帯越しの視し線せんをソファーの隣となりに向け「あんたまで一いつ緒しよになって浮かれててどーすんのよ月つき夜よ。こういう時に冷静なこと言うのがお姉ねえさんの役目じゃないの？」

「え、そりゃ……」月夜は赤い顔で視線を右う往おう左さ往おうさせ、いきなり腰に手を当ててなぜだか胸を張り「何よ！　あんただってあの賢けん人じん会かい議ぎの騎き士しの子とか大ケガしたら、同じように慌あわててわたわたするに決まってんじゃないの！」

「そ、それは今関係ないでしょ──！」

　思わずうわずった声で叫んでしまうクレア。

　そこでふと首を傾かしげ、月夜の顔をまじまじと視みつめて、

「っていうか……今さらだけどあんた達って何でここにいるの？　ここって一応、シティ・ニューデリーの仮設大たい使し館かんのはずなんだけど」呟つぶやき、んー、と額ひたいに指を当てて「や、そもそもあんた達って何でシンガポールにいるの？」

「は？」と月夜は半分呆あきれ顔がおで「や、私はモスクワの使節の護ご衛えいで、その子達は四人揃そろってロンドンの護衛。あんたと同じで表向きは正式な招待客なんだけど……何も聞いてないの？」

「ぜんっぜん」クレアは首を振り「軍の通信傍受して天あま樹ぎ真ま昼ひるの容よう態だい調しらべるのにさっきまでいっぱいいっぱいだったし……ほら、シンガポール自治軍の施設ってどこもかしこも対魔ま法ほう士しの情報防ぼう御ぎよけっこう固くて」

　言葉を切り、眼帯に覆おおわれた瞳ひとみをわざとらしく部へ屋やの奥に向ける。

　いつの間にか壁かべ際ぎわに移動してしれっとコーヒーを飲んでいるヘイズを指さし、

「で、やっと情報掴つかめたと思ったらそこのバカに『この部屋にいる連中に知らせてくれ』って言われて、何だか分かんないけど急いで来ただけなんだけど」

　全員の視線が赤髪の青年に集中する。

「あー、言ってなかったっけか？」ヘイズは、悪わりぃ悪ぃ、と頭をかき「ちょうど良いから顔見知りの面子めんつで合流して、情報交換ついでに協力しようって話になったんだよ。……ルジュナと黒くろ沢さわの旦だん那なに、ロンドンの先生と、あと前に北ほつ極きよくの時に会ったモスクワのシスター。ちょっと前から隣の部屋で、四人で話してる真まっ最さい中ちゆうだ」

「え……」クレアは思わず眼帯の内側で目を見開き「大丈夫なの？　そんなことして。襲しゆう撃げき事件の何のでシンガポール自治政府もピリピリしてるはずだし、いくら正式な招待客っていっても余よ所そのシティの関係者が勝手に出歩いて集まってるなんてことになったら、後で面めん倒どうなんじゃ……」

「一応、出歩いてること自体はそんなに問題にならないみたい」と、横からあっさり答える月夜の声「シンガポールは建前として『暴ぼう動どうはすぐ収まって襲撃事件なんか無かった』ってことにしたいみたいだから外出禁止の要よう請せいとかも来てないし。もちろん使節団としていろいろやらないといけないこととか明日あしたの準備とかはあるけど、少なくともモスクワうちは、そういうのは全部別の人がやってくれることになってるし」

　そう言って、私服らしきつなぎ姿の女は首をぐるりと回し、

「まあ、それはそれとして、別々のシティに住んでる見ず知らずのはずの人間がこんだけ集まってるのはいろいろマズい、ってのは確たしかなんだけど。だから、みんなここに居るのは内ない緒しよ。何かあったらすぐに外に逃げて、警けい備び兵へいの人とかに見つかっても『散歩してた』で誤ご魔ま化かす予定よ」

　なるほど、とうなずくクレア。

　と、ヘイズが隣りん室しつに通じるらしき防音仕様の扉に視し線せんを向け、

「ってか、かれこれ二時間も何話してんだろーな」腕組みして口をへの字に曲げ「今後の行動計画、ってわけでもねーんだよな。祐ゆう一いちの旦だん那なも先生も『方針とか適当に考えとけ』とか言ってたし」

「そうなの？」

　内心で首を傾かしげつつ、クレアはＩ－ブレインの仮想視界の中で部へ屋やの面々を順に見回す。月つき夜よとフィアと錬れんの三人についてはニューデリーの事件以来の仲だし、特に月夜とは北ほつ極きよくの一件でも協力したから良く知っている。あとの二人ふたり、ロンドン自治軍の所属だという少女と男の子については……

「北極の時にディーとセラと戦ってた子達ね」Ｉ－ブレインの記き憶おく領域の中の映像と目の前の姿を見比べ「そっちの子がエドワード・ザイン、ウィリアム・シェイクスピアのマスター。で、そっちがリ・ファンメイ、と。……久しぶり、って言うのかな？　こういうの」

　半年前の事件では何だかんだで直接顔を合わせる機き会かいが無かったから、初めましての方が良いかなと少し悩むクレア。

「ふえ？」案あんの定じよう、少女は腕組みしてうーんと首を傾げ「えっと、お姉ねえさん、誰だれ？」

　と、そんな少女の傍そばにとてとてと近寄り、背伸びして何事か耳打ちする男の子。

　少女はたちまち「あーっ！」と声を上げ、

「は、初めまして！　じゃなくて久しぶり！　でいいのかな、あれ？」チャイナドレスの裾すそをばたばたと払い、男の子と並んで気をつけし「えっと！　北極の事件の時はありがとうございました！　なの！」

　二人仲良く、ぺこっと頭を下げる。

「い、良いわよ別に！　そんな改まって！」思わぬ反応にクレアは慌あわてて両手を振り「なんか今さらだけどよろしくね。あたしはクレア。そっちはファンメイとエドで良い？」

「もちろん！」

　元気いっぱいに答えるファンメイの隣となりでおずおずとうなずくエド。何というか、猫ねこと子犬のような二人だ。

　と、ファンメイは何な故ぜだかこっちの顔をじっと見つめ、

「えっと……クレアさんはヘイズの船に乗ってるんだよね？　確たしか」

「へ？」クレアは一いつ瞬しゆんだけ首を傾かしげ、すぐに青年から少女の話を聞いたことがあったのを思い出し「そっか、あたしの部へ屋やのとなりのパンダ部屋ってあんたのなんだっけ」

　大量のパンダグッズが置かれた、HunterPigeon艦かん内ない居住区画の一室を思い出す。かつて少女が暮らしていたという部屋は空あき部屋になった後も内ない装そうから小物に至るまで全すべてそのまま。実は三日に一度クレアが掃除していたりする。

「あの部屋、ちゃんと残ってるの──？」ファンメイは、わぁい、と手を叩たたき「えっと、それで、クレアさんはなんであの船に乗ることになったの？」

「へ？　……や、何て言うか、ニューデリーの事件でヘイズに会って、それでちょっといろいろあって……」

　自分が乗せてくれと頼んだことは何となく誤ご魔ま化かして答える。部屋の奥のヘイズに仮想視界を向けると、青年はどうしてだか居い心地ごこちが悪そうな顔で頬ほおをかいている。

　ファンメイは「そーなんだー」としばし考え、いきなりヘイズを振り返り、

「ねー、ヘイズ」

「あ？　なんだ？」

「恋人？」

　勢いよくコーヒーを噴ふき出す赤髪の青年。

　クレアはとっさに言葉を失い、「な……な……」と唇をわななかせ、

「ま、待って！　待って待って待って！　いきなり何でそういう話になるわけ──？」
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「ふえ？　違うの？」ファンメイは慌あわてた様よう子すでこっちとヘイズの間に視し線せんを行ったり来たりさせ「何となく雰囲気でそうなのかなーって。クレアさんすっごい美人だし、ヘイズと違って家事とか得意そうだし」

「いや待て、お前ちょっと待て」部へ屋やの奥で一人ひとり咳せき込んでいたヘイズがようやく立ち直り「んなわきゃねーだろ。そいつはマサチューセッツ軍に追われてて成り行きで一いつ緒しよに旅してるだけ。お前と同じだ」

「……そうなの？」

　いかにも納なつ得とくのいかなそうな顔で、こっちをじっと見つめるファンメイ。

「そうなの！」クレアは勢い込んでうなずき、両手を叩たたいて「さ！　世間話はこの辺でおしまい！　真ま面じ目めな話しましょ！　今後の方針とか、なんかそんな感じの！」

「ま、そーね」と、隣となりで聞いていた月つき夜よがいかにも意地の悪い笑え顔がおで「隣は隣でなんか大事な話し合いみたいだし、私達で草案ぐらいは作っとかないとね」

　と口では真面目なことを言いつつも、こっちを見つめる視線にあからさまにからかいの意志が込められている。

　クレアは勢いよくソファーに座って顔ごとそっぽを向き、

「ほら！　みんなも座って！　最年長者は司会お願ねがいします！」

　少年少女四人が、慌てた様子でテーブルを挟はさんだ向かいのソファーに並ぶ。

「はいはい」月夜は意地悪笑いのまま軽く手を叩き「じゃ、まずはお互いの状況報告といきましょ。私はさっきも言ったけどイルと一緒にモスクワの使節団の護ご衛えい。モスクワからはシスターの他ほかにも何人か議ぎ員いんの人が来てるけど、そっちにはちゃんと軍の護衛がついてて別行動って感じね」

「別行動、ですか？」とフィアが不ふ思し議ぎそうな顔をし「あの……ケイトさん、でしたっけ。あの方ってモスクワ軍の人達と仲が悪いんですか？」

「ううん、逆。なんかシスターってモスクワでは伝説の英雄みたいで、議員さんはみんな友達みたいな感じだし、護衛についてきた自治軍の人達もすっごい張り切ってるし」月夜はひらひら手を振り「で、シスターが『ちょっと個人的に調しらべたいことがあるんで別行動したい』って言ったら議員さん達みんな『じゃあこっちは僕らが上う手まくやっておくよー』ってあっさり。……さすがに、ニューデリーの大だい使し館かんに来てるとは思ってないはずだけど」

「そうなんですか？」

　驚おどろいた様子で顔を見合わせるロンドン組の子供達四人。北ほつ極きよくの事件でシスターが大戦で活かつ躍やくした指揮官だったということは聞いていても、そこまでの人物だとは知らなかったのだろう。

「すごい、っていうか怖い話だね、なんか」全員を代表する格かつ好こうで錬れんが口を開き、あれ、と首を傾かしげて「そういえば、イルは？」

「下の階層に潜もぐり込んで街の偵察。デモ隊の暴ぼう動どうの話とか襲しゆう撃げき事件の話とかが市民の人達にどう伝わってどういうふうに思われてるか、調しらべといたほうが良いでしょ？」答えて月つき夜よは腕組みし「と、まあ、こっちはそんな感じ。他ほかは？」

「うちはまあ、似たようなもんだな」と、部へ屋やの奥から声を投げるヘイズ。「ニューデリーの使節団ってことで他にも外交官が何人かと護ご衛えいの部隊がついてきてる。って言っても、そいつらは全員この建物の別な階。ここに誰だれが来て何やってるかは知らねーことになってる」

「え……大丈夫なの？　それ」と、横から口を挟はさむ錬れん。

「まー、大丈夫じゃないわよね。普通」クレアは黒髪の少年に顔を向け「正規の使節団の人達みんな怒るとか止めるとか通り越して、諦あきらめて胃が痛そうにしてるわ。……そもそも議ぎ会かいとしてはルジュナさんが今回の使節に加わる事自体に反対だったみたいだし」

「あら、そうなの？」

「うん」首を傾げる月夜をクレアは振り返り「ほら、ニューデリーと賢けん人じん会議って前の事件のごたごたがあるし、ルジュナさんはお兄にいさんのことで特にいろいろあったわけだし。……で、議会も外交局もみんなで危ないから止やめてくれって言ってたのを、ルジュナさんがあたし達が来たのを口実に『こんな凄すご腕うでが護衛に付くんだから大丈夫だ！』って強ごう引いんに」

「けっこう行動派だったのねー、あの人」月夜が感心した様よう子すでうなずき「ま、状況は大体分かったわ。……あとはロンドン組だけど」

「僕たち？」錬はソファーに座ったまま自分を指さし「こっちの使節は議員さんが十何人かで、公営放送の人も一いつ緒しよに動いてる。ファンメイとエドは正式な護衛で、僕とフィアは名めい簿ぼの上では二人ふたりの調ちよう整せいのためについてきた研究員って形。もちろんちゃんとした研究員としてリチャードさんの部下の人達も来てて、僕らの留る守すはその人達が誤ご魔ま化かしてくれてるはず。って言っても、護衛役には他にも軍の魔法士の人達が付いてきてるし、結構な大所帯だからしばらく見かけないぐらいなら誰だれも気にしないと思うけど」

「大所帯、ねえ……」と、何やら難むずかしい顔で腕組みする月夜。「ってことは、今のところ、いちばん本気なのはロンドンってことか」

「本気って？」と錬。

「賢人会議との外交に本気、ってことよ」月夜は難しい顔のまま少年の向かい、クレアの隣となりのソファーにどかっと腰を下ろし「今回のシンガポールと賢人会議の同盟が成立したら、他のシティはいよいよ『国家としての賢人会議』の存在を無視できなくなる。国として敵対するのか、それともシンガポールに続く同盟国として名乗りを上げるのか、選せん択たくしなきゃいけなくなる」

　言葉を切り、頭の後ろで両腕を組んで大きく伸びをし、

「マサチューセッツとベルリンからは報道関係者が何人か来てるだけで正式な政府の使節の派は遣けんは無いみたいだし、モスクワうちもニューデリーもそういうノリじゃないはずだし、ってなったら、同盟締てい結けつって方向で一番本気で動いてるのはロンドンになるのかな、って」

「みたいだね、リチャードさんが言ってた」うなずく錬れん。「世せ界かい樹じゆのおかげでシティとしての機き能のうが安定してる今のうちに賢けん人じん会かい議ぎと同盟しよう、っていうのが議会の考えなんだって」

　やっぱりか、と息を吐つく月つき夜よ。

　と、テーブルの向かい、錬の後ろからヘイズが「なあ」と首を突き出し、

「そーいや、あんた個人としてはどーいう方針なんだ？　双子ふたごの弟ぶん殴って連れて帰る予定、ってのはかなり前に錬から聞いたけど、今でもその方向なわけか？」

「基本的にはねー」月夜は長い黒髪をわしわしとかき「けど、話がここまで大きくなると、それだけってわけにもいかないでしょ。『ある日突然真ま昼ひるがいなくなりました』じゃそれこそ賢人会議がどこに転がって行っちゃうか見当もつかないから、連れて帰るにしてもいろいろと決着は付けさせないといけないし」

「そのためにも、いっぺん一対一サシで話して腹ん中訊きいとかねーといけねぇ」ヘイズは一つ指を鳴らし「ってことは、結局どいつもこいつも狙ねらいはあの兄にいちゃん、ってことで方針は同じってわけか」

　青年の言葉にうなずく一同。

「そうなると、今の状況ってちょっと面めん倒どうよね」クレアは、んー、と額ひたいに指を当て「天あま樹ぎ真昼が入院してる病院は厳げん重じゆう警けい備びだし、肝かん心じんの相手が大ケガで動けないんじゃどこかに呼び出すってわけにもいかない。天樹真昼が回復するまで待つ、って言いたいところだけど、状況が状況だから賢人会議全員……ってことは無くても少なくともディーやセラみたいな幹部連中は明日あしたの調ちよう印いん式しきが終わったら天樹真昼を連れて自分達の本拠地に帰っちゃうんじゃない？」

「あ……」

　そっか、と呟つぶやく錬に、他ほかの面々も難むずかしい顔でうなずく。

　と、黙だまって聞いていたファンメイが「んと」と手を上げ、

「思ったんだけど、今からこっそり病院に潜もぐり込んじゃう、っていうのは？　ここにいるみんななら割と簡かん単たん……」

「やめといた方が良いわね」とっさに即答するクレア「そーいう話になるんじゃないかと思って軍の警備状況も視みといたけど、病院に通じるルートどこもかしこも厳戒態勢よ。こっそりなんてどう考えても無理だわ」

　言葉を切り、眼帯越しに一同を見回して、

「もちろん兵隊さんたちなぎ倒しながら強ごう引いんに行って帰ってくる、っていうんなら話は別よ。だけど……ほら、あたし達ってシティの使節団のメンバーってことで、色んな人に助けてもらってシンガポールここに入ってるわけじゃない。下へ手たなことしてその人達に迷めい惑わくがかかるのって、やっぱりマズいわよね？」

「ま、そりゃそーだわな」

　腕組みの格かつ好こうで、面おも白しろく無さそうにうなずくヘイズ。

　が、青年は、ん？　と唐とう突とつに首を傾かしげ、

「いや待て、なんで病院周りが厳げん戒かい態勢なんだ？　朝の襲しゆう撃げき事件とは話が違う。反対派の連中にしてみりゃ、こっからまた賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう襲おそう意味なんかほとんどねーだろ」

　え？　と驚おどろいた様よう子すで顔を見合わせる子供達四人の横で、クレアは「そーね」と月つき夜よとうなずき合う。ヘイズが言うとおり、朝の襲撃によって「賢人会議の参謀が害されても組そ織しき運営には問題がない」と証明されてしまった今となっては、これ以上の襲撃には意味が無い。

　そもそも敵である同盟反対派の目的は『賢人会議の力を削そぐこと』ではなく『賢人会議とシンガポールの関係を絶たつこと』であり、組織の中で唯ゆい一いつの通常人である真ま昼ひるを害することは前者の役には立っても後者の目的にはそれほど寄与しない。

　賢人会議が対外的には『魔ま法ほう士しの組織』である以上、唯一の通常人である真昼に攻撃を絞しぼることはかえって「賢人会議の魔法士を害することは不可能なのだ」という印象を民衆に与える結果に繋つながりかねない。

「そもそも、医者の話だと『天あま樹ぎ真昼の傷は急所をわざと外して撃うたれた可能性が高い』ってことなんだろ？　だったら、今から天樹真昼がもう一回襲われる可能性は低い、ってことで警けい備びが手て薄うすになっても良さそうなもんじゃねーのか？」

「もちろん。だから病院の周りだけの話なら、警備はそこそこ手薄よ」クレアはソファーの背もたれから少しだけ身を起こし「けど、困ったことに天樹真昼が収容されてる病院が建たってるのって、その迎げい賓ひん館かんのすぐ隣となりの区画なの。他ほかの区画から侵入するための経路は病院に行くのも迎賓館に行くのもほとんど同じで、もちろんどのルートもシンガポール自治軍の警戒エリアのど真まん中なか。今突っ込むっていうのは完かん璧ぺきに自殺行為ね」

「そーかー……」

　呟つぶやいたヘイズが、視し線せんをこっちと月夜の間に行ったり来たりさせる。月夜も同じようにちらちらと目を泳がせ、クレアも眼帯越しの視線で二人ふたりを見返す。

　ここまで限定された状況だ。強行突破が不可能である以上、取れる手段がほとんど決まったような物であることは年長組の三人とも理解している。

　問題は、それを誰だれが最初に切りだすかで──

「そーだ！」ソファーで黙だまって聞いていたファンメイがいきなり両手を叩たたき「だったら、明日あしたの調ちよう印いん式しきの真っ最中に病院に潜もぐり込んじゃうってのは？　ほら、わたしとかは式典会場でちゃんと決まった席に座ってないとダメだけど、錬れんとフィアちゃんは技術スタッフの名めい簿ぼに偽ぎ名めいが載のってるだけでシンガポールの人達に正しよう体たい知られてないわけだから居いなくてもどーにか誤ご魔ま化かせそうだし、式典の間にぱぱっと行ってぱぱっと帰ってくれば」

　なに、と動きを止める年長者達の前で、そっかと目を輝かがやかせる錬とフィアに、少しだけ視線を動かすエド。

「そうだね。真ま昼ひる兄にいが調ちよう印いん式しきに出ないで病院に残る、っていうのはもう分かってるんだし」

「技術スタッフは基本的に控え室で待たい機きすることになってますから、軍の人達もそこまでは気にしないですよね」

「そーいうこと！」ファンメイは得意満面で胸を張り「自治軍の人達の警けい備びは式典会場に集中するだろうし、賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しはみんなで式典会場に行っちゃうんだからそっちの邪魔が入る心配も……」

　声がどんどん小さくなっていき、自然に止まる。

　揃そろって神妙な顔で黙だまり込むヘイズと月つき夜よ、それにクレア。

　ファンメイはそんなを年長者達を不安そうに見回し、

「えっと……ダメ？」

「いや、ダメっつーかよ……」

「まあ、結局それしかないんだけどね……」

　ヘイズと月夜が順に答え、揃ってため息を吐つく。

　何だか分かっていない様よう子すで「え？　え？」と左右を見回すファンメイに、クレアは思わず額ひたいに指を当て、

「いちおう言っとくけど、今日きようと明日あしたってかなり状況が違うわよ。たとえばあんたとかそっちのエドくんあたりが今夜忍び込もうとして失敗した、ってことになっても状況次第で『道に迷った』とかなんとか誤ご魔ま化かせる可能性はあるけど、明日やるってことはそういうの一切通用しない、即アウトってことよ？」

　現状のシンガポールは確たしかに厳げん戒かい態勢にあるが、それはあくまでもシンガポール自治政府と賢人会議の都つ合ごう。各国の招待客や護ご衛えいには外出禁止のような要よう請せいは公式には来ていないし、建前とはいえ行動の自由も保障されている。

　だが、明日はそうはいかない。

　ロンドンの技術スタッフが式典の最中に賢人会議の参さん謀ぼうが収容されている病院に潜せん入にゆうする、しかもその正しよう体たいは魔法士で名めい簿ぼに書かれているのも偽ぎ名めい、となればこれはもう完全に真まっ黒くろ。万が一発覚した場合には、誤魔化す余地は一切無い。

「けどまあ、やるしかないでしょ」

　ため息混じりに頭をかき、ソファーから立ち上がる月夜。

　ようやく話が飲み込めた様子で硬直しているファンメイの頭をぽんぽんと撫なで、

「とりあえず侵入経路とかタイムテーブルとかいろいろ練ねりましょ。本気で真ま昼ひると会うんなら何を訊きくかとかいっそ拉ら致ちってみるかとか、決めとかないといけないしね」
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　等間隔に四つ並んだティーカップから、ほわりと湯ゆ気げが立ち上った。

　外出用の簡かん素そな白しろ装しよう束ぞくをふわりと揺ゆらし、ルジュナは円形のテーブルを囲む面々に視し線せんを巡らせた。

「さすがに、これだけの顔ぶれが一堂に会すると壮そう観かんですね」

　ゆったりと向けた視線が右手の席、修道服姿の女性をとらえる。

　たおやかな笑えみを浮かべる女性にルジュナはそっと頭を下げ、

「お初にお目にかかります。『計画者プランナー』ケイト・トルスタヤ小将」

「古い名です。どうぞシスター・ケイトとお呼びください、ルジュナ・ジュレ主席執しつ政せい官かん」

「これは失礼を」ルジュナは笑え顔がおのまま会え釈しやくし「本当ならここで兄の思い出話にでもお付き合い頂きたいところですが……それはまたいずれ、食事などしながらゆっくりと」

「はい、ぜひ」ケイトは柔らかな所しよ作さでうなずき「大戦から十余年を経へて、『将棋指しチエスブレイヤー』殿どのの妹君とこうして同じテーブルを囲む機き会かいを得る……神のお導みちびきでしょうか」

　まあ、とルジュナは小さく笑う。

　その視線をケイトの隣となり、向かいの席に座る白衣の男に移し、

「そして、リチャード・ペンウッド博士。かねてより、ご高名はニューデリーでも聞き及んでおります」

　鋭するどい双そう眸ぼうを眼鏡めがねで隠かくした男は、は？　とその目を丸くし、

「これはまた……随ずい分ぶんと光栄なお言葉ですが」

「そう緊きん張ちようなさらずに」ルジュナは口元に手を当て「エリザベート・ザインの唯ゆい一いつの弟子にして、シティ・ロンドンで最高の頭脳。博士の名前は今や、ご自分が思っていらっしゃるよりずっと大きなものですのよ」

　恐きよう縮しゆくですな、と頭をかくリチャード。

　白衣の胸ポケットに手を差し入れ、タバコの箱はこを取り出して、

「失礼ですが、一本吸わせていただいても？」

「どうぞ、と言いたいところなのですが、シンガポールの方からこの建物は全ぜん館かん禁煙と」

「それは残念ですなあ」

　大して残念でもなさそうに呟つぶやいて、リチャードがタバコの箱をしまう。一国の国家元首を前にしてこの態度。なるほど、ヘイズから話は聞いていたがなかなかに図ず太ぶとい。

　さらにその隣、向かって左手の席には、黒いロングコートを羽は織おった黒衣の騎き士し。

　ルジュナは、無言でこっちを見つめる祐ゆう一いちと視線でうなずき合う。

「北ほつ極きよくでのみなさんのご活かつ躍やくは、こちらの黒くろ沢さわ少佐と、それにヘイズからも聞いています。……それぞれの立場、様さま々ざまな事情で賢けん人じん会かい議ぎと関かかわりを持ち、今この世界を動かそうとしている大きな流れを見み極きわめんとする人間がこうして一つ所に集つどった。ケイトさんの言葉ではありませんが、天てん啓けいめいたものを感じずにはいられません」

　天てん啓けいですか、と呟つぶやくケイト。

　と、隣となりのリチャードが思案顔でテーブルの上に両手を組み、

「というより、ある種の必然でしょうな、これは」

「必然？」

「世界は狭せまい、ということです」白衣の男はうなずき「ルジュナ閣かつ下かも認にん識しきされていることと思いますが、この世界は空を覆おおう雲とシティの寿命の他ほかに、もう一つ大きな問題を抱えています。これほどの難なん局きよく、本来なら人類の持てる全すべての力を結集して対処しなければならないというのに、現実には六つのシティは各おの々おのの利害のために争い、残り少ない資源を浪費している。……自国の存続すら危ういシティの現状を考えれば無理からぬことではありますが、現状で、シティという枠組みを超えて世界の問題に対処しようと考える人間はごくわずかです」

　言葉を切り、白衣の男はテーブルの面々に視し線せんを巡らせ、

「そのごくわずかな者の間に縁えんが生まれ、こうして一堂に会する機き会かいを得る。……やはり、必然と言うべきでしょう」

「なるほど。そういう考え方もありますか」

　感心した様よう子すでケイトがうなずく。

　ティーカップに合成ミルクを数滴垂たらし、スプーンでゆっくりとかき回して、

「そうすると、この席にはぜひとも彼かの青年をお招きしなければなりませんね。世界の流れを偶然と見るか必然と見るか、意見を訊きいてみたいものです」

　確たしかに、とルジュナはうなずく。

　目の前のカップを取り上げ、静かに一口傾けて、

「接触の準備はヘイズ達に任せてあるということですが」

「問題ないだろう」左手の席から、祐ゆう一いちの答え「どのみちこの状況で真ま昼ひると接触するならタイミングは明日あしたの式典の最中しかないし、である以上、実行役も錬れん以外には有り得ない。誰だれが考えたところで結けつ論ろんは同じだ。……それに、ここには月つき夜よも来ている。こと潜せん入にゆう工作に関しては真昼以上の天才だからな。俺おれたちが作戦計画を立てるより適任かもしれん」

「それに、今回の接触はそう難むずかしいことにはならんでしょう」と向かい席から後を続けるリチャード「こちらの想定通りなら、おそらく天あま樹ぎ真昼の方からも何らかのサポートがあるはずです。……いかに世界情勢を意のままに動かしているとは言え、あの青年は賢けん人じん会かい議ぎという組そ織しきの中である意味で孤立無援の状態。そろそろ、シンガポール以外のシティにも話の通じる協力者が欲しくなる頃ころ合あいでしょうからな」

「協力者……」呟つぶやいて、ルジュナは小さく笑い「なるほど、博士はどうやら賢人会議の、というよりあの青年の動きに関して、私と近い見解を持っておいでのようですね」

　ティーカップを皿に置き、右手の席のケイトに視線を投げる。

　修道服姿の女は「まあ」と柔らかな笑えみを浮かべ、

「皆さん聡そう明めいな方ばかり。本当に、話が早くて助かります」

「それでは、ケイトさんも？」

　ルジュナの問いにケイトは「ええ」とうなずき、

「世界から魔ま法ほう士しを集めてシティに敵対する組そ織しきを作ると見せかけ、その実は各国の戦力を調ちよう整せいして六つのシティと賢けん人じん会かい議ぎという七つの組織の間にパワーバランスを形成する。シンガポールとの同盟という名目で賢人会議の内部に『シティとの外交交渉が可能な体制』を整ととのえ、他シティに対しては賢人会議という『シティと対等な力を持った魔法士のための組織』を意い識しきせざるを得ない状況を作り上げる。──この半年間、天あま樹ぎ真ま昼ひるという青年はある明めい確かくな方向性を持って世界を動かしています。であれば、その意図は自おのずと明らか。今回のシンガポールを手始めに各シティと同盟を結び、賢人会議が向かう先は……」

「平和的な組織への転向、ということになるのでしょうなあ」

　独ひとり言ごとのように、後を続けるリチャード。

　白衣の男はテーブルの上で両手を組み、その指先をじっと見つめて、

「賢人会議が戦力を増し、全すべてのシティが同盟関係を望むようになれば、『敵対シティに対する軍事力を提供する』という賢人会議の存在意義は成立し得なくなる。その段階で組織その物を平和的な体制に変革し、もって人類と魔法士の間に強制的な協力関係を構こう築ちくする。……いささか強ごう引いんな手段ではありますが」

「だが、有効な手段だ」と、左手から祐ゆう一いち「他国を仮想敵と見なして自みずからの優ゆう位いを確立しようとする六つのシティ、自らの権利を守るためにそのシティを敵として戦わざるを得ない魔法士──これらはつまるところ、『人類の内ない紛ふん』という同種の問題だ。人間と魔法士が生物として同種か否いなか、という問題はあるだろうが、いずれにせよ両者がこの地球上で生き残っていくためにはその持てる力の全てを結集して『雲』という共通の敵に当たらねばならない。……が、現実には俺おれたちは人間と魔法士、あるいは人間同士で争い、互いの力を徒いたずらに浪費している。その争いが平和的な手段によって解消され、真の協力体制が自然に築きずかれるの待つには、残念ながら時間が足りない」

「だから世界に対して『賢人会議』という劇げき薬やくを投入し、強制的な化学反応を促うながす」

　黒衣の騎き士しの視し線せんを受けて、ルジュナは言葉を引ひき継つぐ。

　ニューデリーの事件の後に交かわした最後の通信、そこで見た青年の笑え顔がおを思い出し、

「本当に、途と方ほうもないことを考えるものです」

「そして、同時に危険な考えでもあります」

　と、あくまでも穏おだやかなケイトの声。

『プランナー』の称号を持つ女はようやくかき混ぜ終わった自分のティーカップを柔らかな所しよ作さで取り上げ、

「賢人会議の動きは世界の各地で人間と魔法士の間に軋あつ轢れきを生み、争いの火種となっています。シティに潜せん在ざい的てきに存在していた問題をあぶり出しただけ、と言ってしまえばそれまでなのでしょうが、自治政府の方々が問題を隠かくしていたのは世界の人々がその問題に正面から対たい峙じすることができる状態に無いからです。市し井せいに生きる人々はそれほど賢けん明めいであることも強くあることも出来ない。……月つき夜よさんは、そのことでずいぶんと怒っていらっしゃいましたよ」

「それは……」ルジュナはニューデリーの事件で出会った真ま昼ひるの双子ふたごの姉の顔を思い浮かべ「彼女は、賢けん人じん会かい議ぎの意図を？」

「ほぼ正せい確かくに。さすがは姉弟と言うところなのでしょうね」ケイトはうなずき、ああ、と小さく笑って「もちろん、そのことはご自分の胸一つに。隣となりの部へ屋やのみなさんにも、知らせてはいないはずです」

　そうですか、とルジュナはうなずく。真昼の意図がこちらの想定通りだとするなら、現状、あの青年は賢人会議にとっては裏切り者と言うべき存在。組そ織しきの魔ま法ほう士し達に真意を知られることは、青年の身を危険にさらすことに他ほかならない。

　この部屋の面々や月夜と言った年長者は自分が知った真実を一切知らぬ物として振ふる舞まうことが可能だが、未み熟じゆくな子供達はそうはいかない。何かの拍子に賢人会議と接触した時にあの子達が真実を知っていれば、言動が不自然になるのは避さけようが無い。

　この話し合いを完全防音の部屋で、他の面々を交まじえずに行っているのはそういう意図。

　今はまだ『賢人会議の本当の目的』は秘ひ匿とくされなければならない──そのことは、ここに集まった四人全員が暗あん黙もくのうちに理解している。

「ケイトさんのおっしゃる通り、シティでは賢人会議の動きを巡って議ぎ論ろんが加か熱ねつし、通常人と魔法士の間に悪感情が広がっています。ご存じの通り我わがニューデリーでは魔法士擁よう護ご政策を敷しいていますが、それでも先日、とうとう一部の市民が軍属の魔法士の住家に対して投石を行い逮たい捕ほされる事件が発生しました。ここシンガポールでは状況はより深刻なようですが、ロンドンとモスクワではいかがでしょう」

「連日デモ行進、と言ったところですか」と、少し沈んだ顔のリチャード「軍と市民の衝しよう突とつや逮捕者などは日常茶さ飯はん事じで、いつ死人が出てもおかしく無い状態ですな、残念ながら」

「こちらも喜ばしくない状況です」ケイトもかすかに視し線せんを伏せ「魔法士に対する悪感情は市民の方々、それも小さな子供達にまで浸しん透とうしています。個人として魔法士に友ゆう誼ぎを感じてくれる方は多くいらっしゃいますが、それが全体の流れを押しとどめるところまでは……」

「おそらく、ベルリンとマサチューセッツでも状況は近い物でしょう」ルジュナは息を吐つき「ですが、そのことで天あま樹ぎ真昼を責めるのは酷こく、と言うより私のような政治家ならば責任逃れと誹そしられるべき物です。本当ならシティの為い政せい者しやが為なさねばならないことを、あの青年は肩代わりしてくれているのですから」

　同意するようにうなずく、リチャードとケイト。

　ルジュナはそれを確かく認にんし、祐ゆう一いちに目め配くばせして、

「そこで、今日きようの話の本題ですが……皆さんには、ここで私の協力者になって頂きたいと考えています」

　祐ゆう一いちの操そう作さで二人ふたりの前に出現する立体映像ディスプレイ。

　修道服の女と白衣の男はそれを見つめ、すぐに声を上げる。

「これは……『世界再生機き構こう』、でしょうか」

「そのようですな。しかし一体……」

　半透明の画面に映しだされるのは、闇やみを背景に演説する黒衣の騎き士しの姿。

　かつての北ほつ極きよく事件の折にここにいる祐一とリチャード、ケイト、それに多くの仲間が世界に対して仕掛けた大おお芝しば居い。

『人類全体のために大気制せい御ぎよ衛えい星せいを管理する謎なぞの組そ織しき』を名乗る男の映像を見つめてルジュナは小さく笑い、

「祐一さんには引き続きこの『世界再生機構』の代表を務つとめるということで、すでに了承をいただいています。せっかく世界に向けて存在を宣伝した組織なのですから、そのまま有効利用してしまおうということです」

「いや、廃品の再利用は確たしかに重要ですが」と、さすがに動どう揺ようした様よう子すのリチャード「ルジュナ閣かつ下かもご存じの通り、世界再生機構は北極のあの状況を乗り切るためにでっち上げた形だけの組織です。その組織に中身を与えて、どうしようと？」

「何も難むずかしいことではありません」ルジュナはティーカップに残った紅こう茶ちやを飲のみ干ほし「天あま樹ぎ真ま昼ひるが賢けん人じん会かい議ぎの中にあって賢人会議を欺あざむいているように、私たちもシティの中にあってシティを欺き、あの青年が目指している『全すべてのシティと賢人会議を含めた地球全体規模の協力体制』の構こう築ちくを推し進めようというだけの話です」

　祐一の操作で新たな立体映像ディスプレイが出現し、無数のデータがテーブルの上を埋め尽くす。ルジュナはそれを視し線せんで示し、

「確かに多くの問題を生み出してはいますが、世界の現状を鑑かんがみれば天樹真昼の選択はベストとは到底言えずとも他ほかに選せん択たくの余地の無いものです。それに、ここで彼の計画を妨害したところですでに動き出してしまった流れを今さら止めるのは困こん難なんですし、話を振り出しに戻してしまうことは人類に残された時間の浪費でもある。ですから、ここは一つあの青年の計画をシティの側から加速させる、というより体ていよく利用させて頂こうというのがこちらの考え。黒くろ沢さわ少佐にはそのための、『シティと全く無関係』という建前で世界に介入するための隠かくれ蓑みのになって頂きます」

「なるほど」と、ディスプレイの一枚を手元に引き寄せ、ケイト「シティで発生している人類と魔ま法ほう士しの軋あつ轢れきを政治的な手段によって解消することは不可能に近いもの。それなら私たちの手でタイムテーブルを加速させ、決定的な破局が起こる前に彼の計画を完成させてしまおうということですね」

「いささか強ごう引いんな手段ではありますが、強引なのはあちらも同じですから」ルジュナはうなずき「最初は……そうですね、北ほつ極きよく衛えい星せいの転送装置のパスコードを管理しているご老人達。彼らを世界再生機き構こうが強ごう奪だつし、賢けん人じん会かい議ぎに対して接触を図る、というシナリオはどうでしょう。名目は『衛星を管理下に置きながら何の動きも見せないシティ・ロンドンに業ごうを煮にやした』とでもしておいて。もちろんリチャード博士には骨を折って頂きますし、ご老人達にも一ひと芝しば居い打って頂くことになるかと思いますが」

「世界再生機構の存在を人々に認にん識しきさせ、賢人会議との交渉のテーブルという形をまず整ととのえるわけですな」リチャードはうなずき「それで、シティの方は」

「各シティ内から信頼の置ける人物をピックアップし、密ひそかに協力を要よう請せいします。人類全体の行く末を憂ゆう慮りよしつつも『シティの為い政せい者しや』という立場があるために思い切った行動に出られず、歯がゆい思いをしておられる方はいずれのシティにも少なからずいるはず。そういう方々を抱きこんでシティの枠組みを超えたネットワークを形成し、最終的には現在賢人会議との同盟に対して消極的な態度を取っている我わがニューデリーとマサチューセッツ、ベルリンあたりを世界再生機構の協力国と出来ればと考えています」

「その協力体制をもって賢人会議と交渉を行い、『衛星を研究し雲を除去するため』という名目で世界再生機構と同盟を締てい結けつする」と、後を続ける祐ゆう一いち「賢人会議が全すべてのシティを同盟国とするのを待つのに比べれば時間は半分以下に抑おさえられるし、賢人会議が現時点で同盟の意志を示していないシティを軍事力で恫どう喝かつして強制的に外交条約を結ぶのに比べれば事態は遥はるかに穏おん便びんに済む」

「と同時に、私たちの行動は無事に協力体制が確かく立りつされた後の地ならしという意味も含んでいる、ということですね」感心した様よう子すで息を吐つくケイト「賢人会議が平和的な組そ織しきへの転向を果たせば、軍事力に屈して同盟を締結したシティが近視眼的な行動に走らないとも限らない。その時に、私たちが構こう築ちくした全シティ間のネットワークが役立つことになる、と」

　そこで言葉を切り、かつて『プランナー』と呼ばれた女はルジュナを見つめて、

「けれど、よろしいのですか？　最終的には人々のためになることとはいえ、ルジュナさんはご自分のシティと国民の方々を裏切ってしまうことになるのでは……」

「ありがとうございます。ですが、ご心配には及びません」答えて、ルジュナは視し線せんを伏せ「指し導どう者しやの役目とは国民の欲するところを為なすことでは無く、国民のために為すべきことを為すことと心得ています」

「なるほど」ケイトは口元をほころばせてうなずき「失言でした。どうぞお忘れください」

「いやはや、何とも面おも白しろくなってきましたな」と、向かいの席のリチャードが一つ手を叩たたき「よもやこういう役回りが用意されていようとは！　わざわざシンガポールまで出向いてきた甲か斐いがあったというものです」

「喜んでいただけて何よりです」ルジュナはテーブルの上で両手を組み、一つ深呼吸して「では──お二ふた方かたとも協力いただけるということで？」

「及ばずながら」

「一いつ線せんを退いて久しい身ですが、微力を尽くさせていただきます」

　それぞれの言葉で賛さん同どうの意図を口にするリチャードとケイト。

　ルジュナは内心で安あん堵どの息を吐つき、ふと口元に手を当てて、

「それで……ケイトさん、申もうし訳わけないのですが」

「はい？」

「その、月つき夜よさんのことは……」

　ああ、と修道服の女は笑い、

「私が説得しておきます。こういう方針になったので、真ま昼ひるさんを連れ戻すのは少し待ってもらいたいと」穏おだやかな視し線せんを隣りん室しつに通じる防音扉に向け「ご心配なく。口ではあれこれと言っていますけど、月夜さんにも今さら真昼さん一人ひとりを止めたところでどうなるものでも無いということは分かっていると思います。……ただ、それでも実のご家族ですから」

「そうですね」

　その言葉に、ルジュナは一人の男の顔を思い出す。

　いつも笑え顔がおを絶たやすことなく、自分に政治家としての生いき様ざまを説いてくれた、あの……

「月夜さんにはいずれ、お酒でも交まじえて愚ぐ痴ちに付き合って頂きたいものです」一つ息を吐き、数枚のディスプレイを各人の目の前に押しやって「では早急に、もう少し具体的な話を詰めてしまいましょう。皆さん忙しい身であることですし」
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　立体映像のニュース番組が、二十階層の大通りの様よう子すを映し出した。

　カップのコーヒーを一息に飲のみ干ほし、ロンドン自治軍特務部中佐、ソフィー・ガーランドは息を吐いた。

　報道用のフライヤーから降り立った公営放送のキャスターが、静かな語り口で解説を始める。今回の同盟に反対する市民団体のデモ隊が賢けん人じん会かい議ぎのパレードに突入し、小規模の暴ぼう動どうに発展したこと。その関係で、バイパス道の検問所に対してハッキングを仕掛けた学生が先ほど逮たい捕ほされたこと。賢人会議側はデモ隊に対して防ぼう衛えいに徹てつし、終始紳士的な態度であったこと──

　手元の操そう作さパネルを指先でつついてディスプレイを消去し、椅い子すの背もたれに勢いよく体を預ける。

　白しろ塗ぬりの天てん井じようを見上げて考えることしばし、木もく目め調ちようのテーブルを挟んだ向かいに視線を向け、

「どう思う？」

「何が？」

　目の前の席に座る白衣の女学生が、携けい帯たい端末に視し線せんを落としたまま答える。シティ・ロンドンでは今や知らぬ者のいない研究機き関かん『ペンウッド教室』の一員であり、ソフィーにとっては数少ない個人的な友人の一人ひとり。今回の調ちよう印いん式しきにはリ・ファンメイやエドワード・ザインといったペンウッド教室所属の魔ま法ほう士しはもちろん、ソフィーを含めた他ほかの護ご衛えい役やくの魔法士全員の調ちよう整せいを担当するサポートチームのメンバーとして同行している。

　名前はメリル。メリル・ホワイトロック。

　知り合ってからそろそろ二年。実じつ験けん室しつの培ばい養よう槽そうで生まれて最初の訓練課か程ていに入った頃ころに出会って以来の仲だから、自分のこれまでの人生全体に対する比率で考えればずいぶんと長い付き合いだ。

「いや、だから」ソフィーは小さな端末から顔を上げようとしない友人を前にしばし言葉に悩み「さっきのニュースだ。市民の暴ぼう動どうはすぐに鎮ちん圧あつされた、ということになっていたが、それにしてはシンガポール自治政府の動きがおかしいのではないか？」

　シティ・シンガポール二十階層南東地区、ロンドン自治政府仮設大たい使し館かん。今回の式典のためにシンガポール自治政府から供与された建物のロビーで、ソフィーはメリルと向かい合っている。脳内時ど計けいが示す時刻は午後六時。窓そう外がいに広がる街は夜間照明の薄うす闇やみに沈み、行いき交かう軍用フライヤーのライトが立ち並ぶ白い高層建けん築ちくを照らしている。

「おかしいって、どの辺が？」

「たとえば、このフライヤーだ！」ソフィーは椅い子すから腰を浮かして窓の外を指さし「昼からずっと街を飛び回って、数も尋じん常じようではない。街路に立つ警けい備び兵へいも私たちが朝到着した時より明らかに増えているし、やはり何かあったのではないか？」

「ソフィーは考えすぎ」メリルは膝ひざの上の携帯端末を見下ろしたまま「いくら簡かん単たんに鎮圧できたからって、他のシティの要人を招いた式典の前日に暴動が起こったのは大おお事ごと。このぐらい警備を強化するのは当然」

「そうなのか？」

「そうなの」

　そういう物かとソフィーは納なつ得とくする。外見で言えば自分の方が少し年上だが、実際に生きた時間で言えばメリルの方が遥はるかに長い。彼女がそうだと言うのなら、きっとそうなのだろう。

　椅子から身を起こして一つうなずき、ふとロビーを見回して、

「そういえば、リチャード博士は？　リ・ファンメイとエドワード・ザインも姿が見えないようだが」

「明日あしたに備そなえて最終調整。二人ふたりともこういう護衛任務は初めてだから、念入りに」

「なるほど」

　用意周到だな、と感心するソフィー。

　と、メリルは唐とう突とつに携帯端末を操そう作さする手を止め、

「ところで」いきなり顔を上げ、こっちを見つめて「この前、あのお爺じいさんたちのところに挨あい拶さつに行ったって聞いたけど」

「む？」

　何の話かわからない。

　ソフィーはしばし考え、「ああ」と手を叩たたいて、

「そうだ。本当は手て土産みやげに花を用意したかったのだが都つ合ごうがつかなくてな。次善の策として、食料局にスコーンを用意してもらった」

　メリルが言っているのは、半年前の北ほつ極きよく事件でロンドンに保ほ護ごされた老人達のことだ。大気制せい御ぎよ衛えい星せいに通じる転送装置が眠る地下施設で暮らしていたために『世界再生機き構こう』を名乗る組そ織しきに町を乗っ取られ、テロ行為の片棒を担がされていた、ある意味で先の事件の最大の被害者。転送装置の起動キーを知っているということで軍事区画の一角に居住区を与えられ、慎つつましやかに生活している彼らの元をソフィーが訪ねたのは、ほんの一週間ほど前のことだ。

「本当はもっと早く出向くつもりだったのだが、ここ半年は訓練と緊きん急きゆう出動で忙しくてな。先週、やっと少し時間を取ることができた」

「ソフィーが忙しいのは知ってる」メリルはまだほんのり湯ゆ気げを立てている自分のコーヒーに合成砂さ糖とうを加えてスプーンでかき回し「それで、どうだったの？」

「何というか……大変な騒さわぎになってしまった。私としてはあちらの長老と私が斬きり倒した人と話ができればそれで良かったのだが、結局、居住区の住人三百人ほぼ全員が集まって……」

　北極の事件でソフィーは、地下施設に立てこもっていた老人の一人ひとりに重傷を負わせてしまった。もちろんその時は老人達はテロリストを演じていたし、リ・ファンメイとエドワード・ザインが人ひと質じちに取られているという事情もあったからソフィーに選せん択たくの余地は無かった。が、それはあの地下施設の住人も同じこと。訊きけば、ソフィーが与えた傷は致命傷に近いもので、ファンメイの手当が無ければ到底助かるものでは無かったと言うし、せっかく今は同じシティで暮らしているというのに何もしないで黙だまっているというのは居い心地ごこちが悪い。

　ともかく怪け我がをさせたのは確たしかなのだから、手土産の一つも持って謝しや罪ざいに赴おもむくのが当然──ソフィーとしては、少ない人生経けい験けんからそう結けつ論ろんしたに過ぎない。

　が、なぜかその当然の判断が、当の老人達をひどく慌あわてさせることになった。

「前もって連絡せずに、いきなり行ったんでしょ？」

「降って湧わいたような休みだったんだ！　それに、事前に連絡と言ってもどこに話を通せば良いのかもわからなかったし……」ソフィーはテーブルの向こうの女学生から少し視し線せんを逸そらし「だが、上う手まくいったぞ。初めは確かに『北極事件のことを蒸むし返しに来たのか』と警けい戒かいされたが、最終的には謝罪も受け入れてもらえたし手土産も受け取ってもらえたし、またいつでも来いと言ってもらえたし……そうだ！　それで今度、あちらのご婦人の一人に編あみ物ものを教わる約束をしたのだった！　良かったらメリルも一いつ緒しよに……」

　ロビーに降りる、冷たい沈ちん黙もく。

　ソフィーは友人の顔色を何度も横目にうかがい、とうとう耐えきれなくなって、

「……マズかっただろうか」

「かなり」眉まゆ一つ動かさずに即答するメリル「今回はたまたま上う手まくいったけど、今は難むずかしい時期。お爺じいさんたちに許してもらえなかったらロンドンの中で人間と魔ま法ほう士しの関係に悪い影えい響きようが出たかもしれないし、逆に、今回お爺さんたちがソフィーと仲良くなったことで、魔法士を嫌ってる人たちがお爺さんたちのことを悪く言うようになるかもしれない。だから、ソフィーはちょっと軽率」

「むむ？」思わず首を傾かしげ「許してもらえなかったかもしれない、というのは同意だが、その『難しい時期』というのは？」

「ニュース見てない？」

　ちょっと呆あきれ顔がおのメリル。

「み、見ているとも！　たまに」

「市民団体のデモは？」

「ああ」そのことか、とソフィーはうなずき「賢けん人じん会かい議ぎとの関係改善に向けた政府の動きに市民が反発して、連日のようにデモが行われている件だな？　もちろん知っている。先日も、鎮ちん圧あつに駆かり出されたばかりだ」

　それが何か？　とテーブル越しに視し線せんで問う。

「だから」メリルはますます呆れた顔をし「今はシティのマザーシステムをどうするか、賢人会議をどうするかってことで人間全体と魔法士全体がちょっとギスギスしてる時期。自分自身のためにも、ソフィーはもう少しよく考えて行動するべき」

　なんだか、メリルの言うことは難しい。

　ソフィーは首を傾げてしばし考え、

「だが、私とメリルは友人ではないか」

「え？」完かん璧ぺきに虚きよを突かれた様よう子すで目を瞬しばたたかせるメリル「そうだけど、それ、今関係が……」

「ソフィーは、自分の暮らしを守るためなら私が実じつ験けん室しつで殺されても良いと思うか？」

「もちろん思わないけど、それが」

「なら良い」

　友人の言葉に、笑え顔がおでうなずく。

　柔らかな椅い子すにゆったりと背中をあずけ、

「人間全体、魔法士全体と言われても、私には難しいことは分からない。だが、少なくとも『魔法士の権利より人間の権利の方が大事だ』という市民団体の人々が私の友人ではないのは確たしかだ。だから、彼らの主張が気に入らないのなら彼らに会いに行けば良い。彼らが私という存在を知って、それでも自分たちの暮らしのために私を犠ぎ牲せいにしてもかまわないと言うのなら、そんな人間とは友人にならなければいい。……それだけのことでは無いのか？」

　どうだろう、とテーブル越しに様よう子すをうかがう。

　メリルはしばし無言で視し線せんをうつむかせ、

「……まったくもう」

　いきなり椅い子すから立ち上がり、ソフィーのすぐ傍そばまで回り込んで、

「わ！」

　いきなりソフィーの頭に両手を回し、ぴたりと身を寄せる。

　いかにも女の子らしい華きや奢しやな腕を交差させ、メリルはこっちの顔を自分の胸に押し当てる。

「メ、メリル？」

「ソフィーは素直な良い子」

　小さな子供にするように、細い指がソフィーの髪をよしよしと撫なでる。

　何が何だか分からない。

　分からないが──

　……まあ、いいか……

　ほわほわと髪を撫でる指の感触が心地ここちよい。

　ソフィーは上うわ目め遣づかいに友人の顔を見上げ、

「メリル」

「なに？」

「いちおう、形式上は私の方が年上ということになっているのだぞ」

「知ってる」

「……なら良い」

　窓そう外がいの街を軍用フライヤーのライトが照らす。

　ソフィーは友人の胸に体をあずけ、目を閉じた。
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　街路を吹ふき抜ける風が、冷たさを増した。

　シティ・シンガポール第八階層。中層建けん築ちくの住家が立ち並ぶ通りを、イルは足早に進んだ。

　まばらに行いき交かう市民と何気ないふうを装よそおってすれ違い、巡回する警けい備び兵へいの目を避さけつつ街路をくまなく歩く。立ち話をする市民の姿があれば足を止め、時には屋内に潜もぐり込んで立ち聞きする。

　市街地での情報収集を開始してかれこれ六時間。

　通りは夜間照明の闇やみに沈み、街角や公園にたむろする人ひと影かげも少なくなってきた。

　……そろそろ打ち止めやな……

　頭にかぶった帽ぼう子しのつばを右にひねり、いまいちしっくりこなくて今度は左にひねる。肩に羽は織おったジャケットは目立たないデザインのダークグリーン。市街地を歩き回るなら地味な格かつ好こうの方が良いだろうということで変装などしてみたのだが、どうにも落ち着かない。

　そろそろ戻るか、と路地の角かどを右に曲がる。

　最も近い位置にある階層間エレベータに向かって、歩き出す。

「けど、まぁ……どこのシティも一いつ緒しよいうことやな」

　知らずに漏もれるのは、そんな呟つぶやき。

　街を隅から隅まで歩き回り、市民の声に耳を傾け、イルが見たのは魔ま法ほう士しというものを『自分たちとは異質な、遠い存在』と認にん識しきする人々の姿だった。

　市民達の多くは賢けん人じん会かい議ぎとの同盟に賛さん成せいする者と反対する者の二派に分かれ、街のあちこちで議ぎ論ろんを繰くり広げていた。二十階層で発生した暴ぼう動どうのことはニュースで報道される前から市民達の間に知れ渡っており、それが議論の新たな火種となっていた。

　同盟に賛成する人々は今回の騒そう動どうが賢人会議との関係に悪あく影えい響きようを与えることを懸け念ねんして、容疑者を賢人会議に引き渡してはどうかと真顔で話し合っていた。同盟に反対する人々は賢人会議のパレードに突入したデモ隊に喝かつ采さいを送り、逮たい捕ほされた市民団体のメンバーの釈放を嘆たん願がんするために政府施設前でのさらなるデモを計画する者までいた。

　が、イルにとってはどちらも同じこと。

　賛成であろうと反対であろうと、彼らが『人間』という立場で人間の枠わくの中だけで話をしていることには変わりがない。

　同盟に賛成する人々の頭にあるのは賢人会議の存在によってもたらされるシティの将来の発展であり、マザーシステムの機き能のう削さく減げんはそのための必要経費というのが彼らの認識だ。他方、同盟に反対する人々にとって重要なのはマザーシステムによって維い持じされる現在の生活であり、賢人会議との同盟はリスクが高過ぎる、割に合わないというのが彼らの考えだ。

　そこには、現在の状況において重要なもう一方の当事者であるはずの、『魔法士』というものは存在しない。

　魔法士と人間が存在するこの世界をどうしていくのか、シティがマザーシステムを初めとする様さま々ざまな形で魔法士から一方的な搾さく取しゆを続けてきた現実をどう考えるのか──そんな問題は、彼らにはそもそも『問題』とすら認識されていない。

　……まぁ、そんなもんなんかな……

　イルの周囲、モスクワ軍の中はこうでは無い。もちろん軍でも魔法士と人間の間には対立関係が生じつつあるが、少なくともモスクワ軍の兵士は魔法士を「自分たちの隣りん人じん」と認めた上で反発したり警けい戒かいしたりしている。

　イルを良く知る軍の人間というのはそれほど数が多いわけでは無いが、たとえイルの存在を名前や噂うわさでしか知らない者であっても、マザーシステムや魔法士の扱いといった微妙な問題について議ぎ論ろんするときは常に魔ま法ほう士しに、というより『幻影イリユージヨンNo.17』という英雄に配はい慮りよし、ある程度の気き遣づかいを持って話すのが普通だ──軍の知り合いからはそう聞いている。

　それがシスターの言う「モスクワで自分が為なしたこと」だというのなら、誇らしいような寂さびしいような、奇妙な気分。

　孤児院で待っている子供達の顔を、わけもなく思い出す。

　……あいつら、ちゃんと飯めし食くっとるかな……

　帰ろう、という言葉が頭に浮かぶ。

　イルは歩ほ調ちようを早めて広い通りを進み、木こ立だちを突っ切って公園の広場に差し掛かり、

「──それより、聞いたか？　あの噂うわさ」

　唐とう突とつに、耳に飛び込んでくる声。

　イルはとっさに立ち止まり、手近な木の陰に身を潜ひそめる。

「あの噂って？」

　別な男の声が、最初の声に問い返す。広場の外れに全部で十数人。年も背せ格かつ好こうもばらばらの男女が人目を避さけるように顔をつきあわせている。

「だから、例の暴ぼう動どうの話だよ」と、最初の男の得意げな声。「ニュースじゃすぐに鎮ちん圧あつされて怪け我が人にんも出なかったってことになってるけど、ありゃ嘘うそ。実際には、賢けん人じん会かい議ぎの幹部が流ながれ弾だま食らって死にそうになった、って話だ」

「あー、俺おれも聞いた」と、横合いから別な声「けどよ、魔法士が流れ弾一発でケガなんかするか？。そんなもん、なんか適当にぱぱっと避けれんだろ」

　なんだよガセネタかよ、という空気が一同の間に流れる。

「いや、待って」と、今度は別な女の声。「確たしか、賢人会議には一人ひとりだけ普通の人間が混ざってるって話聞いたことある。参さん謀ぼう役やくとかなんとか。そいつじゃないの？　ひょっとして」

「あ……」

　そうか、そうだな、と口々に話し始める市民達。

　と、一番はずれたところに立っていた若い男がぽつりと口を開く。

「……けど、それってヤバくないすか？」

「ヤバいって、何が？」

「いや、だって」誰だれかの問いにしどろもどろで答える若い男。「同盟結ぶためにここまで来て、暴動が起こっても自分からは反はん撃げきしないでずっと守ってて、それで参謀役が大けがしたわけでしょ？　さすがに怒る、っていうか報復……って話にならないですかね？」

　驚おどろいた顔で一斉に口ごもる市民達。

　互いの顔を横目にうかがい、誰からともなく引きつった作り笑いを浮かべて、

「いや……お前、そんな……」

「だ、大丈夫よ。明日あしたの調ちよう印いん式しきは予定通りやるんだし」

「でも、危ないのは、確たしかに危ないですよね」と、黙だまって聞いていた別な女「とりあえずその賢けん人じん会かい議ぎの幹部は助かったって話だから良かったけど、もし、万が一ってことになってたら」

　市民達の顔から作り笑いが消える。

　何か気味の悪いものでも見つけたような顔で周囲を見回す市民達をあとに、イルはその場を離はなれる。

　……ここもか……

　同じ話を聞くのは初めてではない。この第八階層だけではなく最初に回った第二階層でも第十四階層でも、似たような噂うわさは随ずい所しよでささやかれている。もちろん確かくたる証しよう拠こもなく、あくまでも噂の域を出ないものではあるが、その話を聞いた市民の間には見えない不安が広がりつつある。

　もちろん永久に隠かくし通せる情報ではなく、時間がたてば市民に知られてしまうのもやむを得ないのだが、それにしても早すぎる。

　それこそ、「誰だれかが意図的に広めている」と考えなければ筋が通らないほどに。

　……それが分かっただけでも収しゆう穫かくやな……

　心の中でうなずきつつ木こ立だちを抜け、数メートルの段差を飛び降りて街路に降り立ち、

「……あ」

　目の前には、驚おどろいた顔で立ちすくむシンガポール市民。

　どうやらどこかの教会の神父らしく、ぞろりとした黒い修道服を身につけている。

「こ、こんばんわ」

　慌あわてて挨あい拶さつしつつ、内心で、しまった、と呟つぶやく。いろいろ考えることが多すぎて、周囲への警けい戒かいを怠おこたっていた。さすがに壁かべ抜けして何もないところから出てきたわけではないが、公園の木立から飛び降りてくるというのはさすがに怪あやしい。このまま何気ないふうを装よそおって立ち去ることができれば良いのだが……

「あ、あなた！」

「はい？」

　いきなり大声を上げる神父に、驚いて思わず返事する。

　と、どうやら若いらしい神父はいきなり手にした立体映像の写真をこっちの鼻先に突きつけ、

「この子！　この子をどこかで見ませんでしたか──？」

　神父の顔が青ざめていることにイルはようやく気づく。立体映像の写真を指の動きで目の前に掲げ、闇やみの中に凝ぎよう視しする。

　強こわばったような顔でこっちを見返す、シンガポール人というよりは東洋人らしい顔立ちの、十歳ぐらいの少女。

「沙さ耶やと言います。私どもの孤児院で預かっている子供なのですが」

　息も絶たえ絶だえな声。

　全身汗みどろの神父は咳せき込んで大きく深呼吸し、

「実は、昼前に集会所を出た後から行方ゆくえが分からなくなっていまして」
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　壁かべに掛けられた時計とけいの針が、午後九時を示した。

　リン・リーは立体映像ディスプレイから顔を上げ、闇やみに沈む室内を見回した。

「作戦の第一段階は、無事に成功か」

　大きな円卓を囲む若手議ぎ員いんたちが、思い思いの表情でうなずく。シンガポール二十階層北東地区に構えられたリン家け代々の私邸。その地下に隠かくされた会議室に、リン・リーは協力者である議員達と集まっている。

　円卓の上に浮かぶ無数のディスプレイには、今回の作戦に関かかわる様さま々ざまなデータ。

　昼間に発生した暴ぼう動どうと、賢けん人じん会議の参さん謀ぼうが撃うたれる瞬しゆん間かんの映像。搬はん送そう先さきの病院の様よう子す。迎げい賓ひん館かんに集まった魔ま法ほう士し達の状況。市街地の市民の会話を納めた無数の記き録ろく映像──公営放送にすら流されることのないそれらの情報が、半透明なディスプレイの形を取ってリン・リーの目の前をゆったりと旋回する。

「彼かの青年が瀕ひん死しの重傷を負ったという情報は、着実に市民達の間に広まっています」議員の一人ひとりが口を開き「明日あしたの調ちよう印いん式しきまでには、全シンガポール市民の知るところとなるでしょう」

「『実行部隊』からも、連絡が入っています」後を引ひき継つぐ別な議ぎ員いん「直ただちに第二段階の準備に入る。成功を祈き願がんされたし──とのことです」

　そうか、とうなずき、最も手近な位置に浮かぶディスプレイを引き寄せる。

　元神こう戸べ自治軍情報部──名も知らぬあの男から届けられた『明日の作戦計画』を凝ぎよう視しし、

「まさしく、縁えんは異いな物だな」細かな文字が連ねられた計画書の中程、今回の作戦の最も重要な鍵かぎである一つの資料の上で視し線せんを止め「賢けん人じん会議の参さん謀ぼうに斯か様ような過去があり、それが今、こうしてシティ・神戸の生き残りに結びついてくるとは」

「天てん啓けい、と言うべきなのでしょうな」と、議員の一人が呟つぶやき「これが事実であるなら、今回の作戦は彼らにとって亡き祖国の敵かたき討うちということになる。無む論ろん、彼らの意志はあくまでも生き残りの同胞を救うことにあるのでしょうが」

「そうでしょうな」

　その言葉にうなずくのは、今日きようの作戦の最中、実行部隊の適正を疑う発言をしたあの議員。

　リン・リーが見ているのと同じ計画書を自分の手元に表示し、感かん嘆たんのため息を吐ついて、

「恨うらみや仇あだ討うちではこれほどの覚悟を示すことは出来ないでしょう。見事です」

「そうだな」うなずき、まだ年若い議員を見返して「だが、それは貴き官かんも同様だ。今回の役目、よくぞ引き受けてくれた」

　計画書のある部分、調印式会場において目の前の議員が果たすべき役割が書かれた場所を指で示す。

「誰だれかがやらねばならぬことです」議員は小さく笑い「それに、閣かつ下かにお褒ほめいただくことではありません。……言うなれば、彼らの覚悟を侮あなどった私自身に対するけじめです」

　そうか、とうなずき、指の動きで計画書を消去する。

　深く息を吐き、会議室に集つどう議員達に視線を巡らせ、

「さて、これでもはや後戻りは出来ぬ。……我われらは祖国のために国民を欺あざむき、祖国を裏切った。首尾良く事が成じよう就じゆしたとしても、我らの頭上には審しん判ぱんの火が降り注ぐことになるやもしれん」

　これほどの大仕掛けだ。いかに入念な隠いん蔽ぺい工作を施ほどこそうとも、黒幕である自分たちの存在が露ろ見けんしない保証はどこにもない。そうなった場合の身の処し方はもちろん考えてあるし覚悟も出来ているが、それによって話が振り出しに戻り賢人会議とシンガポールの間に強固な同盟関係が築きずかれるようなことがあれば、リン・リー自身も協力者である議員達も犬死ということになってしまう。

　故ゆえに、計画は完かん璧ぺきに。

　自分たちの企たくらみが明らかになった後もシンガポールと賢人会議の関係が決して修復されることの無いよう、世界における彼かの組そ織しきの地位は徹てつ底てい的てきに失しつ墜ついされなければならない。

「覚悟の上です」と口を開く、まだ青年と言っても差し支えない年の議員「『己おのれの命すら賭かけずして、国民を救うことなど到底適かなわぬ』──閣かつ下かの教え、深く心に刻んでおります」

　周囲の議ぎ員いんが、一様に賛さん同どうの意を示す。

「そうか」リン・リーはうなずき「皆、良い心がけだ」

　すまない、とは口にしない。すれば、彼らの覚悟に泥を塗ぬることになる。

　円卓の上に手を伸ばし、今回の協力者──元神こう戸べ市民達の名前が記されたリストを示し、

「彼らの受け入れ工作は整ととのっているのだろうな？」

「無む論ろんです、閣下」すぐさま返ってくる答え「仮に我われらに嫌けん疑ぎが向けられたとしても彼らの身分と生活だけは安あん泰たいなものとなるよう、手は打ってあります。……最終的には、彼らに不利なデータは我らの死とともに全すべて葬ほうむり去られることに」

「ならば良い」

　うなずき、視し線せんを別なディスプレイに向ける。

　今回の作戦の要かなめ──名も知らぬ元神戸自治軍軍人の顔を凝ぎよう視しし、

「彼らは誠意をもって約やく定じようを果たそうとしている。ならば我らもそれに応こたえねばならん。……それが、シンガポール自治政府議員の誇りだ」
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　……いったいどうするんですか！　この子……

　声が聞こえる。

　頭のすぐ近くで、誰だれかが大声で話している。

　……どうすると言っても、連れて来てしまったものは仕方がないでしょう。そもそも、生かしたまま捕えるように命じたのは隊長です。苦情は隊長に言いなさい……

　言い争っているのは男の人の声と女の人の声。女の人の声が落ち着いているのとは反対に男の人の声はなんだかいらいらとして、少し怖い感じがする。

　だけど、怖いけど、なんだか懐なつかしい感じ。

　どうしてだろう、とぼんやりした頭で考える。

　……それに、連れてくるのが問題だったというのであればどうしますか。殺しますか？　口封ふうじに……

　……出来るわけ無いでしょう！　そんなこと！　途と中ちゆうで別れ別れになっちまったけど、一いつ緒しよに神戸を脱出して、一緒にあの村で暮らした仲間ですよ！……

　二人ふたりの声を聞くうちに、何となくシティ・神戸にいた頃ころのことを思い出す。家の近所の新婚さんが、こんなふうによく怒ど鳴なり合っていた。月に三回は夜通しケンカをしていて、でも本当はとても仲が良くて……

　ああ、そうかと唐とう突とつに気づく。

　懐なつかしいのは、二人ふたりが話しているのが日本語だからで……

「──え？」

　一気に目が覚めた。

　沙さ耶やはバネ仕掛けのように身を起こし、訳わけも分からずに周囲を見回した。

　たちまち見覚えのない部へ屋やの様よう子すが視界に飛び込み、大声を上げそうになった口を寸前のところで両手で押さえる。むき出しの灰はい色いろのコンクリートに四方を囲われた薄うす暗ぐらい部屋。沙耶は壁かべ際ぎわに置かれた簡かん素そなベッドの上に座っている。枕まくら元もとの小さなテーブルには水の入ったコップと濡ぬれたタオルが置かれ、立体映像の時計とけいが午後九時を示している。

　ベッドの傍そばには、驚おどろいた顔でこっちを見つめる男の人と女の人。

　声の限りの悲鳴が、喉のどの奥から漏もれる。

「うわっ！　ちょ、ちょっと待って！」

「あなた、落ち着いて！　ね？　お姉ねえさんたち何もしないから」

　膝ひざにかかったシーツをつかみ、二人ふたりの顔めがけて投げつける。転げるようにベッドから飛び降り、素す足あしに触れる床ゆかの冷たさに身をすくませる。

　強こわばる足を引きずるようにして二人の傍をすり抜け、ドアに向かって駆かけ出す。

　記き憶おくがつながる。女の人の顔には見覚えがある。

　……集会所の帰りに会った、あの人……！

　黒ずくめのお兄にいさんと別れて教会に帰る途と中ちゆう、近道のために入った裏路地で出会った女の人。そこには何な故ぜか神こう戸べが崩ほう壊かいした後で自分や他ほかの避ひ難なん民みんの人を助けてくれた中尉さんがいて、自分は二人に捕まって気を失って──

「どうした」

　ドアのノブに手を伸ばそうとした瞬しゆん間かん、向こう側から男の人の声。ぎくりと立ち止まる沙耶の前で、古びたスチールの扉が軋きしんだ音を立てる。

　差し込むライトの強い光とともに、姿を現す見覚えのある人ひと影かげ。

「中尉……さん……」

「目が覚めたか」

　黒い軍服を着込んだ男の人が、困った顔でぎこちなく笑った。




「こんなことになって、すまないと思っている」

　小さなドーナツが載った皿とオレンジジュースの入ったコップが、テーブルの上に並んだ。

　言われるままにパイプ椅い子すに腰掛けた沙耶からテーブルを挟はさんだ向かい、元神戸自治軍の中尉は前後逆さまになった椅子に座り、背もたれの上に両腕を組んで顎あごを乗せる格かつ好こうでこっちを見つめた。

「すまんな。そんな物しか用意できなくて。それでも精一杯なんだが」

　中尉の視し線せんの動きを追ってドーナツとジュースを見下ろし、すぐに視線を逸そらす。

「そう警けい戒かいしないでくれ」中尉はますます困った顔で頭をかき「安心しろ、と言っても無理なのは分かるが、こっちとしても君に危害を加えるつもりは無い。……ただ、二、三日ここで大人おとなしくしといてもらいたいだけだ」

　そんなことを言われても、信じられるわけがない。

　無言で視線を返すと、中尉は、降参、とでも言うように天てん井じようを見上げ、

「そもそも、君をどうこうしよというのならとっくにそうしている。ここに連れてきてから、君が寝ている間に何時間経たったと思っているんだ」

　戦前の漫まん画がだかドラマだかで聞いたような台詞せりふだな、と沙さ耶やは思う。それはその通りなのだろうが、もちろん安心は出来ない。「どうこうするつもりは無い」と言っている時点で、「どうこうするという選せん択たく肢しもある」と自分で認めているような物だ。

　中尉の顔をにらんだまま必死に考えを巡らせる。

　そもそも、この人たちはどうして自分を捕まえたのか。

　鍵かぎはたぶん、『シティ・神こう戸べ』だ。自分は元神戸市民、中尉も元神戸市民。目が覚めた時にベッドの傍そばにいた二人は中尉と入れ替わりに部へ屋やを出て行ったが、改めて考えてみればあの二人ふたりの顔にも見覚えがある。神戸を離はなれて小さな村で暮らしていた頃ころに、自分のような避ひ難なん民みんをあれこれと助けてくれた中尉の部下。軍服姿を見たことがなかったのと慌あわてていたのとで、さっきは気づかなかっただけだ。

　だから、答えはきっと単純。

　たぶんこの人たちは今『元シティ・神戸の軍人』という正体を隠かくしてシンガポールにいて、それがばれるとマズい立場なのだ。

　そして、自分たちの正しよう体たいを知っている私に、『一いつ緒しよに神戸を脱出した人たちに会った』と吹ふい聴ちようされると困るのだ。

「……質問、良い？」

「答えられることなら」

　思い切って口を開くと、中尉は少しほっとした様よう子すでうなずく。

　沙耶は中尉の目をまっすぐ見たまま深呼吸し、

「ここ、どこ？　それと、中尉さんたちはどうしてシンガポールにいるの？」

「一つ目の答えはシンガポール第七階層と第八階層の間、シティ建設当時に利用された工事作業スタッフの休きゆう憩けい所じよだ。二つ目の質問には、残念ながら答えられん」

「階層と階層の……間？」そんな場所があったのか、と沙耶は内心で驚おどろく。二つ目の答えについては予想通りだ。「えっと……じゃあ次の質問。二、三日大人しくって言ってたけど、その後、わたしをどうするの？」

「記き憶おく封ふう鎖さ処置を施ほどこして、俺おれたちのことを忘れてもらう」あっさり帰ってくる答え「本当ならすぐにでも処置を行って家に帰したいところだが、しばらくは俺おれたちも忙しい。その間大人おとなしくしてくれていれば、無事に家に帰すことは約束する」

「しばらく……」無む意い識しきに呟つぶやき、すぐにその考えに思い至り「それって、もしかして、賢けん人じん会かい議ぎの！」

「その質問にも答えることは出来ん」

　まるで予定していたように、瞬しゆん時じに返ってくる答え。

　中尉はこっちの顔をまっすぐに見つめ、ふと息を吐ついて、

「では、今度はこっちからも質問だ。君はどうやってこのシンガポールに来た？　俺たちが暮らしていたあの村が雪崩なだれに飲まれてから半年、どうやって生いき延のびてきた？」

「え……」唐とう突とつな質問に困こん惑わくし「それは、えっと」

　誤ご魔ま化かそうか、という思考をすぐに打ち消す。

　そんな駆かけ引きにはたぶん何の意味もない。

　それに、この人には聞いておいて欲しい気持ちも確たしかにある。

「村が無くなった後で、お父とうさんに会って……」

　考え、考え、沙さ耶やは言葉を続ける。父に連れられてシンガポールに来たこと。市民権を取得し、しばらく幸せに暮らしたこと。過労のために父が死んだこと。その後は孤児院に預けられ、今はそれなりに暮らしていること。

「第八階層の孤児院でね。友達もそれなりにいる」

「……そうか」

　腕組みして、深くうなずく中尉。

　思いがけなく穏おだやかなその顔に、沙耶は迷いながら口を開く。

「中尉さんは、どうだったの？　あの村の人たちと旅に出たんでしょ？」

「ああ」答えて、中尉は息を吐き「隊商の真ま似ね事ごとをしながら、今も旅をしている。病気やなんやで、数は半年前の半分以下になった。苦しい生活は相変わらずだ」

「そっか……」

　視し線せんが自然とうつむき加減になる。

　沙耶は膝ひざの上に置いた自分の両手を見つめたまま、

「わたしのこと、ずるいと思う？」

「……君が俺たちよりマシな暮らしを送ってきた、というのは間違いないな」

「……うん……」

　中尉の静かな声に、ますます視線をうつむかせる。

　と、中尉は急に「だが」と声を上げ、

「だが、そんなことは小さな事だ」

　驚おどろいて顔を上げる。

　軍服姿の男は何な故ぜだが口元に小さな笑えみを浮かべて、

「世界はそもそも不平等な物だ。運の良い者もいれば悪い者もいる。そして、君が幸運で俺おれたちが不運だと思っているならそれは間違いだ。──俺たちは皆等しく不運で、その中で君は俺たちより少しだけ不運の度合いが低かった。それだけのことだ」

「え？」

　驚おどろいて、何度も瞬まばたきする。

　中尉は椅い子すの背もたれから顔を上げ、大きく伸びをして、

「住むべきシティを失い行く当てを無くした俺たちと君は、言ってしまえば不運仲間だ。そして、俺は今日きよう、君から一つ希望をもらった。……あの日一いつ緒しよに神こう戸べを脱出した不運仲間が、あの村で面めん倒どうを見ていた小さな女の子が、この街で無事に暮らしていた。俺たちのやってきたことは無む駄だではなかった。そういうふうに、思うことが出来た」

　大きな手が、沙さ耶やの頭上に伸びる。

「だから、俺は素直にうれしい」

　中尉は不器用な手つきでこっちの頭を何度も撫なで、

「礼を言わせてくれ。……よく、生きていてくれた」
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　ドアが閉じる軋きしんだ音が、低い天てん井じように響ひびいた。

　監かん禁きん用に用意した休きゆう憩けい室しつに少女を一人ひとり残し、軍ぐん靴かの音とともに薄うす闇やみの通路を進んだ。

　……聡さとい子だ……

　村で暮らしていた頃ころに十歳だと聞いたことがあるから今もだいたいそのぐらいのはずだが、それにしては顔立ちや考えがずいぶんしっかりしている。こんな世界で多くの苦く難なんにさらされれば、人間は自然と磨みがかれるものなのだろうか。

　枝分かれした通路を右に曲がり、会かい議ぎ室しつに利用している部へ屋やを目指して歩を進める。

　と、壁かべにもたれる格かつ好こうで待たい機きしていた女が、隣となりに並んで歩き出す。

　自分とともに沙耶という少女を捕えた女──五年来の副官である少尉。

　こっちの顔を横目にうかがい、ややためらってから口を開く。

「それで、あの子をどうなさるつもりですか？」

「聞いたとおりだ」少尉の軍服の襟えり元もとに貼はり付けられた通信素そ子しに視し線せんを向け「作戦終了後に記き憶おく封ふう鎖さ処置を施ほどこし、解放する。……スポンサーに知らせれば口を封ふうじろと指示されるかもしれんからな。出来れば隠かくしておきたい」

「この場で処分しておくべき、と進言します」生き真ま面じ目めな顔でこっちを見つめる少尉「たとえ完かん璧ぺきな記き憶おく封ふう鎖さが出来たとしても、民間人の少女がこちらの作戦期間にあわせて数日間行方ゆくえ不明になり、都つ合ごう良く解放されるというのは不自然です。今後のシンガポールでの生活にも、禍か根こんを残すことになりかねません」

「半年前までは共に暮らしていた同胞だぞ？」

「分かっています。私も村にいたとき一度、プラントの清掃作業を手て伝つだってもらったことがあります。真面目に良く働く、出来た子でした」少尉は通路の後ろ、少女が監かん禁きんされている部へ屋やの方角を振り返り「ですが、今回の作戦には七十名の神こう戸べ市民の未来がかかっています。一人ひとりの命と七十名の未来を引き替えにすることはできません。どうぞ、ご再考を」

　その言葉に、足が止まる。

　副官の女に正面から向き直り、怪け訝げんそうなその顔を見下ろして、

「少尉、俺おれたちの正義とは何だ？」

　は？　と眉み間けんにしわを寄せる少尉。

　その前で大きく息を吐つき、「いいか」と前置きして、

「あの子の存在は、確たしかに俺たちにとってリスクだ。今後のことを考えれば、この場であの子を始末しておくのがベストだろう。……だが、それが何だ？　あの子もまた守るべき同胞であることに変わりはない。それは、何より優ゆう先せんされるべき事ではないのか？」

「それは……」少尉は一いつ瞬しゆんだけ口ごもり「ですが、やはり我われ々われには、より多くの同胞を確かく実じつに救う義務が」

「それは、シティの為い政せい者しやの論ろん理りだ」皆まで言わせず、切り返す。「俺たちはあの日、大義を捨てても手の届く範はん囲いの人々全すべてを救うと決めた。それが俺たちの正義だ。今ここであの子を見捨てれば、あの日、生き残りの市民を救うと決めた俺たちの判断は間違っていたということになる。少尉は、それで良いか」

　数秒の沈ちん黙もく。

　少尉は直立不動の姿勢を取り、敬礼の形に右手を掲げて、

「失言でした。どうぞお忘れください」

「少尉の進言は当然のことだ。感かん謝しやする」

　互いにうなずき合い、どちらからともなく歩ほ調ちようをあわせて歩き出す。

　数メートル歩いたところでふと思いだし、

「ところで、計画書のチェックは」

「万全です」少尉は即答し「すでに各員へも通達済みです。一人一人の行動には大筋では変更がありませんから、問題ないかと」

「そうか」うなずき、何と無しに視し線せんを天てん井じように向けて「すまんな。この土ど壇たん場ばで作戦計画の変更など、本来なら許されることでは無いのだが」

「かまいません。以前のプランではやはり『賢けん人じん会かい議ぎに対する住民の悪感情を煽あおる』という部分が弱かったですからね。今回の計画なら、効果は絶大です」答えて、少尉はくすりと笑い「ですけど、まあ、佐さ伯えき准じゆん尉いと武む藤とう上等兵には皆の苦情を。そもそも、あの二人ふたりが最初に賢人会議の参さん謀ぼうの顔写真を見たときに神こう戸べでのことを思い出していれば、初めから今回のバージョンの計画が立案できたのですから」

「待て待て。二人とも、今回の作戦の功労者第一号だぞ」

　苦笑混じりに言葉を返し、二人には後でなけなしの酒でも奢おごってやろうと決める。

　ポケットの中の携けい帯たい端末を操そう作さし、立体映像ディスプレイの資料を目の前に呼び出す。

　ところどころノイズで途と切ぎれた、断片的な記き録ろく映像が半透明な画面に映し出される。神戸から逃のがれてきた部下のうちの二人、神戸崩ほう壊かいの時にたまたまマザーシステム周辺に配属されていた者たちがシティから持ち出してきたデータの断片。その存在によって、明あ日す以降の作戦計画は大幅に見直される事になった。出たとこ勝負の感が強かった以前までのプランに比べれば、状況は格段に改善されたと言って良い。

「ともかく、皆にもう一度行動のシミュレートを行うよう伝えてくれ」ディスプレイを消去し、軽く伸びをして「第三段階以降の作戦を俺おれが指揮できる保証は無いからな。準備は怠おこたりなくやっておいてもらいたい」

「え……」

　隣となりを行く少尉の足が止まる。

　かすかに視し線せんをうつむかせる少尉の横顔に、首を傾かしげて、

「どうした。何か問題が？」

「私にそれを言わせるのですか──？」

　弾はじかれたように少尉が顔を上げる。

　短くそろえた黒髪の女は瞳ひとみにありありと怒りの色を浮かべて、

「もちろん問題などありません！　上官命令ですから、作戦計画には従います！……ですが、納なつ得とくはしていません。明日あしたの作戦、どうしても考え直していただくわけにはいきませんか！」

　少尉の手元に、立体映像の文書が二つ浮かぶ。

　明日の調ちよう印いん式しきにあわせてこちらが仕掛ける作戦の、詳細な計画書。

　本来の作戦である『プランＡ』と、それが失敗した場合の予備として用意された次善の策である『プランＢ』──

「こうでもしなければ不可能な作戦であることは分かっています。ですが」

「もちろん、準備は入念に済ませた。俺としても、プランＡだけで済めばそれに越したことは無いと思っているし、そうするつもりでいる」

　通路の天てん井じように埋め込まれたライトが明滅する。

　二人分の影かげが、通路の壁へき面めんを幻まぼろしのように踊る。

「だが、今回はさすがに相手が悪い。予定通りに事が運ぶ可能性は限りなく零ゼロに近い。……だから、あらかじめ言っておく。仮に計画がプランＢに移行した場合、以後の指揮権は少尉、君に任せる」

「隊長……」

　感情を押し殺したような、少尉の声。

　そんな副官の肩に手を置き、うなずいて、

「上官として命令する。──少尉。部隊と神こう戸べの市民を率ひきい、最後まで任務を全まつとうするように」
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「行方ゆくえ不明、ねえ……」

　窓の外に広がる夜の闇やみが、濃こさを増した。

　シンガポール二十階層南東地区、シティ・モスクワ仮設大たい使し館かん。古びた建物の一室でソファーに腰掛ける月つき夜よに、イルは「せやねん」とうなずいた。

「いつもは寄り道なんかする子やあらへんのに今日きように限って夕方まで帰って来えへんし連絡もない言うてな。神父さん、その写真片手に街ん中走り回っとったらしいわ」

　月夜は、むー、と腕組みし、テーブルの上に浮かぶ立体映像の写真を凝ぎよう視しする。

　今後の計画を話し合うために極秘でニューデリーの大使館に赴おもむいていた月夜がシスターと共に戻って来たのはほんの二十分ほど前、九時を少し過ぎた頃ころ。

　さっそく互いに今日の成果を報告しあっていたのだが、市街地で見かけた市民の様よう子すや人々の間に流る布ふしている暴ぼう動どう事件の真相に関する噂うわさなどの情報のついでにイルが口にした『街で出会った神父の話』に、月夜は何かの引っかかりを覚えたようだった。

「その神父さまが本物、ってのは確かく認にんしたの？　向こうの住所とか連絡先とかはもらったんでしょ？」

「あー、そらまあ一応な」イルは月夜の向かいのソファーに勢いよく腰を下ろし「第八階層で教会が運営してる孤児院。素す性じようはまとも、いうか同じキリスト教系いうことでうちの孤児院とも前に何回かやりとりしてる。シスターやったら、もっとちゃんと知ってるんと違うか」

　月夜は「なるほどねえ」とうなずき、改めて立体映像ディスプレイに手を伸ばす。

　手がかりを見つけたら連絡して欲しいと、神父がイルに押しつけた写真のコピー。

　月夜はそこに写る人物──十歳ぐらいの東洋人の少女の姿を食い入るように見つめ、

「なんかいろいろわかんないんだけど、まず、この子って本当にシンガポール人？　どっちかっていうともっと東アジア系、っていうか日本人にしか見えないんだけど」
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「いや、そんなん俺おれに訊きかれても」顔をしかめて答えるイル。正直言って、アジア系の人種の細かな区分など肌の色の違いくらいしか分からない。「神父さんも言いたいこと言うてこっちに写真押しつけたら速攻でまたその子捜しに行ってもうたし、おれにも何がなんやらさっぱり」

「ったく、使えないわねえ」月つき夜よは勝手なことを言いつつ写真を見つめ「沙さ耶や、ってこの子の名前？」

「神父さんがそない言うてたけど……」イルは月夜の視し線せんを追って写真の右隅に記しるされた名前を見つめ「どないしたんや？　聞き覚えでもあるんか？」

「や、名前はたぶん聞いたことないんだけど」月夜は眉み間けんにしわを寄せて右に左に首をひねり「なーんか、この顔を見たことある気がするのよねー。どこだったか……」

　とうとうテーブルにうつぶせになり「あーだめ、やっぱりわかんない」と呻うめく黒髪の女。

　と──

「どうした？」

　部へ屋やの入り口から投げられる声。

　聞きき慣なれないその声に驚おどろいて振り返り、イルはぽかんと口を開ける。

「あ……あんた……」

「あ、祐ゆう一いち。良いとこに来た」

　テーブルに突っ伏したまま、ひらひらと手を振る月夜。

「いやお前、『良いとこに来た』ちゃうやろ！」イルはとっさにテーブルに顔を近づけて声を潜ひそめ「なんであの人ここにおんねん！　ニューデリーの大たい使し館かんに残ってるんと違うんか！」

「あれ？　言ってなかったっけ」月つき夜よは寝そべった格かつ好こうのまま実にいい加減な口く調ちようで「私とシスターだけでここまで帰すのは心配だって、護ご衛えい役やくについてきてくれたのよ。ほら、ロンドン組と違って、こっちはあんた居ないと普通の人間二人ふたりだけになっちゃうし」

「そういうことだ。幸い、俺おれはルジュナ執しつ政せい官かんの私的な護衛ということでシンガポール自治軍にもまだ存在が知られていないからな、他ほかの者よりは動きやすい」

　と、言葉を引ひき継つぐ祐ゆう一いち。

　隙すきのない洗練された足運びでテーブルに歩み寄り、ふと眉み間けんにしわを寄せて、

「……これは？」

「あー、それ」怪け訝げんな顔で立体映像の写真を取り上げる祐一に、寝そべったまま声を投げる月夜「こいつが第八階層あたりでたまたま会った神父さまからあずかった写真。なんだか知らないけど、行方ゆくえ不明なんだって、その子」

「行方不明？」

　たちまち、祐一の顔色が変わる。

　黒衣の男は厳きびしい形ぎよう相そうで写真をにらんだまま、どういうことだ、と小さく呟つぶやく。

「ちょ、ちょい待ってください！」イルは思わず月夜と顔を見合わせ「どないしたんですか？　その子のこと、なんか……」

「今日きようの昼ひる頃ごろに第八階層の街で会った。……いや、この説明では不十分だな」祐一は息を吐つき、こっちを見下ろして「この子に会ったのは今日が二度目になる。最初に会ったのは一年半前、シティ・神こう戸べだ」

「神戸？」と眉間にしわを寄せる月夜「え、なに？　この子って元神戸市民なの？」

「そうだ。父親がシンガポールの市民権を取得したらしい」祐一はうなずき「そもそも、この子のことはお前も知っているはずだ。覚えていないか？　神戸崩ほう壊かいの時」

　数秒の沈ちん黙もく。

　月夜は「あーっ！」と声を上げてソファーから飛び起き、

「思い出した！　そうよ、この子！　『黒いお兄にいさんからもらった』って秘ひ匿とく回かい線せんのパスコード貸してくれて！」

　イルにはさっぱり分からない言葉を叫び、祐一の手から写真をもぎ取る黒髪の女。

　立体映像の写真を目の前に浮かべて腕組みし、

「けど、どういうこと？　なんでこの子が」

「わからん」祐一は首を振り「昼間に会ったときはおかしなところは無かったが……」

　難むずかしい顔で考え込む二人。

「えーと、なんやよう分からんのですけど」ようやくのことでイルは口を挟はさみ「要するに、その行方ゆくえ不明になった子は二人の知ってる子、いうことですか？　そらもちろん大おお事ごとですし、何か手て伝つだえたらて思いますけど……」

「自分たちには他ほかにやることがある、ってこと？」

「んなこと言うとらんわ、ボケ」イルは少しだけ月つき夜よをにらみ「ただ、二人ふたりが揃そろってそない悩んでるのがちょい意外いうか。どっちか言うたらおれの方が『今は明日あしたの調ちよう印いん式しきが』とか言われる思うててんけど」

「ただの偶然なら、な」と、祐ゆう一いちが思案顔で部へ屋やの隅に視し線せんを向けたまま「問題は、これが必然だった場合、そこにどんな意味があるかということだ。……こういった行方ゆくえ不明事件というのは、シティでは珍しく無いものなのか？」

「え、そら……」

「モスクワだと、普通の迷子まいごとかも含めて年に百件も起これば十分ね。シンガポールではどうか知らないけど」考え込むイルを置き去りにして月夜が即答し「微妙な数字ね。たまたま、って思えばたまたまな気がするし、そうじゃないって思えば……」

　最後は独ひとり言ごとのように呟つぶやいて、部屋の扉に向かって歩き出す長い黒髪の女。

「あ、おい！　どこ行くねん」

「シスターのとこ。他の議ぎ員いんさんと明日の打ち合わせするとか言ってたから、ちょっと呼んでも大丈夫か見てくる」

「そうなんか？　ほんならおれも一いつ緒しよに」

「一人ひとりでいいわよ、そのぐらい」月夜は背中を向けたままひらひら手を振り「あんたは祐一にお茶ちやでも淹いれてて。一応お客様さまなんだから」

　スライド式の扉が閉まるかすかな音に続いて、足音が遠ざかる。

　……お茶でも、て……

　無責任な指示にしばし途と方ほうに暮れ、ともかくテーブル脇わきの祐一を見上げる。

　黒衣の騎き士しは相変わらず直立不動の姿勢で、立体映像の写真をにらんだまま。

　と、不意にこっちを見下ろし、ああ、と呟き、

「失礼した」

　とイルの向かい、数分前まで月夜が座っていたソファーに腰掛ける。

　そのまま再び写真に戻る──のかと思いきや、祐一はこっちにまっすぐ顔を向け、

「そういえば、こうしてまともに顔を合わせるのは初めてか」そう呟いて右手を掲げ、イルが知っているのとは少し違う形の略礼をとり「元シティ・神こう戸べ自治軍『天あま樹ぎ機き関かん』所属、黒くろ沢さわ祐一少佐だ。幻影イリユージヨンNo.17、以前から噂うわさは聞いている」

「あ……ど、ども！」思わぬ挨あい拶さつに、慌あわてて略礼を返す。「シティ・モスクワ自治軍所属、実じつ験けん訓練生幻影イリユージヨンNo.17です。……なんちゅうか、よろしく」

　こちらこそ、とうなずく祐一。

　立体映像の写真を脇に押しやり、こっちの目の前のポットに視線を向け、

「月夜の話ではないが、一杯もらっても良いか？　ニュデリー大たい使し館かんを出てから何も飲んでいなくてな」

「は、はい！　すぐに」

　答える声が上ずってしまう。月つき夜よや他ほかの面々といるときは特に気にしなかったが、目の前にいるのは伝説の英雄だ。モスクワ軍の古参兵が話す大戦中の逸いつ話わにもたびたび名前が登場するし、こうして面と向かうと普ふ段だん軍人の地位や名声なんてものを考えたこともない自分もにわかに緊きん張ちようしてしまう。

　適当なティーカップに紅こう茶ちやを注ぎ、合成物の角かく砂ざ糖とうとスプーンを添そえて皿にのせ、

「ど、どうぞ」

「感かん謝しやする」

　差し出す紅茶に祐ゆう一いちの手がまっすぐ伸び、

（高密度情報制せい御ぎよを感知）

　Ｉ－ブレインの警けい告こく。

　祐一の指が紅茶の皿に触れ、こちらが皿から指を離はなしたまさにその瞬しゆん間かん。突とつ如じよ加速してこちらの懐ふところに入り込んだ男の腕がこちらの手とティーセットを下から跳はね上げる。

　……危あぶな……！

　意い識しきが状況を認識するよりも遥はるかに速く、鍛きたえ上げた右手が最適な反応を示す。手首の返しで祐一の腕を躱かわした右手はそのまま腕の表面を滑り、円を描くようにして元の位置に潜もぐり込む。人差し指の先端が空中で緩ゆるやかに回転を始めるティーカップの表面を撫なで、回転を止めると同時にその下を落下する皿を捉とらえる。人差し指と中指で挟はさんだ皿がテーィーカップとスプーン、角砂糖を次々に受け止め、手首の微細な動きに従って衝しよう撃げきを残らず吸収する。

　時間にしてほんのコンマ数秒。

　元通りになったティーセットが、テーブルに音もなく着地する。

「な、何するんですかいきなり！」

　内心で安あん堵どの息を吐つきつつ、目の前の男の暴ぼう挙きよに抗こう議ぎの声を上げる。

　が、祐一は何な故ぜか満足そうにうなずき、

「なるほど、強いな」こっちの右手をしげしげと見つめて「月夜から聞いた通りだ。互いに全力ならばともかく、Ｉ－ブレインを封ふうじて生身で闘たたかえばたとえ剣を持っても俺おれに勝ち目はない」

　こっちの今の動きを真ま似ねするように、右手を目の前でゆっくり回転させ、

「その技術は生まれつきの物か？」

「え……いや、自じ己こ流でいろいろ練習して身につけたもんですけど」

「系統は？　手首の使い方に中ちゆう国ごく武術の流れが見えるが」

「基本はそっち系です。外がい家か拳けんと内ない家か拳けんと半々で。それに日本の合気とかロシアのシステマとかいろいろ混ぜこぜで、自分でもよーわからんようになってますけど」

　なるほど、と感心した様よう子すで呟つぶやく黒衣の騎き士し。

　そこで、む、と顔をしかめ、こっちの顔とティーカップを見比べて、

「すまんな。格かく闘とう技ぎの達人と聞いていたので、少し気になった」

「あー、いや」

　思わぬ成り行きに、少し笑ってしまう。

　気にせんといてください、とティーカップを改めて祐ゆう一いちの前に押しやり、

「やってはったんですか？　なんか」

「昔な」男はうなずき「剣道を手始めに、武器を使う流派には東西問わず片かたっ端ぱしから手を出した。……もっとも、そのせいで騎き士しになってからは随ずい分ぶん苦労したが」

「そーなんですか？」よく分からずにイルは首を傾かしげ「せやけど、軍でも騎士の訓練課か程ていには西洋剣術とかいろいろ入ってたと思いますけど」

「それは大戦中に神こう戸べから騎士のＩ－ブレインの製法を入手したシティの研究者が、既存の軍隊格闘術をベースに組み上げた物だ」祐一はティーカップを取り上げ「残念ながら、それでは騎士の肉体が騎士のＩ－ブレインによる加速を阻害するお荷物になってしまう。既き存そんの剣術の常じよう識しきを全すべて捨てるところから始まるのが、真の騎士戦闘だ」

「ほんまですか」

　イルは内心の驚きよう愕がくをかろうじて押し殺す。目の前の男が言うからには本当なのだろうが、そんな話は聞いたこともない。

「『騎士の正しい訓練法』は、Ｉ－ブレインの設計と並んで天あま樹ぎ機き関かんの最高機密だったからな。知っているのはシティ・神戸か、神戸と特に親密な関係にあった一部の同盟国で訓練を受けたごく少数の騎士だけだ」祐一はどこか遠い目をし「と言っても、この技術は習って努力すれば身につく、という類たぐいのものでは無い。騎士にとって最適な、Ｉ－ブレインの運動加速を前提とした完かん璧ぺきな動きというやつは、どうも根本のところで人間の本能と矛む盾じゆんするらしくてな。……俺おれも一通りのカリキュラムはこなしたが、身についたと言えるのは技術体系全体の五割がせいぜいだ」

　そういうものなのか、とイルは腕組みして唸うなる。

　祐一は静かに一つ息を吐つき、

「経けい験けんを積つんだ騎士ならば戦いの中で自分が受けた訓練と実戦が要求する動きの矛盾に気づき、自然と適切な動きを見つけていくものだ。が、それでも『人間』という基本部分に縛しばられる限りいずれは限界が来る。ディーあたりは良い線せんを行っているが、残念ながら完璧にはほど遠い」

　そう呟つぶやいて、黒衣の騎士が言葉を切る。

　カップに注がれた紅こう茶ちやに視線を落とし、指のわずかな動きで二度、三度と水面を揺ゆらし、

「そうだな……。『真の騎士戦闘』を本当の意味で体現出来た騎士など、おそらく歴史上でただ一人ひとりだけだろう」

「それ……」

　言いかけた言葉を、とっさに飲み込む。

　それはあの、『紅ぐ蓮れんの魔ま女じよ』のことなのかと──

　自分が訊きいて良いものか迷い、イルはともかくカップの紅茶を一口すする。

　……どないしたもんかなあ……

　冷えたカップを皿に戻し、祐ゆう一いちの様よう子すをうかがう。紅茶に映り込む自分の顔を見つめたまま口を開こうとしない男を前に、必死に会話の糸口を探す。

　このまま黙だまって紅茶を飲み続けるというのはいかにも気まずいし、何よりもったいない。

　目の前にいるのは、人間としてはもちろん魔法士としても自分より遥はるかに長い時を刻んできた、伝説の英雄。

　その男に訊いてみたいことが、イルには一つある。

　……人間と魔法士の関係は、どないなっていくと思いますか？……

　シティ・モスクワで人間と魔法士の争いを見て以来考えていたその問いを、目の前の男にぶつけてみたい気がする。人間として生まれ、手術によって魔法士となり、世界の全すべてを巻き込んだ大戦を生き抜いた騎き士し。数多あまたの戦場で自分より遥かに多くの物を見たはずの男が現在の世界の状況をどう感じているのか。

　それをどうやって尋たずねれば良いのか、ほぼ初対面と言ってもいい自分がそんなことを訊いても良いのか、イルは男と同じように自分のティーカップを見つめて悩み、

「……英雄になる、てどんな感じやったんですか？」

　口をついて出たのは、そんな言葉。

　む？　と視し線せんを向ける祐一にイルは慌あわてて手を振り、

「す、すんません！　何でもないです！　訊かんかったことに……」

「いや」

　と、なぜだか小さく笑う祐一。

　ティーカップをテーブルに置き、そうだな、と呟つぶやいて、

「呪のろい、のような物かな」

「呪い、ですか？」

「そうだ」イルの問いに祐一はうなずき「英雄として勝利を重ねれば重ねるほど、周囲の者は英雄に頼るようになる。あの人がいれば大丈夫だ、あの人が来たからにはこの戦いは俺おれたちの物だ──戦場で生き抜くための心の拠より所どころとして、人は英雄にすがるようになる」

　そう言って、黒衣の騎士は視線を天てん井じように向け、

「そうやって神格化された英雄は、人であることを許されなくなる。ここで自分が敗北すれば友軍の心が折れる、ここで自分が弱音を吐はけば皆が戦えなくなる、そうやって自分で自分を縛しばり、英雄は独ひとりになっていく。……そういう呪いだ」

　祐一の視線が、ふいに正面に戻る。

　黒衣の男はまっすぐにイルを見つめ、

「君は、自分を英雄だと思うか？」

「は……？」思わぬ問いにイルは戸と惑まどい「……考えたことも無いです。軍の仲間の人らからは時々言われますけど」

「ならば君は英雄──それも、俺おれなどよりよほど上等な英雄だ」

「はへ？　い、いや、そんな……！」イルは両手と首を必死で振り「おれはただ自分に出来ることをなんとなくやってるだけで、英雄になろうとか、そんなんは！」

「英雄は自みずから望んで名乗る物ではない。周囲から望まれてそう呼ばれるようになる物だ」黒衣の騎き士しの静かな声「戦場で英雄になるのは簡かん単たんだ。ただ誰だれよりも速く戦場を駆かけ、誰よりも多くの敵を倒せばいい。だが君は戦争の終わった時代に生まれ、シティの日常の中で英雄になった。そこにどれほどの覚悟と困こん難なんがあったか、俺には想像もつかん。残念ながら、君はやはり英雄だ」

「残念ながら、ですか……」

　呟つぶやき、『呪のろい』という祐ゆう一いちの言葉を頭の中で繰くり返す。

　どうにも、上う手まく意味が飲み込めない。

　人々のために自分を捨てるという生き方は、そんなに孤独だろうか。

「よーわからんです」

「そうだろうな」祐一はうなずき「だが、これだけは覚えておいて欲しい。この先、君がどうしようもない困難に直面したとき、自分一人ひとりの手では人々を守ることが出来ないと感じたとき──そのときは、遠えん慮りよ無なく自分が守るべき人々を頼れ。彼らに犠ぎ牲せいを強しいろ。それが、人々を救い、君自身をも救うことにつながる」

「犠牲……」頭の中で男の言葉を反はん芻すうするが、よく分からない。「自分の力が足りんところまでは無理せんと、諦あきらめろ、いうことですか？」

「形としてはそうなる事もあるかもしれない。……が、問題はそこではない」祐一は真剣なまなざしをイルに向けたまま「君が助けたいと願ねがう人々が、君のために自らを傷を負うことを望む──その意志を見誤るなということだ」

　……なんや、それ……

　今度こそ、完かん璧ぺきにわけが分からなくなる。

　困こん惑わくの視し線せんを向けると、テーブルの向こうの男は束つかの間ま目を閉じ、

「英雄となった人間はしばしば、周囲の者の助けを拒こばむようになる。他ひ人とを見下す、ということではなく、自分が何とかしなければならないという使命感にとらわれて多くの選せん択たく肢しの中から無む意い識しきに自分一人を犠牲にする道を選えらんでしまう。……だが、それは誤りだ。英雄が多くの人々のために命を投げ出すことを望むように、人々もまた、心のどこかで自分が英雄と認めた者のために何かがしたいと願う。その意志を汲くむこともまた、英雄の責務だ」

「……よーわからんです」

　混乱しきった頭で、どうにか言葉を絞しぼり出す。

「今はそれでいい」祐ゆう一いちは静かに息を吐はき「ただ、理解できなくとも言葉だけは覚えておいて欲しい。……それが、英雄になり損なった男の願いだ」
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　脳内時ど計けいが、午後十時を告つげた。

　ディーは薄うす闇やみの中で両目をこすり、椅い子すに座ったまま大きく伸びをした。

　シンガポール自治政府に用意された迎げい賓ひん館かんの一室。木もく目め調ちようのテーブルに浮かぶ立体映像ディスプレイを見上げて息を吐く。明日あしたの調印式が行われる会場──二十階層中央、国会議ぎ事じ堂どうの見取り図。半透明なグラフィックで表現された式典の詳細な流れと自治軍の警けい備び計画に、もう一度じっくりと目を走らせる。

　一つうなずき、ディスプレイを消去。

　首の後ろに接続された有ゆう機きコードを引き抜き、静かに立ち上がる。

　……とりあえず、準備は良いかな……

　明日の式典に関する打ち合わせは、基本的なところについてはすでに終わっている。シンガポール自治軍側の部隊配備は完かん璧ぺき。賢けん人じん会議側でも有事の際の指揮系統や行動方針については状況別に話し合い、メンバー全員への通達も済んでいる。

　が、何しろ今日きようの昼間の一件がある。

　敵の狙ねらいが未いまだにはっきりしない以上、こちらの予想を大きく外れたまったく想定外の攻こう撃げきを受ける可能性が無いとは言えない。

　現在の賢人会議において、個人の戦力として最強なのはおそらく自分だ。それは自うぬ惚ぼれや慢まん心しんなどではなくＩ－ブレインの性能と訓練結果から導みちびかれる客きやく観かん的てきな事実であり、そうである以上、自分には不測の事態に対する最後の防波堤として仲間を守る義務がある。

　昼間の事件では、その義務を果たすことが出来なかった。

　サクラや他ほかの仲間はもちろん個人の責任を問うことは無いし、今は眠っている真ま昼ひるもそんなことは言わないだろうが、仮に今回のことについて誰だれかが責められなければならないとしたら、真まっ先さきに槍やり玉だまに挙あげられるべきなのは自分だとディーは思う。

「しっかりしなきゃ、ね」

　調印式が首しゆ尾び良く済んだとしても、それでシンガポール国内における自分たちの安全が保証されるわけではない。「マザーシステムの機能を削さく減げんする」という条約がある限り自分たちの存在を疎うとましく思う市民が消えることはあり得ないし、今後、賢人会議の魔ま法ほう士しがこのシティに駐ちゆう留りゆうすることになれば今回のような事件はますます増えることになる。

　自分はサクラのように仲間に道を示すことは出来ない。真ま昼ひるのように作戦を立てることも出来ないし、セラのように日々の暮らしで皆を助けることも出来ない。

　自分にあるのは、どこまで行っても、この二本の騎き士し剣けんだけ。

　だから、剣で出来ることだけは、間違いなくやり遂とげようと思う。

　……仲間、か……

　この半年で随ずい分ぶん色々な事があったなと、ふと考える。元々はシティを追われたセラの安全を確かく保ほするため、「魔ま法ほう士しのために戦う」というサクラと行動を共にするようになったのが始まり。それがいつの間にか世界に向けて宣戦を布告し、ニューデリーに乗り込んで全すべてのシティに同盟を呼びかけ、あれよあれよという間に組そ織しきは膨ふくれあがって、気がつけば賢けん人じん会かい議ぎは世界中の魔法士の拠より所どころとしてシティに匹ひつ敵てきする力を手に入れていた。

　組織の最初期のメンバーである自分は「マサチューセッツの双剣」の名前も合わさって、他ほかのメンバーからは賢人会議の軍事面でのトップと見なされている。もちろん世界各地から集まった魔法士達の中には自分などより遥はるかに経けい験けんを積つんだ歴戦の勇士も多くいて、戦術指揮という面において自分は彼らに遠く及ばないのだが、そういう技術的な話とは別に自分には賢人会議の、戦せん闘とう集団としての『象徴』の役割が求められている。

　組織の全員が揃そろいの黒い軍服を纏まとう中で、一人ひとりだけ与えられた白一色の儀ぎ典てん正装はその証あかし。

　ディーはみんなの旗印だからね、と真昼は事あるごとに笑うし、組織の仲間も当然のようにそう考えていることは普ふ段だんの態度から見て取れる。

　……戦場で一番目立って、敵の注意を引きつけろってことだよね……

　頼られるのは嬉うれしいことではあるが、戸と惑まどいもある。

　元々、一人の少女を守るために始めた、それだけの戦い。

　賢人会議の主張に手放しで賛さん同どうすることが出来ない、マザーシステムというものをどうすべきか未いまだに答えを見いだすことが出来ない──そんな自分が組織の幹部として多くの仲間から敬意を向けられることに、違和感を覚えずにはいられない。

　……これで、良いのかな……

　サクラと真昼はそれで良いと言ってくれるし、他のメンバーでも事情を知る者は「いかにもあなたらしい」と笑う。何より、賢人会議に魔法士が集まるようになってから、セラは目に見えて明るくなった。生活指し導どうの責任者として家事全般を教える日々が良かったのだろうか。小さな子供達に「セラお姉ねえちゃん」と慕したわれて照れる少女の姿は控えめながらも本当に楽しそうで、唇を少し動かすだけの可愛かわいらしい笑え顔がおもたびたび目にするようになった。

　ここにはあの子の居場所がある。

　それを守るために戦うのは、自分の何よりの責務のはずだ。

「それで、良いよね」

　難むずかしいことを考えるのはやめよう、と淡あわい夜間照明の中で一人うなずく。いかにも年代物らしいテーブルに背を向けて大きすぎるベッドの脇わきを抜け、スライド式の扉をくぐって廊下に進み出る。

　名前も知らない旧世紀の絵かい画がと精せい緻ちな細工のシャンデリアに彩いろどられた、迎げい賓ひん館かんの名にふさわしい真まっ赤かな絨じゆう毯たん敷じきの広い廊下。

　数名の魔ま法ほう士しがこっちの姿に気づいて軽く手を振り、思い思いの方向に小走りに去っていく。

　すでに明日あしたの調ちよう印いん式しきに関する基本的な準備は完了し、賢けん人じん会かい議ぎのメンバーの大半はそれぞれの部へ屋やで眠りについている。が、何しろ最終的に決まった調印式の警けい備び体制は昼間の事件を受けて急きゆう遽きよ変更されたもの。小隊長クラスの面々は細かなシミュレーションのために、夕食も返上で忙しく動き回っている。

　それに、この迎賓館の警備という問題もある。

　もちろんフェイ大使は周辺地域の自治軍の配備を強化してくれているが、それだけではやはり心こころ許もとない、というより経けい験けんの浅い年少の魔法士たちの不安を取り除くことが出来ない。話し合いの結果、賢人会議側からも第一級カテゴリーＡの魔法士が軍と共同でこの迎賓館の警備に当たることが決まっており、今も数名が一階のロビーに待たい機きしている。

　ディーの役目はその両方。今は他ほかのメンバーとの話し合いのために会議室に向かっている途と中ちゆうだし、その後は数時間ほど警備の任につくことになっている。

　まだまだ、夜は長い。

　廊下の角かどで立ち止まり、ふと視し線せんを頭上に向ける。

　……セラ、ちゃんと眠れてるかな……

　少女にあてがわれた部屋は自分がいる場所から三階ほど上のフロア。女性用に割り当てられた場所だから訪ねていくのは気がとがめるし、今はそんな時間も無い。

　……おやすみ。良い夢見てね……

　心の中で呟つぶやき、エレベータホールに向かって歩き出す。

　と。

「えー！　なんで？　なんでダメなの？」

　唐とう突とつに曲がり角の向こうから響ひびく、元気な男の子の声。

　何事かと様よう子すをうかがうディーの耳に、今度はずっと年上の、青年の声が届く。

「だから、無理なものは無理なんだよ！　考えれば分かるだろ！」困こん惑わくしきった声に大きなため息が続き「だいたい誰だれがそんなこと言い出したんだ？　シンガポールの市民と話がしたい、なんて、出来るわけ無いだろこの状況で」

　……え？……

　驚おどろいた拍子に思わず踏み出し、曲がり角の向こうに進み出てしまう。

　通路の先、エレベータホールには白人の青年が一人ひとりと、それを取り囲む子供が三人。

　驚いた様子でこっちを見返す都つ合ごう四人の魔法士にディーはぎこちなく笑い、

「こんばんは、レスティンさん。それに、カイル君とテイラー君とリノちゃんも」

　たちまち、わー、と歓声を上げる子供たち。

　こっちに駆かけ寄って後ろに回り込み、ディーの体を盾たてにするように顔を突き出して、

「ディーくんたすけて！」

「レスティンさんがいじわるなの！」

「なのー！」

　口々に騒さわぎ立てながら、こっちの背中を押して前に進ませようとする子供たち。

「え、ま、待って！」ディーはよろめきながら二歩、三歩と足を進め「レスティンさん！　あの、これいったい」

「聞いたとおりですよ」元モスクワ自治軍の少佐である炎使いの青年はなんだか泣きそうな顔で「相そう談だんがあるって言うから来てみれば、『島に帰る前に一度、シンガポールの人たちと話がしてみたい』なんて言い出して……。ディーからも説明してください！　私の話では聞かんのです！」

「いや、そんなこと言われても！」エレベータの前でようやく立ち止まり、振り返って「はいストップ！　みんな、ちょっとストップ！」

　どうにか子供達を押しとどめ、息を一つ。

　両手を膝ひざについて身をかがめ、小さな三人に目め線せんをあわせて、

「どういうことなの？　ちゃんと説明してほしいんだけど」

　出来るだけで優やさしい声で問うディーの前で、顔を見合わせる子供達。

　いずれも第一級カテゴリーＡの魔ま法ほう士し。Ｉ－ブレインの能力も戦せん闘とう経けい験けんも申し分ないということで今回の式典のメンバーに選えらばれてはいるが、どの子も見た目で言えばセラより年下、実際の年ねん齢れいで考えてもシティの研究室で作られてから半年と経たっていないはずだ。

「シンガポールの人たちと話がしたいって、これから共同で作戦とか研究とかすることになる軍や研究所の人たちのこと？　それだったら今話さなくてもこれからいくらでも機き会かいはあると思うけど、どうしてもって言うなら……」

　自分たちは明日あしたの調ちよう印いん式しきが終わると同時に一度シンガポールを離はなれることに決まっているが、フェイに頼めばどうにか都つ合ごうが付くかもしれない──そんなことを考えつつ提案してみる。

　が、子供達は一斉に首を横に振り、

「そうじゃなくて」

「この街に住んでる、普通の人とお話したいの」

「したいの！」

「……え……」

　さすがに、言葉を失う。

　いつの間にか子供達の後ろに回り込んだ炎使いの青年が、処置なし、とでも言うように首を横に振る。

「いや待って、なんでそんなこと」

「だって、真ま昼ひるさんが撃うたれて、市民の人たちが『仕返しされるんじゃないか』って怖がってるんでしょ？」

「え？　うん、それは」

　襲しゆう撃げき事件の噂うわさが広まったことによる街の反応についてはフェイから聞いているし、『賢けん人じん会かい議ぎに対してどういう行動に出るか想定できないので、市民との接触は可能な限り避さけるように』とメンバーの全員に対してもすでに通達が出ている。

　その事実を頭の中で再さい確かく認にんするディーの前で男の子は胸を張り、

「それってやっぱり、市民の人たちがぼくたちのこと良く知らなくて、ただ『シティに敵対してる悪い奴やつら』だと思ってるからだよね？　だから、そういう人たちのところにこっちから行って、ぼくたちのこと、ちゃんと分かってもらえば良いんじゃないかな、って」

「みんなで相そう談だんしたの」と、後を続ける女の子「今から賢人会議とシンガポールが同盟するのに、市民の人たちに怖がられたままってあんまり良くないんじゃないかな、って。どうにかして、今から仲良くした方が良いよね、って。だけど、政府の人が、賢人会議はこういう組そ織しきだから大丈夫、って説明しても市民の人たちは納なつ得とく出来ないと思うの。だから、わたしたちが自分から出て行って、『わたし』と『市民の人たち』で友達になれば、上う手まく行くんじゃないかな、って」

　黙だまって聞いていたもう一人ひとりの男の子も、笑え顔がおでうんうんとうなずく。

　……いや、ちょっと待って……

　あまりにも途と方ほうもない発想に頭がくらくらする。ディーは三人の顔を順に見比べ、唐とう突とつに、ある事に気づく。

　……そっか、この子たちって……

　三人はいずれもシティの研究室で作られてすぐの頃ころに賢人会議によって助け出された魔ま法ほう士し。もちろん三人ともシティに残っていれば実じつ験けん動物として兵器扱いされるはずだった子供達だが、実際にそういう経験をしたことがあるわけではない。シティにおける魔法士の扱いというものについては他ほかの魔法士から学んで知ち識しきとしては知っているはずだが、やはり話を聞くのと身をもって体験するのとでは実感が異なる。

　シティという存在に対して明めい確かくな敵意や悪感情を持っていないからこそ生まれる発想。

　それをどう扱えば良いのか、認めるべきなのか否定するべきなのかディーは戸と惑まどい、

「……分かった」うなずき、子供達の頭を撫なでて「けど、勝手にっていうのはダメだからね。真昼さん、はまだ寝てるから、フェイ大使に相談してみよう。それでダメって言われたら諦あきらめる。良いね？」

　子供達が瞳ひとみを輝かがやかせて歓声を上げる。後ろで聞いていた炎使いの青年が、ほっとした様よう子すでうなずく。

　こんな馬ば鹿かげた要求を、シンガポールの全権大使が認めるはずがない。

　それを分かっているのだろう青年の視し線せんにディーもうなずき返し、身を起こして手を叩たたく。

「ほら、三人とも、もう寝る時間だよ。明日あしたは大変なんだし、ゆっくり休まなきゃ」

　子供達が元気に、はーい、と手を挙あげる。部隊長である炎使いの青年に促うながされて、子供たちがエレベータに乗り込む。

　おやすみー、と揺ゆれる小さな手。

　ゆっくりと閉じるエレベータの扉を見送り、ディーは深く息を吐つく。

　……そういう考え方も、あるのか……

　市民の間に不安が広まっているというフェイの報告について、ディーはそれほどの問題も感じていなかった。もちろん厄やつ介かいなことではあるし将来的には改善されるのが望ましいことでもあるが、マザーシステムの機き能のう削さく減げんという賢けん人じん会かい議ぎの要求を考えればそれは仕方のないことだし、リスクとしてある程度目をつぶるべきものと認にん識しきしていた。

　そもそもディーが想定する「同盟相手としてのシンガポール」とは自治政府と軍、共同研究に参加する研究者たちのことであり、市民は言ってみればそれに連なる一つの構成要素。彼らの感情が問題になると言ってもそれは「自治政府の態度に影えい響きようを与える因子の一つ」という意味であり、市民の一人ひとり一人ひとりと友好関係を結びたい、などという発想は頭に浮かんだことさえ無かった。

　……冷たい、のかな……

　別にシティの市民に対して敵意を持っているということは無いし、そういう人たち一人一人と仲良く出来るならそれに越したことはないと思う。だけど、現実問題としてそれは不可能だ。シティでの安全で不便の無い暮らしを知って、それでも、自分の明日の食事を削けずってでも魔ま法ほう士しの権利を守るべきだと考えることが出来る人間などシティにはいない。真ま昼ひるや月つき夜よが元シティ市民であることを考えればもちろん完全にゼロではないのだろうが、一千万人というシティの人口の中にあっては小さすぎるその声はかき消され、押おし潰つぶされてしまう。

　シティ市民が自分たちに対して悪感情を持つのは当然であり、その中で自分たちの権利を押し通していくのが賢人会議の役目──

　そこに疑問符を突きつけられるとは、想像もしていなかった。

　……セラなら、なんて言うかな……

　正規の街から外れたスラム街であっても、シティの中で育った少女。普通の人間として育てられてある日突然自分が魔法士だと知らされ、軍に追われてシティを去ったディーの大切な女の子。シティには普通の人の知り合いも多くいただろう。あまり親しくしていた人はいないと本人は言っていたが、それでも顔見知りの人くらいはいただろう。

　そういう人たちを全すべて敵に回して、自分たちの権利を勝ち取る道。

　これまで考えた事もなかった。

　そうやって築きずき上げた魔ま法ほう士しのための安住の地で、あの子は本当に幸せになれるだろうか。

　自分のために平へい穏おんな暮らしを取り上げられたシティの人々を思って、苦しむ日がありはしないだろうか。

　……ぼくは……

　かすかなチャイムの音で我われに返る。目の前に開いたエレベータのドアをしばし呆ぼう然ぜんと眺め、慌あわてて中に乗り込んでタッチパネルを叩たたく。

　脳内時計とけいが告つげる時刻は午後十時十四分。

　あと一分もしないうちに、会かい議ぎが始まってしまう。

「急がなきゃ」

　両手で自分の頬ほおを軽く叩き、頭に渦うず巻まく余計な思考を追い出す。真ま昼ひるが撃うたれたことで弱気になっているのかもしれない。だから、こんな考えなくて良いことを考えてしまうのかもしれない。

　二本の騎き士し剣けんの柄つかに指を触れ、深く息を吐つく。

　今は、明日あしたの調ちよう印いん式しきを無事に成功させること。

　それだけを考えようと決めて、ディーは一人ひとりうなずいた。




　　　　††††††††††††††




　──それは、遠い日に捨てた夢の話。

　玩具おもちや箱ばこの一番奥に仕し舞まい込んだ小さな物語の、その続き──




　その日、神こう戸べの街で、一人の騎士が死んだ。

　たぶん、それが全すべての始まりだった。

　笑え顔がおがよく似合う、優やさしい人だった。休みの日にはよく家に遊びに来て、自分と双子ふたごの姉の相手をしてくれた。足が動かなくて車くるま椅い子すに座っているのにものすごく運動が得意で、バスケットボールでも卓球でも結局一度も勝てなかった。世界最強の騎士なんて呼ばれているくせに料理と掃除が大好きで、ときどき悲しそうに「戦争なんて遊びだけで良いのに」と言っていた。

　最後の日の前の晩に家にやってきて、乏しい材料で晩ご飯を作ってくれた。

　いつもと何も変わらない笑顔で自分と双子の姉の頭を撫なで、これから頑がん張ばるのよ、とお別れみたいな言葉を口にした。

　また明日ね、と手を振ったら、困った顔で少しだけ両目をこすっていた。一いつ緒しよに来ていた黒衣の騎士が「用事があるから」と車椅子を押して、二人ふたりは家を去っていった。父が病死して空あき室しつだらけになった家で双子ふたごの姉と二人ふたり、どうしたんだろうと顔を見合わせた。騎き士しがすでに退役していることは自分も姉も知っていたが、何しろ終戦から間もない頃ころ。復ふつ興こうのために軍に戻ることにしたのかも知れないと話し合いながら、その日は眠りについた。

　マザーシステムという言葉は、父の研究ノートで知っていた。

　が、その時はもちろん、そんな言葉を思い出すはずもなかった。

　翌朝すぐに軍司令部に呼び出された自分と姉は、騎士の母親である軍の最高司令官から娘の死を告つげられた。あまりにも急すぎる訃ふ報ほうに目を見開く自分たちに、最高司令官である女は淡たん々たんと葬そう儀ぎの予定を告げた。せめて最後のお別れをと泣く双子の姉に、女は「死体は残っていない」と答えた。軍の研究者達が駆かけ寄って、小声で女に何かを告げた。

　恐ろしい考えが、頭に浮かんだ。

　問いただす自分に、騎士の母親である女は沈ちん黙もくで応こたえた。

　空からっぽの棺ひつぎを花で囲み、葬儀は厳おごそかに執とり行われた。シティ・神こう戸べの教会につめかけた参列者のほとんどは軍人で、多くの者は英雄の死を嘆なげき悲しんでいたが、将官の幾いく人にんかはその顔に悔かい恨こんをにじませ、苦しそうに棺から目を逸そらした。自分は壊こわれたように泣き続ける姉の背中を手で支え、無言で唇をかみしめた。目の前で行われる茶ちや番ばん劇げきの嘘うそ、彼女の死の真実──それを叫びそうになる自分を、彼女の笑え顔がおを思い描くもう一人ひとりの自分が必死に押しとどめていた。

　騎士の夫として棺の傍かたわらに立った黒衣の青年はとうとう一粒の涙も流さず、ただじっと、壇だん上じように飾られた彼女の笑顔を見つめていた。

　──紅ぐ蓮れんの魔ま女じよと呼ばれた騎士が、死んだ。

　それが、全すべての始まりだった。

　黒衣の青年は短い別れの挨あい拶さつを自分たちに告げ、式の翌日には神戸の街を後にした。双子の姉は寝室に引きこもり、ただひたすらに泣き続けた。自分は真まっ暗くらな居い間まのソファーに座って一晩考え、少し前に父の遺い品ひんを整せい理りしていて見つけた一つの資料を姉に手渡した。

　天あま樹ぎ健けん三ぞうの最後の研究、『全ての魔法士の最終形』と呼ばれる実じつ験けん体たい。

　二人でこの子を捜しに行こう──そう告げた言葉は、結局のところ、神戸を離はなれるための口実だった。

　長い長い旅の果てに、モスクワの外れの地下施設を見つけた。地下深くで眠っていた魔法士の男の子に、自分は「錬れん」という名前をつけた。

　遠い日に友人とかわした、たわいもない会話。

　遺伝子の設計図でしか存在しないまだ見ぬ子供に「男の子なら錬、女の子なら桜さくら」と名付けたその言葉をたまたま思い出したのは、考えてみれば途と方ほうもない偶然だった。

　双子の姉と小さな弟と自分。三人で世界のあちこちを旅した。軍に追われ、正体を隠かくし、町から町へと流れる日々。空はどこまで行っても闇やみ色いろで、降ふり積つもる雪は何もかもを押おし潰つぶしていくようだった。行く先々で出会う人々は日々をたくましく生きていたが、その表情にはやはり憂うれいと翳かげりが見え隠れし、伝え聞く世界の情勢にも明るい兆きざしは無かった。

　追っ手を逃のがれるためにシティのネットワークにハッキングを仕掛け、膨ぼう大だいな情報を入手した。

　七つのシティが共同で行っていた雲の除去プロジェクトが頓とん挫ざした──そんな、信じられないデータを見つけたのは、ただの偶然だった。

　技術の限りを尽くしてかき集めた情報を総合して分かったことは、数年の歳月と国力の全すべてを投じて行われた『世界再生計画』と呼ばれるその試みは不可能という結けつ論ろんをもって終了。シティ間の協力体制は崩ほう壊かいし、各おの々おののシティは独自に生き残りの道を模も索さく、つまり、マザーコアの開発を再開したということだった。話を聞いた双子ふたごの姉は食事の席でこそかろうじて平静を保っていたが、小さな弟が眠るやいなや怒りを爆ばく発はつさせ、目に付くものを手当たり次第に壁かべに投げつけ始めた。

　自分はそんな姉の手をつかんで引ひき留とどめ、泣き叫ぶ彼女を必死になだめた。そうすることでどうにか自分を抑おさえ、怒りを静めようとした。でも、それは不可能だった。神こう戸べの街を守るために生いけ贄にえになったあの人、別れの前の日に見た優やさしい笑え顔がおを思い出すだけで、心が真まっ黒くろに染そまっていくのを感じた。

　気がついたときには姉と二人ふたり、自分も泣いていた。

　泣きながら、これではダメだと思った。

　このままではダメだ。シティが世界全体の復ふつ興こうを断念して自国の保身に走れば、そこから先の発展はあり得ない。そして、その保身のために使われるのはマザーシステム、つまり魔ま法ほう士しの命。エネルギー資源のほとんどを失った人類に残された唯ゆい一いつの力は情報制せい御ぎよ理論だというのに、その担い手である魔法士を虐しいたげ、憎ぞう悪おの種をまくことでシティはかろうじてその命をつないでいる。

　六つのシティ、人類と魔法士──この地球上に生き残った全ての者が力を合わせなければ到底この難なん局きよくを乗り切ることは出来ないというのに、人々は互いに対立し、他者を踏み台にして己おのれの身を守ることで緩かん慢まんに滅びの道を転がり落ちている。

　……どうすればいいのかと思った。

　それが世界の現実だというのなら、どうすれば世界を変えられるのかと思った。

　毎日毎日考えて、一つだけ方法を思いついた。今のシティはマザーシステムというエネルギー源によって一応の安定を手に入れ、外界から孤立することを可能としている。ならば、そのエネルギー源を外側から揺ゆさぶり、世界に目を向けざるを得ない状況を作り出してやればどうだろう。

　たとえば、マザーシステムに反対し、魔法士の解放を謳うたう組そ織しきが出現する。

　その組織が、シティに宣戦を布告するという展開はどうだろう。

　組織はシティの内外でシティに反感を持つ魔法士を吸収し、シティに匹ひつ敵てきする力を手に入れる。そうやって巨大になった組織で適当なシティと交渉し、たとえば『マザーシステムの機き能のうを削さく減げんし魔ま法ほう士しの地位を向上させる代わりに軍事力を提供する』という形の同盟を結ぶ。だが、この同盟は組そ織しきの力が増加し、全すべてのシティが同盟関係を望むようになった時点で破は綻たんする。そのタイミングで組織の行動方針を平和的な物へと転化し、結果としてこの地球上に『全てのシティと魔法士が協力した状態』を作り上げる──

　我われながら、良い考えだと思った。

　初めは思いつきに過ぎなかった計画はすぐに具体性を帯び、夜中にこっそり起き出しては携けい帯たい端末にアイディアを書き込むのが自分の日につ課かとなった。

　膨ぼう大だいな展開予想をシミュレートした、膨大な数のメモ書き。誰だれにも見られないようにファイルに厳げん重じゆうなロックを施ほどこし、持っている全ての端末にデータを分散した。様さま々ざまなパターンに分ぶん岐きして作成した作戦計画は数万を数え、自分でもどうにか満足できるレベルの準備が整ととのった。

　残された問題は一つ。その『組織』のリーダー、魔法士のためにシティと戦う指し導どう者しやを、誰だれにするか。

　残念ながら、考えはそこで行き止まりだった。

　自分でやる、という解決策は成立しない。魔法士の権利を守るためにシティを滅ぼそうという組織の代表者がＩ－ブレインを持たない人間では、当の魔法士達の信頼が得られない。リーダーは魔法士、それも、組織の主張を考えれば実じつ験けん室しつで生み出された先天性の魔法士でなければならない。

　そして、もちろん魔法士なら誰でも良いというわけではない。

　その魔法士は少なくとも、シティと戦う気き概がいと、それを裏付けるに足る能力を持っていなければならない。

　もちろん組織のリーダーをつとめるからには、それにふさわしいカリスマも備そなえていなければならない。何が何でも魔法士を守らなければならないという信念も必要になる。だが、憎ぞう悪おや復ふく讐しゆう心しんでシティと戦う者ではいけない。世界を欺あざむくためにリーダーは本気でシティと戦わなければならないが、最終的に平和的な組織へと転向を果たすために、リーダーはその戦いを止めることの出来る者でなければならない。

　そんな都つ合ごうのいい者など、どこにもいない。

　経けい験けんを積つんだ大人おとなでも難むずかしいだろうその資質を、実験室で生まれて数年しか経たっていない魔法士に求めることなど不可能だ。

　もちろん、錬れんではダメだ。優やさしいあの子は目の前で困っている人を助けることは出来ても、明めい確かくな信念を持ってシティと戦うことなど出来ない。マザーシステムの真実を知れば憤いきどおり、魔法士を助けたいと願ねがうだろうが、その結果として犠ぎ牲せいになるシティの市民の存在を忘れることなどあの子には出来ない。他ほかの魔法士でも同じ。魔法士としての能力と組織の指導者としての資質。全てを兼ね備えた『誰か』が目の前にいきなり現れることなどあり得ない。

　……だから、いくら考えても答えは同じ。

　計画は、そこでお終しまいだった。




　ファイルには全すべて最高レベルのロックをかけ、端末の記き憶おく領域の一番奥に放り込んだ。

　いっそ消去してしまおうかと何度も思ったが、どうしても出来なかった。

　残念だといくら考え直しても、結けつ論ろんは変わらない。この組そ織しきにはリーダーが必要で、リーダーが務つとまる者がどこにも居ない──それだけが問題で、それが全てだ。そもそもが無理な計画。その無理を実現するための歪ゆがみを一点に押しつけられたのが組織のリーダーなのだから、ふさわしい「誰だれか」が見つからないからと言って嘆なげくのは身勝手というものだ。

　悔くやしくても、残念でも、結けつ論ろんは同じ。

　この計画は、出発点から破は綻たんしている。

　シティの正義を認め、シティに住む人々にも生きる権利があることを認め、それでもシティと戦う道を選えらぶ。シティに対する憎悪ではなく魔ま法ほう士しに対する純粋な義務感に従い、あらゆる困こん難なんに屈することなく組織を束たばねる。けれども敵であるシティに対する敬意は決して失わず、時にはシティとも手を取り合うことが出来る……そんな、都つ合ごうの良い、物語の主人公のような魔法士などいるはずがない。

　だから僕は、この計画を胸の奥にしまい込み、忘れることにする。

　所しよ詮せんは夢物語。

　一人ひとりの人間、それも子供の頭の中から生まれたちっぽけな考えで、世界を変えることなど出来るはずがない。

『……天あま樹ぎ真ま昼ひる！　貴方あなたは私を馬ば鹿かにしているのか！』

　──だけど、もし。

　もしそんな都合の良い、夢物語みたいな子が目の前に現れたら。

『……私は、この世界のどこかに、あの子たちの居場所を必ず作ってみせる』

　そして、その子が自分に救いの手を求めたなら、その時は。

『……そのぐらいは、貴方に任せても良いのだろう？』

　その時は──
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　目を開けると、暗い天てん井じようがあった。

　真昼はゆっくりと息を吐つき、ベッドの上に身を起こした。

　たちまち視界がぐらりと傾き、とっさに傍かたわらの壁かべに手を当てて体を支える。頭に上う手まく血が回っていない。おそるおそる体を戻して右手を目の前に掲げ、手首に貼はり付けられた栄養剤投与のためのチューブを発見する。

　いつの間にか着せられた病院着の胸元には、何重にも巻かれた白い包帯。

　心しん臓ぞうの上あたりを指先で軽く確たしかめ、おおよその状況を理解する。

「……助かった、ってことか」

　呟つぶやいた拍子に軽く咳せき込み、諦あきらめて再びベッドに横になる。ようやく闇やみに慣なれた目で、周囲をぐるりと見回す。小型の医い療りよう機き器きがいくつも置かれた、おそらくはシティの病院の一室。枕まくら元もとのテーブルには卓上ライトと水差しに、自分の携けい帯たい端末。

　ライトのスイッチに手を伸ばしかけてやめ、シーツを胸元まで引き上げる。

　仰あお向むけの姿勢で天てん井じようを見上げ、束つかの間ま、目を閉じる。

　……無ぶ様ざまだね……

　らしくないな、と思う。襲しゆう撃げき者しやの狙ねらいに撃うたれる直前まで気がつかないなんて、全く自分らしくない。抗こう議ぎのデモに集まった市民を扇せん動どうして暴ぼう動どうを引き起こし、その隙すきにターゲットの要人に接近する。教科書通りのわかりやすい手だし、そうである以上は敵の狙いが賢けん人じん会かい議ぎの中で個人戦力として最も脆もろい自分であることぐらいすぐに気がつくべきだ。

「……疲れてるのかな」

　呟いた言葉に、自分で納なつ得とくする。賢人会議として活動を始めてから一年近く。世界を相手にいくつもの作戦を動かし、何度か危ない橋も渡ってきた。自分では軽々とこなしているつもりだったが、心労というのは目に見えないところで溜たまっていくもの。加えて、この半年は余計な悩みの種が増えたおかげで、眠れない日が何度もあった。

「ウィッテンのせいだよ、まったく」

　枕元の携帯端末を手探りにつかみ、寝そべった格かつ好こうのままスイッチを入れる。三重のロックを解除してシステムを起動し、データベースの一番奥に隠かくされたファイルを立体映像ディスプレイに展開する。

　真ま昼ひるの友人だった青年の最後の研究、『雲を除去する方法』。

　何度読み返したか分からないファイルに再び目を通し、ベッドの中で一人ひとり、わけもなく苦笑する。

　……まあ、なんとかやってみるよ……

　要するにこれは自分への宿題なのだろう、と真昼は思う。この研究結果をそのまま実行することが可能だとは、もちろんウィッテンも思っていなかったはず。にもかかわらず自分宛あての遺い書しよの中で研究を明あかしたのは、言ってしまえばあの青年から自分への『挑戦』。ここまではやっておいたから後はよろしく、といつもの笑え顔がおで手を振る青年の姿が見えるようで、自然と笑いがこみ上げてくる。

　……にしても……

　つくづく、巡り合わせとは不ふ思し議ぎなものだ。ウィッテンが最後に残した魔ま法ほう士し、遠いあの日に自分が「サクラ」と名付けた、まだ生まれぬ小さな命。その少女と自分が十数年後に再び出会い、共に戦うことになると知ったら、あの青年はどんな顔をするだろう。

「さすがに、びっくりするかな？」

　懐なつかしい夢を見た。遠い昔、自分と月つき夜よと錬れんがまだ世界をさまよっていた頃ころの記き憶おく。少年だった自分が悲しみから立ち直るために生み出した、「世界を変える」という途と方ほうもない企たくらみ。

　出来るはずがないと諦あきらめて記憶の底にしまい込んだ、夢物語。

　それが現実のものとなる日が来るなんて、考えた事もなかった。

　メルボルン跡地の町で初めてサクラと会ったときも、もちろん「計画」を思い出すことはなかった。魔ま法ほう士しとしての力は申し分ないし、子供達のために戦うという信念は本物だが、何しろ視野が狭せますぎる。「シティの側の正義」を正面からぶつけられれば目をふさいで自分一人ひとりの道に突き進むか、良くても砕くだけて二度と立ち上がれなくなるのがせいぜいだろうと思った。

　だが、その予想は覆くつがえされた。

　盲信に走るのではなく、絶望するのでもなく、少女は自分を「悪」と認めてそれでも戦う道を選えらんだ。

　立ち上がって欲しいと願ねがってはいたが、本当に立ち上がれるとは思っていなかった。ただ、シティの正義の前に絶望してそれでも子供達を逃がすために我わが身みを犠ぎ牲せいにすると言う少女に、もう一度生きる力を取り戻して欲しいと思ったに過ぎなかった。そして、その願いに少女はこれ以上ない形で応こたえた。シティとマザーシステム、人間と魔法士。自分を取り巻く世界の全すべてを認めて、それでも少女は足を踏み出した。

　──この世界が私を認めないというのなら、私は喜んで世界の敵になろう──

　地下の庭園、舞まい散る桜さくらの花びらの下で叫ぶ少女の声を聞いたとき、真ま昼ひるの心は決まった。

　この子を自分の夢物語の主人公にしよう。

　今は未み熟じゆくなこの子を育て上げ、世界を救う英雄にしようと決めて、真昼は走り出した。

　サクラは自分のことをお飾りのリーダーだと思っているかも知れない。『魔法士を救いたい』という夢物語を現実の物にしたのは真昼で、自分は不要だと思っているかも知れない。

　だけど、それは違う。

『天あま樹ぎ真昼』の夢物語に続きをくれたのは、あの子。

　胸の奥で埃ほこりをかぶっていた計画を引きずり出してくれたのは、あの日、傷つき倒れてもついに輝かがやきを失わなかった、少女の燃もえるような黒い瞳ひとみだった。

　……ありがとう……

　面と向かっては一度も口にしたことのないその言葉を、心の中で呟つぶやく。そう遠くない将来、全てが終わったら、きちんとあの子に伝えよう。その時には自分の計画のことを──最初から、シティを倒すつもりはなかったのだということを説明しよう。

　平手打ちぐらいは食わされるかも知れないけど、不ふ思し議ぎと、大おお事ごとにはならないんじゃないかという気がする。

　だって、あの子は優やさしい子だから。

　怒っても暴あばれても拗すねても、最後には相手の気持ちを分かってくれる子だから。

「その時は、このことも話さないとね」

　目の前に浮かぶディスプレイを指で弾はじく。とはいえ、これを説明するのは難なん題だい。いったいどこから話したものか、正直言って見当も……

　……あれ……？

　不意に視界がかすみ、力の入らなくなった腕がベッドに落ちる。おそらくは手術の疲れと失血によるものなのだろうが、体が負ったダメージは思いの他ほか深いらしい。

　……とにかく、これだけは消しとかないと……

　上う手まく動かない指で、ともかく立体映像ディスプレイを消去し、携けい帯たい端末のシステムを停止させる。専用の画面を開いてロック用のパスコードを一つ目、二つ目と順に入力し、

　……マズい……

　一番強固で一番重要な、三つ目のパスコード。

　タッチパネルを逸それた指が、サイドテーブルから滑り落ちた。
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　スライド式の扉が開く音が、静せい寂じやくの中に思いがけなく強く響ひびいた。

　サクラは息をのんで動きを止め、左右の廊下をわけもなく見回した。

「……入るぞ、真ま昼ひる」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいて、ドアの隙すき間まに身を滑り込ませる。後ろ手にゆっくりと扉を閉め、大きく息を吐ついてベッドに視し線せんを向ける。

　闇やみの中で静かな寝息を立てる、青年の横顔。

　足音を殺して歩み寄り、傍かたわらの椅い子すにそっと腰掛ける。

　……まだ眠っているのか……

　脳内時ど計けいが告つげる時刻は深夜の零れい時じ。ディーもセラもすでに迎げい賓ひん館かんに戻り、他の魔ま法ほう士し達と共に明日あしたに備そなえて眠りについている。本来ならサクラもそうすべきなのだが、どうしても真昼の様よう子すが気になって護ご衛えいという名目で病院に残らせてもらったのだ。

　今は明日の細かな調ちよう整せいのために少し病室を離はなれ、戻って来たところ。

　エレベーターを降りたところでこちらの方から物音を聞いた気がしたのだが、どうやら気のせいだったらしい。

「なかなか、目を覚まさないものだな」

　医師の話では「明日の朝までには」ということだったが、その場合、明日の朝というのはぎりぎりの、最低限のラインということになる。ならば、今すぐ目覚めてもおかしなことは何もない。自分がこんなに心配しているのだから、この青年は一分一秒でも早く目覚めるべきなのだ。いくら大けがをしたからといって、呑のん気きに寝ているとは何事か──

　身勝手な理屈を心の中で並べるのに疲れて、ため息を吐つく。

　椅い子すから立ち上がり、ベッドの縁ふちに手を置いて、青年を見下ろす格かつ好こうで身を乗り出す。

　……本当に、大丈夫なのだろうな……

　青年の寝顔をまともに見るのは初めてだということに、唐とう突とつに気づく。整ととのった睫まつ毛げ、まっすぐな鼻筋。細い唇は心なしか血の気が引いていて、すらりとした頬ほおのラインも少しやつれて見える。漏もれ聞こえる寝息はどこか頼りなくて、そのまま止まってしまいそうな錯さつ覚かくを覚える。

　胸に巻かれた包帯が痛々しい。

　普ふ段だんの自信に満ちた態度とはかけ離はなれたその姿に、どうしてだか、胸が苦しくなる。

　……貴方あなたは、こんなにも簡かん単たんに傷つくのだな……

　青年がＩ－ブレインを持たないただの人間だという事実を改めて思い知らされる。真ま昼ひるは魔ま法ほう士しではない。運動を加速して銃弾をかわすことも出来なければ、盾たてを作って受け止めることも出来ない。だから、至し近きん距きよ離りから銃で撃うたれれば為なす術すべがない。当たり前のように傷つき、当たり前のように血を流し、状況が悪ければ当たり前のように死ぬ。

　初めて会ったときから知っていたはずの、現実。

　それを目の前に見せつけられて動どう揺ようしている自分に、サクラは驚おどろく。

「……私とは、違うのだな」

　無む意い識しきに動かした手が、ゆっくりと青年の唇に伸びる。指先が唇に触れる寸前で我われに返り、慌あわてて手を引っ込める。心しん臓ぞうの鼓動が激はげしさを増す。青年を守れなかった後悔とも違う、得え体たいの知れない感情。おかしい。自分がどうしてしまったのかわからない。サクラは真昼の寝顔から目を逸そらし、胸に手を当てて大きく深呼吸し、

　……あれは……？

　ベッドの下に転がる、黒い、板状の物体。

　それが真昼の携けい帯たい端末だと理解するのに、しばらく時間がかかる。

　……テーブルに置いてあったはずだが……

　それではやはり、自分がいない間に真昼は一度目覚めたのだろうか──そんなことを考えつつ、携帯端末を拾い上げる。

　小さな端末をテーブルに戻そうとしてふと手を止め、少しためらってからスイッチに指を触れる。

　……確たしか、前に触ったときには……

　随ずい分ぶん前にこの端末の中身を盗み見ようとした時のことを思い出す。確かニューデリーの事件のすぐ後、真昼の勝手な作戦の数々に怒り狂った挙あげ句くの行動だ。あのときは結局、システム起動のパスコードが突破できずに断念した。三重にかけられたロックのうち二つまでは突破できたのだが、三つ目の最も厳げん重じゆうなセキュリティがどうしても解除できなかった。だから、残念ながら今回──

「ぬ？」

　黒い背景に白字が浮かぶ、いかにも青年らしい簡かん素そな起動画面。

　三重のロックを示すシンボルマーク、その最も重要な三つ目のアイコンの隣となりに表示された「OPEN」の文字を前に、サクラはしばし動きを止める。

　立体映像のディスプレイにおそるおそる手を伸ばし、セキュリティの状況を改めて確かく認にんする。あるいは真ま昼ひるの悪ふざけではないかと腕組みして考え、幾いくつかのテストを試ためしてみる。

　何度繰くり返しても、結果は「異常なし」。

　今なら、この端末の中身を自由に閲えつ覧らんすることが出来る。

「わ……私は悪くないぞ」青年の寝顔に横目を向け、一人ひとり呟つぶやく。「パスコードが解除されていたのだから仕方ない。うん、これは不可抗力だ」

　残る二つのコードを入力している時点でそんな言いい訳わけが通るはずもないのだが、ともかく自分を納なつ得とくさせて作業を進める。タッチパネルを叩たたいて待つこと数秒、ディスプレイに映し出される色とりどりのアイコンに感かん嘆たんのため息を漏もらす。

　とはいえ、真昼がいつ目覚めるかわからない以上、全すべてのファイルを開く余裕は無い。

　一番重要なデータはどれかと記き憶おく領域を探り、これはと狙ねらいを定めて一番奥に隠かくされていたファイルをディスプレイに展開する。

　もちろん、そのファイルをどうこうしようというつもりは無い。

　ただ、何かの時にファイルの中身について言及して、いつもいつも自分を言い負かす青年をびっくりさせてやろうというだけのことで……

「これは……」

　展開された文書を読み進める視し線せんが、止まる。

　驚きよう愕がくに見開いた目が、ディスプレイから動かせなくなる。

「サクラ？」

　突然の声に我われに返る。ぎこちなく視線をベッドに向け、こっちを見上げる黒い瞳ひとみに悲鳴を上げそうになる。

　ベッドにゆっくりと身を起こす、黒髪の青年。

　とっさにディスプレイを消去し、携けい帯たい端末をベッドの上に放り出す。

「見たの？」

　青年はいつもと変わらない穏おだやかな声で呟き、端末を手に取る。細い指でタッチパネルを操そう作さし、サクラがたった今閉じたファイルをディスプレイにもう一度展開する。

『雲の除去に関する研究』と書かれた、短い論ろん文ぶん。

　ベッドの傍そばに立ち尽くしたまま、うなずく。

「そっか」

「……これは、何だ？」

　震ふるえそうになる体を両手で押さえて、かろうじて声を絞しぼり出す。

　真ま昼ひるは息を吐つき、立体映像のディスプレイをこっちの目の前に動かして、

「ウィッテンの最後の研究。北ほつ極きよく衛えい星せいでサクラ達が見つけた遺い書しよの中に隠かくれてたデータだよ」

「父とう様さまの……」呆ぼう然ぜんと呟つぶやく自分の声を、どこか遠いところで聞く。「では、ここに書かれているのは」

「全部本当。理り論ろん的てきな裏付けも完かん璧ぺきだよ」真昼は力なく笑い「南なん極きよく衛星に向かったウィッテンは諦あきらめなかった。最後の最後に、ちゃんと世界を救う方法を見つけたんだ。すごいよね」

「ふざけるな──！」ほとんど反射的に、サクラは叫ぶ。「何がすごいものか！　こんな方法で世界を救って何の意味がある！　父様は、父様はどうしてこんな……」

「でも、確たしかに画期的な方法だよ」真昼は泣いているような、笑っているような、奇妙な表情でディスプレイを見上げ「世界を覆おおう『雲』は北極衛星と南極衛星を核として形成された巨大な論理回路だ。内部に電でん磁じノイズを発生させて情報制せい御ぎよを阻害しているけど、『雲』自身を形成している論理回路──情報の通り道の部分にならアクセスすることが出来る。だから、その通り道を介して『雲』を上回るぐらい大きな情報構造体をぶつけてやって、二つの衛星と全部の雲を同時に情報解体する。……って言うと、随ずい分ぶん単純な方法だよね」

「……情報解体に必要なのは魔ま法ほう士しおよそ二千人。何らかの手段でその魔法士全員のＩ－ブレインをリンクさせ、クラスターを形成することで情報制御を起動する」うわごとのように、サクラは後を続ける。「だが、それ自体は難むずかしいことではないし、情報制御を行う魔法士に何らかの特別な負担を強しいるという類たぐいのものでもない。……問題は、このクラスターの性質。魔法士同士のリンク構造は、地球上に存在する『ある物』に極きわめて弱い」

　それこそが、ウィッテンが見いだしたという雲の除去手段の、唯ゆい一いつの問題。

　ウィッテンが、そして真ま昼ひるが、この理論の存在を隠かくさなければならなかった理由。

「そう。……そして、その『ある物』っていうのは、『Ｉ－ブレインを持ってない普通の人』のこと」

　どこか疲れたような真昼の声。

「魔法士じゃないのに魔法士に近い性質を持った情報構造体──『普通の人』の存在は、このクラスターにとって致命的なノイズになる。そういう物がこの地球上のどこかに存在しているだけで、情報制御には綻ほころびが発生し、雲の除去は必ず失敗してしまう」

　それが世界最高の数学者と呼ばれた青年の得た解答。

　つまり──

　つまり、この方法で雲を取り除き、世界に青空を取り戻すためには、

「──この地球上から、Ｉ－ブレインを持たない普通の人間を一人ひとり残らず消去すること」

　静かな声。

　真ま昼ひるは、ディスプレイ越しにサクラを見つめて悲しそうに笑い、

「それが、ウィッテンが見つけた、『世界を救う方法』だよ」




　窓そう外がいを行いき交かうフライヤーのライトが、闇やみの病室を一いつ瞬しゆんだけ照らした。

「実際には、普通の人の総人口を今の十分の一──二千万人ぐらいに減らせば十分かな？」

　真昼はディスプレイを自分の手元に引き寄せ、新たなファイルを開いた。

「そのぐらいノイズ源が少なくなれば、計算上はシステムを起動できる。って言っても、その状態で情報制せい御ぎよを始めたらクラスター自体がノイズを除去しようとする作用で残った普通の人間もみんな原子レベルまで分解されちゃうから、人類全滅っていう結果は同じなんだけどね」

　シミュレート結果を表す幾いくつかのグラフが、青年の前に浮かぶ。

　長い、長い沈ちん黙もく。

　サクラは息を吐つき、ようやくのことで声を絞しぼり出した。

「……なぜ、黙だまっていた？」

「ごめん。いつかは、ちゃんと話すつもりだったんだ」視し線せんをうつむかせる、黒髪の青年「だけど、賢けん人じん会かい議ぎとシンガポールの同盟はまだ成立してない。シティと魔ま法ほう士しの全面戦争っていう展開は十分にあり得る。……だから、今この話を教えるのはマズいと思って」

「……私が暴ぼう挙きよに出るかも知れないと恐れた、ということか？」

「いや、すぐにそうなるとは思ってなかったけど、なんて言うか……」

「ふざけるな──！」

　頭の中が、怒りに染そまる。

　勢い任せに突き出した手で青年の肩をつかみ、ベッドに押し倒す。

「痛っ！　さ、サクラ！」

「ふざけるな天あま樹ぎ真昼！」

　振り上げた拳こぶしが、真昼の顔を逸それて何度もベッドを叩たたく。

　涙をこらえて青年の頬ほおを両手で押さえ、黒い瞳ひとみをこれでもかと睨にらみ付ける。

「私がそれほど短たん慮りよと思ったか！　シティとの同盟を控えた今になって、私がそんな方法に心を動かされると思ったか！　いや、仮に同盟が無くとも、私が人類を根ね絶だやしにするような方策を良しとすると思ったか！　私が、私が──！」

　零こぼれた涙が一滴、青年の頬に跳はねる。

　サクラは、ひぅっ、とねじれた吐と息いきを飲み込み、声の限り叫んだ。




「──私が貴方あなたを殺すような選せん択たくを肯定すると、本気で思っていたのか！」




　真ま昼ひるが、ぽかんと口を開けた。

　呆ぼう然ぜんと目を見開く青年を前に、サクラもまた、驚きよう愕がくに息をのんだ。

　……私は、いったい、何を……

　そんなことを言うつもりでは無かった。この場にふさわしい言葉など、他ほかにいくらでもあった。世界の情勢とか賢けん人じん会かい議ぎに属する魔ま法ほう士しの感情とか、そういう組そ織しきのリーダーにふさわしい論ろん理りを頭の中では考えていた。ほんの数秒前、口を開く直前までは、もっときちんとした言葉で青年の考えの浅はかさを、自分を侮あなどった事実を責めるつもりでいたのだ。

　なのに、飛び出してきたのは、自分でも思ってもみなかった言葉。

　頭の中が、一気に真まっ白しろになった。

　そもそも、今の自分の発言はおかしい。シティと戦う組織のリーダーならば当然「最終的に人類を滅ぼす」という手段を選せん択たく肢しとして持っておくべきで、責めるべきはその方法が存在することを知っていながら自分に伝えなかった真昼の裏切りだ。青年が示した雲の除去手段それ自体には否定すべき明めい確かくな根拠はなく、本来なら手放しに喜ぶべき発見のはずだ──

　そのはずなのに、頭ではそう理解しているのに。

　言葉は止めどなく、堰せきを切ったように流れ出していく。

「答えろ真昼！　私が自分の目的のために貴方あなたを切り捨てて、それで良しとすると思ったか！　私がシティの為い政せい者しや共と同列だと貴方は言うのか！　貴方と私は仲間ではなかったのか！　貴方は私をそんな目で見ていたのか──！」

　自分はいったい何を言っているのだろうと、頭の中の冷静な部分で考える。まるで理屈の通らない、子供の泣き言のような論ろん理り。組織のリーダーとしての立場も魔法士を救うという信念もかなぐり捨てたような言葉が、胸の奥から次々にこぼれ落ちていく。

　ふと、北ほつ極きよく衛えい星せいでの会話を思い出す。

　自分と同じ『元型』の少年が発した問い──「魔法士は人間か、それとも人間ではないか」。

　その答えはまだわからないけれど、少なくとも、自分が本当の意味での『世界の敵』になれないことは、たった今はっきりした。

　自分は真昼を殺せない。そうすれば魔法士達を救えるとわかっていても、自分には目の前の青年を切り捨てることは出来ない。そして、その事実はたぶん真昼の双子ふたごの姉や真昼の友人知人、そういった『真昼とつながりのある人々』に対しても影えい響きようを及ぼす。青年が悲しむことがわかってしまったら、自分は最後の一いつ線せんでかならず躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　だから、自分には、Ｉ－ブレインを持たない人々を一人ひとり残らず滅ぼすことなど出来ない。

　世界の敵が聞いて呆あきれる。

　同胞のためにどんな罪も背負うと決めた遠い日の誓いは、どこへ行ってしまったのか。

「私は……私は……！」

　自分で自分がわからない。どうしてこんなに苦しいのか、どうしてこんなにも怒りがこみ上げるのか。胸の奥に渦うず巻まく得え体たいの知れない感情の正体が、サクラにはどうしてもわからない。

　涙があふれる。

　小さな滴しずくが次から次へと頬ほおを伝い落ちて、止められなくなる。

「……サクラ」

「っ──！」

　静かな声が呼吸を止める。組み伏せられたままこっちを見上げる青年の瞳ひとみの思いがけない優やさしさに、サクラは動けなくなる。

　熱ねつを帯びた手のひらが、頬を撫なでる。

　細い指が、そっと涙をぬぐう。
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「ごめんね」

「……何を、謝あやまる……？」

　ひどくおかしな言葉が零こぼれる。真ま昼ひるに問うまでもなく、自分の怒りの元げん凶きようなど自分が一番良く知っているはずだ。

　だが、今のサクラにはその「自分」がわからない。

　だから、青年の黒い瞳を見つめて、じっと答えを待つ。

「……この研究のことを、サクラに黙だまってたこと」

「うん」

「サクラのことを、信用してなかったこと」

「うん」

「それから……心配かけたこと」

「そうだ」

　うなずき、涙を拭ふくことも忘れてサクラは笑う。

　自分の胸の一番奥、あらゆる感情の底にある物の正体に、サクラはようやく気づく。

　……私には、貴方あなたが必要だ……

　青年の怪け我がを憂うれう心も、青年の偽いつわりに憤いきどおる心も、初めにある物は全すべて同じ。

　ひどく単純で、幼い、青年に対する親愛の情。

　……子供なのだな、私は……

「サクラ、僕は」

「いつかは、話すつもりでいたのだろう？」青年の言葉を、静かに遮さえぎる。「私に黙だまっていたのは、貴方なりの考えがあってのことなのだろう？」

　認めてしまおう、とサクラは思う。

　自分には決して、目の前の青年を切り捨てることは出来ない。

　たとえ青年が心の奥で何を考えていたとしても、最後には裏切られるかも知れないとしても、自分の理想と青年の命を引き替えにすることは出来ない。仮に青年一人ひとりを魔ま法ほう士しにして救うことが出来たとしても、青年が人間であることをやめられない限り、自分には、青年につながる多くの「ただの人間」の存在を忘れることは出来ない。

　真ま昼ひるは、かけがえのない仲間なのだから。

　メルボルン跡地の町で絶望にうちひしがれていた自分をここまで導みちびいてくれたのは、彼なのだから。

「なら、良い」無言でうなずく青年に、答える。「貴方を信じる。……他ほかならぬ、私と貴方の仲だからな」

　青年の細い唇が、ありがとう、という形に動く。

　窓そう外がいを走るフライヤーのライトが、二人ふたりの横顔を照らした。




「……神こう戸べ自治軍の生き残り？」

　壁かべに掛けられた時計とけいの針が、かすかな音を立てた。

　水の入ったグラスを差し出して問うサクラに、真昼は、うん、とうなずいた。

「証しよう拠こがあるわけじゃないけど、間違いない。あれだけ組そ織しき的てきな工作が出来る東洋人の集団で、シティの正規軍に属してないっていったら、シティ・神戸を脱出した自治軍……情報部あたりの人間しかあり得ないよ」

　なるほど、とサクラは青年の背中に手を伸ばす。

　ゆっくりと身を起こす真ま昼ひるの体を支え、ぎこちなく動くその手にグラスを握らせて、

「反対派の議ぎ員いんが雇った手て駒ごま、ということか？」

「見返りはこのシティの市民権、っていうことになるんじゃないかな。たぶん、最初にシンガポールと僕らの同盟の話が出た半年前から、こっそり準備してたんだと思う」

「我われ々われは、どうすれば良い？」

「とにかく、不用意な動きを控えることだね」真昼はグラスの水をゆっくりと飲み下し「光耀クアンユーの予言っていう大前提がある以上、同盟に反対の人たちも同盟自体を中止させることは出来ない。ってことは、狙ねらいはシンガポールの中での僕らの心証を悪くして同盟を骨抜きにすること。たとえば調ちよう印いん式しきの最中に今日きようみたいな襲しゆう撃げき事件が起こって、賢けん人じん会議の誰だれかの反撃で間違って自治政府の議員か他ほかのシティの大使が怪け我がでもしてくれれば、向こうとしては万々歳だよね」

「今日と同じように防ぼう衛えいに徹てつしろ、ということか？」

「そういうこと」真昼は空からになったグラスを差し出し「大丈夫。とにかくこっちは紳士的に振ふる舞まった、っていう形さえ整ととのえば、あとはフェイ大使が上う手まくやってくれる。みんなは怪我しないように気をつけて、余裕があったらシンガポールここの首相とか他のシティの偉い人とかちょっと守って見せれば、後でいろいろやりやすくなるんじゃないかな」

「なるほど」

　そういうものか、とサクラはうなずく。要はこちらのメンバー全員に「自分の身を守って反撃しないように」と指示しておけばいいということ。それ以上のことは自分でやるか、ディーにでも任せれば十分だろう。

「大丈夫？　上手くやれそう？」

「貴方あなたは私を馬ば鹿かにしているのか」心配そうな青年の言葉に軽口で応こたえ、くすりと笑って「他に、何か気をつけておくことは無いか？」

「特にないと思うけど……」言って、真昼は一つ手を叩たたき「そうだ。せっかくだから、今のうちに渡しとこうか」

　何？　と首を傾かしげるサクラの前でベッドの周囲を見回す青年。

　ややあって、ベッド脇わきの棚たなにかけられた自分の上着を発見し、

「あ！　こ、こら！」

　強ごう引いんに手を伸ばして上着を取ろうとする青年の体を、慌あわてて押さえる。

「何をやっているのだ貴方は！　傷が完全にふさがったわけではないのだぞ！」

「や、そんなに怒らなくても……」真昼は少し驚おどろいた様よう子すで頬ほおをかき「じゃあ、ちょっとあれ取ってくれる？」

「初めからそう言えば良いのだ。馬鹿者」

　自分でも良くわからない理由で怒りつつ、立ち上がって青年の上着を引き寄せる。

　ほら、と差し出す上着を真昼は受け取り、内ポケットのあたりを探って、

「良かった。ちゃんと入ってた」

　笑え顔がおで取り出すのは、手のひらほどの大きさの小こ箱ばこ。

　青年はこっちからは見えない角度で中身を確たしかめ、

「はい、これ。プレゼントだよ」

「プレゼント？」

　満面の笑えみで小箱を差し出す青年に、内心で首を傾かしげる。

　ともかく青年の手から箱を受け取り、多少警けい戒かいしつつ蓋ふたを開き、

「……な……」

　闇やみの中に光るのは、小さな指ゆび輪わ。

　精せい緻ちな細工が施ほどこされた銀ぎん色いろの指輪が一つ、窓そう外がいの薄うす明あかりに照らされて煌きらめいている。

「ま、真ま昼ひる！　これは……」

　とっさに言葉が続かない。小箱を握りしめたまま、青年の顔をまじまじと見つめてしまう。

「私に……か？」

「もちろん」真昼はいつもと同じ笑顔でうなずき「さ、はめてみて」

「は、はめる──？」

　当たり前のような青年の言葉に困こん惑わくし、ともかく小箱に視し線せんを戻す。表面だけコーティングした粗悪品とは明らかに異なる、適度な重量感を備そなえた豪ごう奢しやな指輪。土台となるリングには精緻な文もん様ようが刻み込まれ、幾いくつもの小さな結晶が埋め込まれている。中央の台座にはひときわ大きな真しん紅くの宝石が固定され、こちらも精緻な銀細工がその周囲を彩いろどっている。

　軽い気持ちで友人にプレゼントする類たぐいの物とは、明らかに違う。

　そういうことに疎うといサクラにもわかる。この指輪に施された意い匠しようの数々は、冗じよう談だんや遊びで用意できる物では断じて無い。

「どうしたの？」

「い、いや！」真昼の言葉に我われに返り、ともかく深呼吸して「は、はめると言われても……その、どの指にはめれば……」

「指？」黒髪の青年は不ふ思し議ぎそうに首を傾げ、ああ、と手を叩たたいて「確か、左手の薬くすり指ゆびがベスト、って話だったかな」

「な……」

　今度こそ、言葉が出てこなくなる。

　自分の左手、問題の指を横目に見下ろし、とたんに頭に血が上ってサクラは思わず一歩よろめく。

　……その指は、確か……婚……

　頬ほおが熱あつくて頭がぐらぐらする。随ずい分ぶん前に軍との戦いで重傷を負って熱ねつが四十度出たことがあるが、これほどひどくはなかった。

　頭が働かなくて心しん臓ぞうが苦しいのに、うっかりしたら歌い出してしまいそうな気分。

　……違う！　違うぞ私……！

　頭の隅にかろうじて残った冷静な部分が、落ち着け、と訴える。この指ゆび輪わが本当に何らかの特別な意図を含んだものならば、そんな大事な物を目の前の青年がこうもあっさりと手渡すはずがない。青年ならばプレゼントにふさわしい相応の下準備や演出を施ほどこすはずだ。

　確たしかに今は自分たちの組そ織しきにとって重大な節ふし目めの前日でタイミング的にも最高ではあるし、青年にしても思わぬ怪け我がで用意が間に合わなかっただけかもしれないが、そもそも自分は青年からそういう気持ちを示されたことはたぶん無いはずで、そう思っているのは自分だけだったという可能性も無くはないが、やっぱり青年は自分のことを組織の仲間と思っているはずで、

　……そうだ！　そうだとも……！

　分かっている。これはきっと真ま昼ひるのいつものやり口というか、手の込んだいたずらだ。そう決めた。そうに決まっている。

「ほ、本当にこの指にはめるぞ！　いいのだな！」

「いいんじゃないかな？」

「っ──！」

　自信に満ちた青年の答えに、なんだか泣きたくなる。

　目を閉じて、大きく一つ深呼吸。

　覚悟を決めて、ぴったりなサイズの指輪をそっと薬くすり指ゆびに差し入れ、

（──文書‥外部処理‥『リンクの確かく立りつに成功』）

　頭の中に出現するシステムメッセージ。

　目を見開くサクラの脳内に無数の表示窓が展開し、中央の一つを残して消失する。

（『賢けん者じやの石』初期起動成功）

「どう？　上う手まくいった？」

　少し不安そうな、真昼の声。

　呆ほうけたままうなずくと、青年は「良かった」とうなずき、

「実じつ験けん成功。その様よう子すだと、すぐにでも実戦投入出来そうだね」

「……これは……何だ……？」

「何って、シンガポールと共同開発してた新兵器だよ」真昼は笑え顔がおでサクラを見上げ「悪あく魔ま使つかい専用デバイス、『賢者の石』。短時間だけ自律稼か働どうする追加の基き礎そ領域、って言えばいいのかな。そいつはＩ－ブレインからの命令に応じて、サクラがいつも基礎領域でやってる『プログラムの呼び出し』や『終了』、『連続起動処理』なんかを肩代わりしてくれる」

　青年は得意そうに指を振り、

「一時記き憶おく領域の容量さえ足りれば、Ｉ－ブレイン本体でプログラムを起動しながら賢者の石を介して別なプログラムを起動、みたいに『並列』の真ま似ねも出来る。応用は自由自在。どのぐらいサクラの戦力を増強してくれるか、僕にもちょっと見当が付かないね」

「……なぜ、指ゆび輪わ型なのだ……？」

「なぜ、って」真ま昼ひるは困った顔で首を傾かしげ「携けい帯たいしやすい形でＩ－ブレインとのリンクが一番取りやすい、ってなったらやっぱり指輪かな、って。ほら、ナイフとか剣にしちゃうと、公式の場所になかなか持って行きづらいから」

「……薬くすり指ゆび、というのも技術的な問題か？」

「うん。シミュレートの結果で、その指が一番接続効率が高いんだって。たぶん神経網の幾き何か学がく的な配置の問題だろうって話だけど」答えて、真昼は不ふ思し議ぎそうに「サクラ？」

　しばしの沈ちん黙もく。

　サクラは無言で両手を伸ばし、青年の頬ほおを掴つかんで力任せに左右に引っ張る。

「え……」真昼はきょとんと目を丸くし、すぐに我われに返った様よう子すで悲鳴を上げ「うわ！　い、痛っ！　何？　サクラ、何を！」

「うるさい！」サクラは青年の左右の頬を互い違いにねじり上げ「何なのだこれは！　どうしてこういう紛まぎらわしい真ま似ねをするのだ貴方あなたは──！」

「ま、紛らわしい？　待って、サクラ！　一体何の」

「まだ言うか！」困こん惑わく顔がおの青年の頬を今度は上下に揺ゆさぶり「こんなやり方で私をからかって楽しいか！　馬ば鹿かにしているのだな？　やはり、貴方は私を馬鹿にしているのだな──！」

　叫ぶうちに少しだけ冷静になった頭が、状況を正しく認にん識しきする。青年は純粋に『賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう』としてリーダーのために戦せん闘とうデバイスを用意しただけで、それを誤解したのは自分。青年が指輪という形を選えらんだことに深い意図は何もなく、舞まい上がっていたのは自分だけ──

　恥はずかしさに顔が爆ばく発はつしそうになる。

　それを悟られまいと、必死に声を張り上げる。

「ああ分かっていたとも！　貴方がそんな気の利きいたプレゼントなど思いつくはずがないからな！　どうせこのもっともらしいデザインも、ごく技術的な問題の産物で……！」

「や、そ、それは僕の趣しゆ味み……だけど……」

「それ見たことか！　やはり貴方……」

　言いかけた言葉と両手の指が、一いつ緒しよに止まる。

　サクラは真昼の頬をつまんだままその顔をまじまじと見つめ、

「……そう、なのか……？」

「そうだよ。もう……」真昼はこっちの指を両手で押しのけて、いたた、と頬をさすり「せっかくだから出来るだけ似合うようにって二十世紀代の資料とか調しらべて、論ろん理り回路の細工もそれっぽくなるように調ちよう整せいしてもらって……」

　そこで言葉を切り、青年は「あ」と困った顔をして、

「ごめん、やっぱり気に入らなかった？　……ちょっと、今から変更っていうのは難むずかしいから、そっちの苦情はシンガポールのスタッフじゃなくて僕一人ひとりに……」

「そんなことは一言も言っていない──！」

　とっさにサクラは叫ぶ。

　え？　と目を見開く真ま昼ひるの前で大おお慌あわてで首を横に振り、

「大丈夫だ！　無む論ろん、問題が皆無というわけではないが、貴方あなたのデザインというのであれば仕方ない！　妥協しよう！　うん！」

　もっともらしく腕組みして、何度もうなずく。

　そこでようやく我われに返り、赤くなった青年の頬ほおに気づいて、

「あ……」おそるおそる指を伸ばして熱ねつを帯びた頬を撫なで「す、すまない！　どうか許して……いや、許されることではないな……ま、真昼、私はどうしたら……」

「貸し一つ」笑いを含んだ青年の声。「メルボルンの時とあわせて二つか。……そうだね、良い機き会かいだし、調ちよう印いん式しきが終わったらまとめて返してもらおうかな」

「か、返す？」真昼の屈託のない笑え顔がおに狼ろう狽ばいし「待ってほしい。返すとは、どうやって……」

「内ない緒しよ」青年はくすくす笑い「うん、みんなで島に帰るのが楽しみだね」

　う、とうめき声を上げて、逃げるように視し線せんをうつむかせる。

　左手には、柔らかに煌きらめく銀の指ゆび輪わ。

　サクラはしばしそれを見つめ、ふと小さく笑い、

「……真昼」

「何？」

「父とう様さまの研究以外にも、私に隠かくしていることがあるのだろう？」

　半ば思いつきで、誤ご魔ま化かされるのを覚悟で問う。

　が、青年は静かに「うん」とうなずき、

「聞きたい？」

「貴方が必要と思うなら、な」サクラは顔を上げ、まっすぐに真昼を見つめて「そうでないなら、問いただそうとは思わない。……どうせ、貴方が『話しても良い』と思える時が来たら、頼まなくとも聞かせてくれるのだろう？」

　あるいは、これは盲信かもしれない、と思う。

　目の前の青年が自分を裏切るはずがないという、根拠の無い盲信。

　だが、それでも良い。

　仮にそのことで青年を疑う者があるなら、自分はその者と徹てつ底てい的てきに戦おうと思う。

「ともかく、明日あしたの調印式が終わるまでは休んで欲しい。こちらは心配要いらない。貴方がいなくとも、上う手まくやってみせる」

「うん」真昼はうなずき、ゆっくりとベッドに身を横たえ「信じるね。頼んだよ、リーダー」

「言われるまでもない」サクラは立ち上がり、青年に向かって胸を張り「そもそも、信じてもらわなければ困る。私をここまで連れてきたのは貴方あなたなのだから」
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　シンガポールの街を流れる夜の風が、ストールの裾すそを揺ゆらした。

　ロンドン仮設大たい使し館かん最上階。外がい壁へきに据すえ付けられた非常階段から屋上の様よう子すをうかがい、フィアは小さく声をかけた。

「錬れんさん、そこにいますか？」

　屋上の縁ふち、防ぼう護ご柵さくの外側に腰掛けて足をぶらぶらさせていた人ひと影かげが、びくりと動きを止める。

　慌あわてた様よう子すでこっちを見下ろす少年に手を振り、冷たい夜の空気を足場にふわりと宙を流れて同じ場所までたどり着く。

「だめですよ。ちゃんと上着を着ないと」

　錬の隣となりに並んで腰掛け、風か邪ぜを引きます、と笑う。

　長いストールの裾を少年の首に巻き付け、そのままぴたりと身を寄せる。

「はい、これで寒くないです」

「……ありがと」

　答える錬の顔に、ようやく小さな笑えみが浮かぶ。

　眼下には夜の闇やみに沈むシンガポールの街。遠い場所を、軍用フライヤーのライトが尾を引いて流れていく。

　ずっと前にも、こんな事があった。

　少年と出会ったばかりの頃ころ。シティ・神こう戸べの近くの小さな町。夜中に一人ひとり家を抜け出し、屋上で夜空を見上げていたら少年が捜しに来てくれた。

「あの時と、逆だね」

　呟つぶやく錬の声。

　同じ事を考えていたのが嬉うれしくて、フィアは少年の肩にそっと頭を預ける。

「何を見てたんですか？」

「……あの辺、かな？」

　錬の指さす方に視し線せんを向け、ああ、とうなずく。

　二十階層中央区画。政府施設が立ち並ぶ一帯の中央で、軍病院の白い外壁は警けい備び兵へいが灯ともすライトの明かりに照らし出されている。

「真ま昼ひる兄にい、ちゃんと寝てるかな」

「大丈夫ですよ。軍の病院なら手当もしっかりしてるはずですし、賢けん人じん会かい議ぎの人も誰だれかそばに付いてるはずです」

「そっか……」

　そうだね、とうなずき、錬れんが息を吐つく。

　うつむき加減に見つめる黒い瞳ひとみの先には、膝ひざの上で組み合わされた両手。

　その手に自分の手を重ね、フィアはそっと少年の指を撫なでる。

　ゆったりと組み合わされているように見えた両手には驚おどろくほど力がこもり、時折かすかに震ふるえている。横目に見上げる少年の笑え顔がおはどこかぎこちなく、触れ合った肌を通して感じる心しん臓ぞうの鼓動にも落ち着きが感じられない。

　が、それも仕方のないこと。

　明日あしたは、少年が兄に会いに行く日。

　ニューデリーの事件で最後に言葉を交かわしてからすでに半年以上、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうとしての動向はある程度知っていたとはいえ、面と向かって言葉を交わすのは随ずい分ぶん久しぶりになる。

「緊きん張ちようしてますか？」

「……本当は、すごく」

　なんだか恥はずかしそうに笑って、錬はこっちの指に自分の指を絡からめる。

　明日の錬の役目は人々の目が調ちよう印いん式しきに集まっている間に病院に潜もぐり込み、入院しているはずの真ま昼ひると対面を果たすこと。

　こちらからのメッセージはディスクに記き録ろくされた映像という形でルジュナたちが今晩中に準備することになっており、少年はそれを兄に手渡すことになる。

「大丈夫。きっと上う手まく行きます」何とか少年を元気づけようと、両手をぎゅっと掴つかみ「祐ゆう一いちさんも他ほかの皆さんも、今回の一番の目的はこっちに交渉の意志があるって伝えることだって言ってましたし、真昼さんだって、錬さんが行けばちゃんとお話聞いてくれるはずです」

「うん……まあ、そうなんだけどね」

　が、返ってくるのは何とも歯切れの悪い答え。

　首を傾かしげて視し線せんで問うと、少年は困ったように頬ほおをかき、

「何て言うか……今いま更さらだけど、真昼兄にいって何考えてるのかな、って思って」小さく笑ってシティの闇やみ色いろの空を見上げ「祐一もリチャードさんも他の人たちも『賢人会議とは別の意図で動いてるはずだ』って言うからたぶんそうなんだろうけど、じゃあ真昼兄はなんでこんなこと始めたのかなって」

「それは……」

　フィアは呟つぶやき、数時間前の事を思い出す。ニューデリー大たい使し館かんのルジュナの部へ屋や。密みつ談だんを終えて姿を現した祐一たちは今後の方針について月つき夜よと二言三言やりとりしただけで、話し合いの中身については教えてくれなかった。賢人会議と真昼の動きに関して四人が何らかの合意に達したのは確かく実じつなのに、そこについては何となくはぐらかされてしまった。

　やはり今からでもリチャードあたりに問いただすべきではないか。

　そんなことを考えていると、こちらの意図を察したらしい錬は静かに首を振り、

「本当言うと、真ま昼ひる兄にいの目的はそんなに問題じゃないんだ」呟つぶやき、こっちに少し体を預けて「ただ、僕って真昼兄を追っかけるばっかりで、真昼兄の気持ちとか真昼兄が何考えてるかとか、本当にちゃんと考えたことあったかな、って」

　天使のＩ－ブレインを介して、フィアの頭にイメージが流れ込んでくる。

　シティ・ニューデリーで起こった事件の一幕。

　一いつ緒しよに来るかと問う真昼に言葉を失う錬れんと、その姿に寂さびしそうに笑う真昼……

「真昼兄は小さいときからいつでも僕の味方だったけど、僕はちゃんと真昼兄の味方だったかな、って」

　あの時「ついて行く」と答えていれば、状況は今とは違ったのではないか。たとえ本当はついて行くことが出来なかったとしても、自分が迷い無く答えれば真昼は「冗じよう談だんだよ」と笑ってもっと色々なことを教えてくれたのではないか──伝わってくるのはそんな思考。

　錬は手を伸ばしてこっちの肩を抱き寄せ、息を吐ついて、

「だから、今度はちゃんと話しようって思うんだ」

　はい、とうなずき、目を閉じる。

　触れ合う体に感じるのは、少年のぬくもり。

　柔らかなストールの裾すそが、夜風にふわりと揺ゆらいだ。
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　立体映像ディスプレイの隅に浮かぶ時刻表示が、午前八時五十五分を示した。

　半透明な画面に映し出されるノイズ混じりの映像に、弥生やよいは慌あわてて手を叩たたいた。

「ちょっと！　ヴィドさん、始まったみたいよ！」

「お！　いよいよか！」

　呼びかける白衣の女医の声に応こたえて、白人の大男が診察室に顔をのぞかせる。アジア地方東部の町、今は空あき家やになっている天あま樹ぎ家けの向かいに建てられた診しん療りよう所じよ。駆かけ寄るヴィドの姿を視界の端はしに振り返りつつ、弥生は机に埋め込まれたタッチパネルを両手の人差し指で叩たたく。

「で、どんな感じだ？」

「ちょっと待ってね。えっと、これをこうして……」

　画面を覆おおうノイズが消滅し、鮮せん明めいな映像が診察机の上に展開される。

　映し出されるのは、整せい然ぜんとしたシティの街並み。

　二重写しになった小さな画面に表示される『シンガポール第二十階層』の文字に、弥生は一つうなずき、

「にしても、本当に全世界に向けて映像流してんのね。偉えらいもんだわ」

「これ、どこの報道だ？」

「ニューデリーの公営放送」ヴィドの問いに画面を見つめたまま答え「アルプス山脈近くの町の人が海かい賊ぞく局きよく建てて中継してくれてるらしいわ。前にそんな話してたから」

　タッチパネルを何度か操そう作さし、音声の設定を調ちよう整せいすること数秒。

　部へ屋やの隅に置かれたスピーカーから、ニュースキャスターらしき女の声が流れ始める。

『……ご覧らんください！　調印式の開始を数分後に控え、ここ、議ぎ事じ堂どう前広場は緊きん迫ぱくした空気に包まれています。……はい。昨日きのうの暴ぼう動どう事件を受けてか、議事堂周辺ではシンガポール自治軍による厳げん重じゆうな警けい備びが行われています。各国の使節団はすでに会場入りを済ませているようですが、今回の式典の主役、賢けん人じん会議が姿を現す様よう子すはまだありません』

　フライヤーからの空くう撮さつらしき映像が、眼下の光景を映し出す。二十階層全体を十字に区切る幹かん線せん道路の交点、街の中心に位置する広大な円形の区画。その中心に位置する巨大な石造りの建造物が、カメラの動きに合わせて拡大していく。

　解説用の小さな画面に表示される『シンガポール自治政府、国会議事堂』の文字。

　古代の神殿にも似た壮そう麗れいな建物が、昼間照明の淡あわい光に照らされてディスプレイに大写しになる。

　カメラの視点がゆっくりと移動し、中央玄関の様よう子すを映し出す。巨大な石柱が並ぶ議事堂の入り口から伸びる広い階段には儀ぎ典てん正装に身を包んだ兵士が列を成し、細かな細工が施ほどこされた儀典用の小銃を微動だにすることなく構えている。階段の前に広がる庭園には同じく厳おごそかな飾りを施された空中戦車がずらりと二列に並び、互いに荷電粒子砲の長大な砲塔を向け合って回廊を形成している。

　周囲を忙しく走り回るのは、対称的な、飾り気の一切無い完全武装の兵士達。

　短たん機き関かん銃じゆうを油ゆ断だん無く構えておそらくは通信素そ子しで絶えず何かを話し合いながら、数百メートル四方はある議事堂の周辺をくまなく巡回している。

「さすがに厳げん戒かい態勢だな」

「そりゃそうよ。市民の暴ぼう動どうがあって昨日きのうの今日きよう……」

　画面を見つめたままヴィドに答える弥生やよいの声を遮さえぎって、唐とう突とつな鐘かねの音がスピーカーから響ひびく。庭園の片隅に建てられた高い時計とけい塔とうが午前九時ちょうどを示し、同時に、全すべての兵士達が揃そろって北西の空を見上げる。

　鉛なまり色いろの天てん井じように覆おおい隠かくされた、シティの空。

　むき出しになったパイプラインをなぞるようにして、幾いくつもの黒い点が画面の向こうから少しずつ近づいてくる。

　百近い黒い点は議事堂に近づくにつれて大きさを増し、ほどなく、儀典用に飾り付けられた大型の輸ゆ送そうフライヤーの一団を形作る。兵士達が一斉に直立不動の姿勢を取り、手にした銃を敬礼の形に構える。

　と、そんな兵士達の間から進み出るスーツ姿の男。

　全権大使の徽き章しようを襟えりに貼はり付けた東洋人らしき容よう貌ぼうの男が、カメラに大きく映し出される。

「おい、何か偉えらそうなのが出てきたぞ」

「待ってね……と、あった。シンガポール自治政府全権大使フェイ・ウイリアムズ・ウォン」小さなディスプレイに表示された情報を読み上げ「本物のシティの議ぎ員いんさんか。当たり前だけど、大おお事ごとになってるわね」

「そうだな……」

　返ってくるのは、なんだか気の抜けた声。

　ヴィドは傍かたわらのパイプ椅い子すに腰を下ろし、厳いかつい手で何度も頭をかいて、

「けどまあ、参ったな。真ま昼ひるのヤツ、本当にここまで来ちまった」

「あれ。ヴィドさん、そんなに意外？」弥生やよいは思わず首を傾かしげ「わたしは、真昼が最初に『賢けん人じん会議です』って出てきたときから、このぐらいはやるんじゃないかって思ってたけど」

「いや、そりゃ真昼が本気出してんだから、最終的にシティに乗り込むぐらいは出来てもおかしくもなんともねえけどよ」

　眉み間けんにしわを寄せて答えるヴィド。

　男は腕組みして診しん察さつ室しつの天てん井じようを見上げ、

「けど、『出来る』ってのと『本当にやる』ってのは別だろ？　あいつが大戦前に神こう戸べに住んでて本当なら今でも神戸で暮らせてたってのは知ってたけど、シティのことどうこう言うのは聞いたこと無かったしフィアちゃんの事件の時も迷ってるみたいだったし、正直、ここまでやると思ってなかったっていうかよ……」

　ううむ、とよく分からないうなり声を上げて、ヴィドがディスプレイに視し線せんを戻す。後を追って画面を振り返る弥生の前、ディスプレイの向こうで無数の輸ゆ送そうフライヤーが国会議事堂前の広場にたどり着く。

　中央玄関から空中戦車の回廊を抜けた反対側、広場の端はしに整せい列れつする百台近いフライヤー。

　その先頭、一ひと際きわ鮮あざやかな飾りが施ほどこされた車両の後部座席から、黒くろ尽ずくめの少女が滑なめらかな所しよ作さで降り立つ。

　来たぞ、というヴィドの呟つぶやきに無言でうなずく。賢人会議の代表、ニューデリーの事件の時に見た映像では『サクラ』と名乗っていた少女。その時の記き録ろくではツインテールに編あんでいた長い黒髪を今はほどいて背中に流し、その上から精せい緻ちな意い匠しようが施された黒い帽ぼう子しをかぶっている。肩に羽は織おった外がい套とうも今日きようはゆったりとした気品を感じさせるデザインで、ワンポイントのように胸に飾られた白い薔ば薇らが少女自身の肌の白さと相まって旧世紀の芸術品のような空気を作り出している。

　黒い手袋に包まれた左手の薬くすり指ゆびには、真しん紅くの宝石をあしらった豪ごう奢しやな銀ぎん色いろの指ゆび輪わ。

　その手を高く頭上に掲げ、少女は眼前に連なる空中戦車の回廊を悠ゆう然ぜんと見つめる。

　背後に並ぶ無数のフライヤーのドアが同時に開き、揃そろいの軍服を纏まとった魔ま法ほう士し達が次々に降り立つ。黒地に銀の縁ふち取どりを施ほどこした、どこのシティの物とも異なる儀ぎ典てん正装。完かん璧ぺきにタイミングを合わせた動きで整せい列れつする魔法士達の先頭、黒くろ尽ずくめの少女のすぐ後ろに、別な二つの人ひと影かげが静かに進み出る。

　透明な結晶体を周囲に浮かべた小さな少女と、一人ひとりだけ真まっ白しろな軍服に身を包んだ少年。

　黒尽くめの少女が振り下ろす手の動きを合図に、魔法士達が一斉に行進を開始する。

「あら？」そこでようやく不ふ思し議ぎなことに気づき、弥生やよいはヴィドを振り返って「なんか……いないわね、真ま昼ひる」

「だな。……あいつ、また何か企たくらんでんのか？」

　ヴィドの言葉になるほどとうなずく。確たしかに真昼ならあり得る。一介のテロ組そ織しきがシティの自治政府と対等な同盟を結ぶというだけでも前ぜん代だい未み聞もんだが、そこにもう一つ二つ仕掛けを施そうというのはいかにもあの青年の考えそうなことだ。

　ディスプレイをじっと見つめ、そこにはいない青年の温厚そうな笑え顔がおを頭に描く。

　ふと、思いつきのような呟つぶやきが唇から零こぼれる。

「……真昼ね。たぶん、ずっと苦しかったんだと思う」

「あ？」

　返ってくるのは驚おどろいたようなヴィドの声。

　弥生は画面を見つめたまま、親友の双ふた子ごの弟である青年を思いだし、

「大切な人がシティのために死んだんだって、昔教えてくれたことがある。もちろんその時は詳しいことは教えてくれなかったけど、後から考えたらそれって神こう戸べのマザーコアのことよね？　魔法士を生いけ贄にえにするシティのやり方に反発して市民権を捨てて、でもそういうシティを変える方法は見つけられなくて……ほら、わたし達ってそんなにすごいこと出来ないから、シティのこととか世界のこととか言われても『困ったな』とか『仕方ないな』とか思うだけじゃない？　でも……」

「真昼は、人に出来ないことが出来た」神妙なヴィドの声「もしかしたら世界をどうにか出来るかも知れないのに、そういうことには関かかわらずに普通に暮らしてた。……方法が無かったのかきっかけが無かったのかはわかんねえけど、もしあいつがそのことで自分を『逃げてる』とか『サボってる』とか思ってたとしたら、そりゃ確たしかにしんどいわな」

　息を吐つき、見つめるディスプレイの向こう、千人近い魔法士の一団が空中戦車の回廊を行く。高らかな靴音を響ひびかせ、昼間照明の淡あわい光の下に毅き然ぜんと顔を上げ、魔法士達は広場の中央、全権大使の徽き章しようを持つ男の前へとたどり着く。

　先頭を行く黒くろ尽ずくめの少女が、男に向かって左手を差し出す。

　男がうなずき、少女の手を取る。

　固い握手と共に、二人ふたりが挨あい拶さつらしき言葉を交かわす。ファンファーレの音が鳴なり響ひびく。儀ぎ典てん正装を纏まとった兵士達が空に向けて銃を構え、一斉に引き金を引く。祝砲の音は幾いく重えにも連なって、高く、シティの空に響き渡る。

「調ちよう印いん式しき、はじまりはじまり」弥生やよいは椅い子すに座ったまま何となく拍手し「天あま樹ぎのお家うち、もうしばらく空あき家やのままみたいね」

「そうだな」ヴィドはうなずき「あの家、お前が掃除してんのか？」

「うん、週に一回。埃ほこりって誰だれも住んでないとすぐに溜たまっちゃうのよ」弥生は机の引き出しを開け、心しん臓ぞう病びようの薬くすりを取り出し「みんなのお家なんだから、いつ帰ってきてもいいようにしとかないとね」

「ああ。……真ま昼ひるも月つき夜よも錬れんちゃんも、早く帰ってこないとな」

「そうよ」弥生は小さな白い錠じよう剤ざいを一息に飲み下し「まあ錬ちゃんに関してはしっかり者がついてるからそんなに心配してないけど……真昼も月夜も、将来はうちの娘のお義に兄いさんとお義ね姉えさんになるんだから、もう少しちゃんとしてもらわなきゃ」
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　鉛なまり色いろの天てん蓋がいに覆おおわれたシティの空に、祝砲の音が響いた。

　ファンメイはとっさに椅子から立ち上がりそうになり、慌あわてて居い住ずまいを正した。

　膝ひざの上で丸くなっている黒くろ猫ねこの背中を意味もなく撫なで、なんとなしに周囲に視し線せんを巡らせる。四方を石造りの建物に囲まれた数百メートル四方はあろうかという石いし畳だたみの広大な庭園。精せい緻ちな細工が施ほどこされた壁かべには儀典用の装飾が施され、北の方角に位置する一段高い場所には調印を行うための式しき壇だんが設営されている。

　シティ・シンガポール国会議ぎ事じ堂どう、ここはその中庭。

　今回の調印式は、この広い庭園で、昼間照明の光の下で行われる。

　シンガポールの国会議事堂は開閉式の屋根を備そなえた中庭を中央に配し、機き能のうごとに区分けされた四つの建物で周囲を正方形に囲むという構造を持っている。旧世紀の著名な建けん築ちく家かがデザインしたという中庭はシティ体制発足当時から政府の重要な式典に利用されてきたシンガポールで最も歴史深い場所で、ここで調印式を行うということはシンガポールが賢けん人じん会議を同盟国として認めたという証あかしとなる。

　……というのが、リチャードから聞いた説明。

　その由ゆい緒しよある庭園の外周には各シティの国こく賓ひんや報道関係者のための円形の台座が反重力で浮かび、その一つ、シティ・ロンドンのために用意された観かん覧らん席せきの上にファンメイは座っている。

　円形の台座の前面には一ひと際きわ豪ごう華かな椅子が並び、ファンメイは良く知らないロンドン自治政府の議ぎ員いんや外交官が座っている。ファンメイはその後ろの席に護ご衛えい役やくとして座り、周囲に警けい戒かいを巡らせている。隣となりの席ではロンドン自治軍の軍服姿のエドが、同じく落ち着かない様よう子すできょろきょろと辺あたりを見回している。

「──リ・ファンメイ。エドワード・ザイン」

　不意に、小さく名前を呼ぶ声。

　驚おどろいて反対側の席を振り返るファンメイに、儀ぎ典てん正装を完かん璧ぺきに着込んだ金髪の少女が、むっ、と眉まゆを寄せ、

「物珍しい気持ちは分かるが、貴官らは自治政府の公式な使節の一員だ。もう少し、自身の挙動に注意を払うように」

「ご、ごめんなさいなの！　ソフィーさん！」

　困ったような顔で腕組みする騎き士しの少女に小声で謝しや罪ざいすると、膝ひざの上の小龍シヤオロンと後ろのエドもぺこっと頭を下げる。ソフィー・ガーランド中佐。ファンメイやエドと同じように今回の使節団に同行した魔ま法ほう士しの一人ひとりであり、階級から言って護衛部隊十数名の実質的な隊長になる。

　ロンドンでも数少ない第一級カテゴリーＡの、それもかなり上級の騎き士し。半年前の北ほつ極きよく事件の時には地下施設に捕らわれていた自分たちを助けに来てくれた『恩人』ということになるのだが、その後は今回の任務まで特に接点もなかったし、実を言うとファンメイはこの人が苦にが手てだ。

　良い人だということは態度や言動を見ていれば分かるのだが、話をしていると半年前の嘘うそがばれそうな気がして緊きん張ちようしてしまう。それに、そういう事情が無かったとしてもこの少女はなんだか話しづらいというか、うっかり冗じよう談だんなど言ったら怒られそうで怖い。

「えっと、そういえばソフィーさん。打ち合わせとかしなかったけど、何かあったときの作戦とかは」

「必要ない」と、即答するソフィー「二人ふたりの能力については資料を見た。状況に応じて好きに動いてもらってかまわない。フォローはする」

「は、はい」

　少女が良い人だということと苦手だということを同時に再さい確かく認にんする。エドとうなずき合って顔をまっすぐ前に戻し、こっそり目だけ動かして他ほかのシティの様子を探る。

　……えっと、真まっ正しよう面めんがニューデリーで、そこから右隣がモスクワで……

　広大な庭園を挟はさんだ向かいの台座で、執しつ政せい官かんの白しろ装しよう束ぞくを纏まとったルジュナが顔を上げる。その後ろの席ではフードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠かくしたヘイズ達三人がまっすぐ背筋を伸ばして微動だにすることなく座っている。その隣の台座には多くの議員や護衛の魔法士に混じってシスター・ケイトと護衛役二人の姿。こちらも国こく賓ひんにふさわしいきちんとした態度で、正面に向けた視し線せんをわずかも動かさない。

　結局、きょろきょろしているのは自分たちだけ。

　急に恥はずかしくなり、目を閉じて息を吐つく。

　……そういえば、フィアちゃんと天あま樹ぎ錬れんは大丈夫かな……

　二人ふたりはシティ・ロンドンのスタッフとして大たい使し館かんに残っている、という隠かくれ蓑みので真ま昼ひると接触するためにすでに動き出している。『多数の通常人の存在に弱い』というフィアの特性から、病院に突入するのは錬一人ひとりで少女は外からサポート。予定ではそろそろ目的の区画に到着するはずだ。

　……まあ、フィアちゃんがついてるんだし、心配ないよね……

　そんなことを考えていると、くいくいと服を引っ張られる感触。驚おどろいて振り返るファンメイに、チャイナドレスの裾すそを掴つかんだエドが、大丈夫、というふうにうなずく。

　ありがと、と小さく呟つぶやき、少年に笑え顔がおを向ける。

「──来た」

　唐とう突とつな、ソフィーの声。

　我われに返って正面に向き直るファンメイの『龍りゆう使つかい』の聴ちよう覚かくが、幾いくつもの足音を捉とらえた。




　──高らかな軍ぐん靴かの音が、石いし壁かべの向こうにかすかに響ひびいた。

　とっさに息を潜ひそめるファンメイの見つめる先、足音は少しずつ大きさを増し、それはすぐに式典会場に集う人々のざわめきに取って代わった。

　膝ひざの上の小龍シヤオロンが目を開け、丸くなったまま両の耳をぴんと立てる。広大な庭園の南側。大理石の壁の中央に埋め込まれた数メートルはあろうかという巨大な扉が、ゆっくりと左右に開かれる。

　庭園の至る所で、おお、という声がわき起こる。

　開け放たれた扉の向こう、黒い軍服に身を包んだ一団が、ゆっくりと式典会場に進みでる。

　黒い軍服に施ほどこされた銀ぎんの縁ふち取どりが、昼間照明の淡あわい光に鮮あざやかに煌きらめく。年も背せ格かつ好こうもばらばらの一団は十列縦じゆう隊たいで完かん璧ぺきに歩ほ調ちようを合わせ、人々が見守る中でまっすぐに顔を上げて、石いし畳だたみの庭園を力強く行進する。

　前席に座るロンドンの高官の間から、あれは、という呟つぶやきが漏もれる。

　おそらくはかつてロンドン自治軍に属していた魔ま法ほう士しなのだろう、黒い集団の幾人かを指さして、議ぎ員いん達は小声で何事かを話し始める。

　耳を澄すますと、同じような会話は他ほかのシティの席からも聞こえる。怒りを孕はらんだ大人おとなたちの声に、膝の上の黒くろ猫ねこが前脚で両耳を押さえて丸くなる。

　隊列の先頭にはリーダーである黒くろ尽ずくめの少女の姿は無く、魔法士たちを先せん導どうするのは一人だけ真まっ白しろな軍服を纏まとった少年と、金髪をポニーテールに結ゆわえた女の子。

　その青い瞳ひとみがこっちを見上げた気がして、ファンメイはとっさに手を振る。

「……リ・ファンメイ」

　すぐに隣りん席せきのソフィーから温度の低い声が飛ぶ。反対側のエドも、チャイナドレスの裾すそをくいくいと引っ張って、だめ、という風ふうに首を横に振る。

「わ、分かってるってばぁ」

　慌あわてて椅い子すの上で姿勢を正し、こらえきれずに小さく笑う。賢けん人じん会かい議ぎの制服を考えているという話はしばらく前にセラに聞いていた。黒地に銀ぎんをあしらったあの服はたぶん少女が作ったもの。どこにシティにも負けない自分たちの旗印としてデザインした儀ぎ典てん正装が、今、こうしてシティの人々の前に列を成している。

　……セラちゃん、嬉うれしいだろうな……

　無事に終わって欲しい、とファンメイは思う。このまま何事もなく、昨日きのうの襲しゆう撃げき事件のようなことが起こらず調ちよう印いん式しきが成功して欲しい。もちろん難むずかしい政治の問題があるのは分かっている。賢人会議を認める人、認めない人。マザーシステムを認める人、認めない人。色々な想おもいが絡からみ合って争いが生まれるのだということは分かっている。だけど、そんな事とは無関係にあの子は頑がん張ばったのだ。誰だれかに家事を教えたり、誰かのために服をデザインしたり、誰かに「おねえちゃん」と慕したわれたり、そういう、Ｉ－ブレインを持っているとか持っていないとかいうこととは何の関係もない幸せをあの子は今、噛かみしめているのだ。

　だから、あの子が作った服を、これ以上汚さないであげて欲しい。

　……お願ねがい……

　無む意い識しきに両手を組み、頭を垂たれる。

　身を起こした小龍シヤオロンが、甘えるように膝ひざに頬ほおをすり寄せた。
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「神こう戸べ自治軍の生き残り？」

　問い返すフェイの顔は、男には珍しく、わずかに不ふ審しんの感情をにじませていた。

　サクラは「ああ」とうなずき、椅子に深く体を預けた。

「それは参さん謀ぼう殿どのの推理か？」

「そうだ。おそらく間違いない、という話だが……どうだろう。何か、捜そう査さの手がかりになるだろうか」

　ふむ、と呟つぶやいてフェイが黙だまり込む。年代物らしきテーブルと椅子が幾いくつか置かれた簡かん素そな作りの控え室。式典の流れの都つ合ごうで賢人会議の他ほかのメンバーと別れてたどり着いたこの場所は正方形の形をした議事堂の東ブロックに位置し、奥の扉を通して中庭の最も北側、式典の壇だん上じように直結する構造になっている。

　壁かべに取り付けられた大きな窓から見つめる先には、石いし畳だたみを敷しき詰めた広大な式典会場。

　今は、広報向けのセレモニーとして、軍の楽団による国歌の演奏が行われている。

　この後はサクラがシンガポールの首相と共に壇上に現れて条約の文面の確かく認にん。それから二人ふたりで条約文書に調ちよう印いんし、共同声明の発表という段取りになる。式典終了後には会場を議ぎ事じ堂どう内に移してのパーティーが予定されているが、賢けん人じん会かい議ぎの面々はそこには参加することなく、全員でいったんシンガポールを離はなれる手はずになっている。

「……ともかく、今は調ちよう印いん式しきを成功させることに集中すべきだろう」

　と、十数秒の間をおいてようやく口を開くフェイ。

　男は腕組みしたまま視し線せんを窓の外の中庭に向け、

「敵の尾を捕える重要な手がかりになるだろうが、それも式典が終わってからのことだ。賢人会議そちらが無事にシンガポールを退たい避ひすれば軍こちらにも余裕が生まれる。捜そう査さはそれからということになる」

「期待している」サクラはうなずき、ふと首を傾かしげて「ところで全権大使殿どの。我われ々われはここでのんびりしていて良いのか？　式の進行から考えて、そろそろ行くべきかと思うが」

　国歌の演奏が終われば次はすぐに条約文書の確かく認にん。調印して声明を発表するだけのシンプルな式典だけに、時間的な余裕はほとんどない。

　が、フェイは「そうだな」と呟つぶやいたきり、何な故ぜかまた中庭を見つめる姿勢に戻り、

「……む」ふいに視線を部へ屋やの反対側、ドアの方に向け「待たせた。お見えになったようだ」

　何？　と問い返すまもなく開かれる木もく目め調ちようの重厚な扉。

　その向こうから姿を現す男の正体に気づき、サクラは息を呑のむ。

「貴方あなたは……」

「説明は不要かと思うが、改めて紹介しておく」

　足音を立てずに男に歩み寄るフェイ。

　恭うやうやしい態度で初老の男をサクラに示し、

「シティ・シンガポール自治政府首相、カリム・ジャマール閣かつ下かだ」

「初めてお目にかかる。『賢人会議』殿」

　まっすぐこっちに歩み寄り、右手を差し出すカリム。

　慌あわてて椅い子すから立ち上がり、男と握手を交かわして、

「さ、サクラだ！　今回の同盟に感かん謝しやする！　その……」

「こちらこそ、感謝する」本来なら式典会場を挟はさんだ反対側の控え室から登場するはずの男は穏おだやかに笑い「サクラ殿も知っての通り今回の同盟に関してはフェイ議員に一任してあるのだが、調印の前に『賢人会議のリーダー』にどうしても一度会っておきたくてな。当初は昨日きのうのうちにと考えていたのだがそうもいかず、フェイ議員に少し時間を作ってもらった」

　そう言って、カリムは息を吐つく。

　値踏みするような目でサクラを見つめ、一つうなずいて、

「サクラ殿」

「な、何か！」

「調ちよう印いんに当たって一つ確かく認にんしておきたいのだが、良いかね？」

　確認？　とサクラは内心で首を傾かしげる。

「なに、簡かん単たんな話だ」カリムは穏おだやかな笑え顔がおをサクラに向けたまま「今回の同盟に当たって我わがシンガポールが提示した条件は、限界の、可能な限り妥協した数字だ。逆に言えば、これ以上は無い。シンガポールはマザーシステムの機き能のうをこれ以上削さく減げんすることは無いし、状況に劇げき的てきな変化が起こらない限りシステム自体を停止させることもマザーコアとなる魔ま法ほう士しの開発を完全に中止することもあり得ない。……その事実を貴殿がどのように解釈しているのか、確たしかめておくべきかと思ってな」

「……な……」

　ぽかんと口を開けるサクラの視界の端はしで、フェイまでもが「閣かつ下か」と眉まゆをひそめる。

　が、カリムは笑顔のまま平然と、

「いかがかな？　魔法士の解放を謳うたう組そ織しきが、魔法士を解放する意志の無いシティと手を結ぶ──これは大いなる矛む盾じゆん、目先の利益に惑まどわされた選せん択たくではないかな？」

　どこか楽しげに問う男の顔をサクラは呆ぼう然ぜんと見つめる。

　もちろん、カリムが口にしたシンガポール側の状況は、サクラも把は握あくしている。

　が、それは「現実には難むずかしくとも同盟国として努力する」という建前あってのこと。その努力を最初から放ほう棄きするかのような発言を見過ごすことは出来ないし、それを口にしたのがシンガポールの最高権力者であるという事実は到底看かん過かしうる物ではない。

　……この男は……！

　爆ばく発はつ的てきな怒りが心に膨ふくれあがる。男を殴りつけてやりたい衝しよう動どうに、全身の肌が粟あわ立だつ。

　が、

「……仕方がない、と考えている」

　実際に口から出たのは、そんな言葉。

　かすかに目を見開くフェイの隣となりで、カリムが「ほう」と一つうなずく。

「それは、シティのマザーシステム体制を認める、ということかな？」

「肯定はしない。が、否定することも不可能だと考えている」男を見つめたまま、淡たん々たんと答える。「貴方あなたたち通常人は、シティの中で暮らすにせよ外で暮らすにせよ、何らかの形でマザーシステムの恩恵を受けなければ生きていけない。その事実を否定するなら、我われ々われは貴方たちを一人ひとり残らず滅ぼし尽くさなければならない。……そして我々は、その道を選えらぼうとは思わない。ならば、残された道は一つだけだ」

　傍かたわらのテーブルに片手をつき、男を見上げて、

「たとえシティの利益のためであっても、貴方たちは我々と手を取り合う道を選んでくれた。ならば、我々は妥協すべきだ。……それに、同盟国として交流を深めれば貴方たちの側に重大な変化が起こってマザーシステム廃止に世よ論ろんが傾く可能性も無いとは言えない。それを待つというのも、そう悪い選せん択たく肢しではないだろう」

　……これで良いのだな？　真ま昼ひる……

　自分でも思ってもみなかった言葉が次々に飛び出す。以前の、いや、昨日きのうまでの自分なら思いつきもしなかっただろう考え。

　悪い気はしない。

　カリムの後ろでおかしな物でも食べたような顔をするフェイを眺めるのは痛快ですらある。

「なるほど」

　感心した様よう子すでうなずくカリム。

　背後のフェイを振り返り、笑いを含んだ声で、

「賢けん人じん会かい議ぎの代表殿どのは、若いながらになかなかの人物のようだな。喜ばしいことだ」

「……は……」

　いかにも納なつ得とくいかない様子で答えるフェイの姿に、噴ふき出しそうになる。

　サクラは咳せき払ばらいし、どうにか真ま面じ目めな表情を作って、

「ということで、納得いただけただろうか」

「無む論ろんだ。期待以上の返答をいただいた」

　穏おだやかな笑えみを浮かべて答えるカリム。

　シンガポール自治政府の代表を務つとめる男は一つ手を叩たたき、窓の向こうの式場に視し線せんを向け、

「では、そろそろ行くとしよう。我われ々われがおらねば話が始まらん」

　承知した、とうなずき、椅い子すから立ち上がる。窓越しに聞こえる式場のアナウンスが、自分とシンガポール首相の登場を告つげる。壇だん上じように通じる扉が静かに開かれ、薄うす暗ぐらい控え室に昼間照明の淡あわい光が差し込む。

　扉をくぐる寸前で、ふと足を止める。

　眼前に広がる式典会場の様よう子すを見つめ、一つ息を吐つく。

　……真昼、見ているか……

　病室で中継映像を見ているであろう青年の顔を心に思い描く。無論、状況は万全とは言えない。襲しゆう撃げき犯はんの正体については未いまだに手がかりすら掴つかめず、同盟に反対する議員達は依然として暗あん躍やくを続けている。これから始まる調ちよう印いん式しきにしたところで予定通り無事に済むはずは無く、途と中ちゆうで何らかの妨害が入るのは目に見えている。

　だが、それでも。

　……とうとう、ここまで来たぞ……

　左手には、鮮あざやかに煌きらめく真しん紅くの指ゆび輪わ。

　サクラは小さく笑い、光の下に一歩目を踏み出した。
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　昼間照明に照らされた調ちよう印いん式しき会場を、静寂が包んだ。

　静かな足取りで壇だん上じように進み出るシンガポールと賢けん人じん会かい議ぎの代表──スーツ姿の初老の男と黒くろ尽ずくめの少女の姿が、小さな立体映像ディスプレイに大写しになった。

「……ようやくのお出ましか」

　人一人ひとりがどうにか動ける程度の狭せまい空間、闇やみの中に身をかがめて小さく呟つぶやく。指先のわずかな動きでディスプレイを脇わきに押しのけ、別なディスプレイを呼び出して議事堂周辺の模式図を映し出す。

　ワイヤーフレームの地図上に明滅する、三十の赤い光点。

　元神こう戸べ自治軍情報部員三十名、その現在位置を示すマーカーをしばし無言で見つめる。

　……本隊は自分を含めて十五名。議事堂内に九、外周に四、地下に二。各メンバーは所定位置にて準備を完了。ハッキング要員八名は本部にて間もなく作業を終了。別働隊七名は定刻通りに目標地点に到着、すでに行動を開始……

　予定通りだな、とうなずき、一息。

　襟えり元もとの通信素そ子しを引き寄せ、静かに口を開く。

「総員、準備は良いな？」

　静音モードに設定した通信素子が、頭ず蓋がい骨こつを介したわずかな振動で空気を震ふるわせることなく音を伝える。各班から返ってくる準備完了のコールサインに了解と答え、もう一度、調印式の中継映像に視し線せんを向ける。

　壇上で毅き然ぜんと顔を上げる、長い黒髪の少女。

　世界の全すべての人間が見守る中で臆おくすることなく胸を張り、朗々とした声で条約の文面を読み上げる。

　……さて、俺おれの選えらんだ道は、世界をどう動かすのか……

　あるいは、自分は途と方ほうのない間違いを犯そうとしているのかも知れない、と考える。目の前の少女は最終的に世界を救うことになる英雄で、その道を妨げようとしている自分は大罪人、人類全てにとっての敵ということになる可能性もあるなと、ふとそんなことを考える。

　が、だからといって立ち止まることは出来ない。

　所しよ詮せん人間には、与えられた状況の中で最善を尽くすことしか出来ない。

　少女は世界を良い方向に導みちびくかも知れないが、逆に世界を破滅に向かわせるかも知れない。ならばそれを阻止した自分は世界を救った英雄ということになる。全ては可能性と結けつ果か論ろんの産物。神ならぬ身には「本当の正解」を知るすべはなく、なればこそ、人間は生きる限り常に己おのれの道を選せん択たくし続けなければならない。

　自分が選えらんだ道は、自分にとって最善の道。

　そう信じて戦い続けることしか、人間には出来ない。

　それでも誰だれかが責任を取らなければならないというのなら、罪は全すべて自分一人ひとりが持って行く。作戦を立てたのは自分。作戦を遂すい行こうするよう部下に命じたのも自分。自分の選せん択たくが間違いだというのなら、その間違いは全て自分一人の物。誰にも押しつけはしない。

　そういうエンディングも、悪くはない。

　希望のない世界でくすぶり続けた半生を思えば、幸運ですらある。

「逆探知を阻止するため、以降の通信を禁ずる。……困こん難なんを極きわめる作戦だが、俺おれたちならやれると信じている。各員の奮ふん闘とうに期待する」

　壇だん上じようでは条約の朗読が終わり、調ちよう印いんの瞬しゆん間かんが迫る。電子文書では無く紙に印刷された同盟文書を前に、賢けん人じん会かい議ぎとシンガポール自治政府の代表がそれぞれにペンを取る。

　携けい帯たい端末の画面に映し出される『侵入成功』の文字。

　通信素そ子しに向かって、最後の言葉を告つげた。

「──作戦開始」
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　頭上を覆おおうチタン合金の壁かべの向こうから、かすかな足音が響ひびいた。

　錬れんは身をかがめた姿勢のまま動きを止め、息を殺して様よう子すをうかがった。

　円筒形に湾わん曲きよくした狭せまい天てん井じようの向こう、わずか数十センチの建材を隔てた地上を規則正しい靴音が通り過ぎる。十秒ほど待って安全を確かく認にんし、闇やみの空間を這はい進む。

　シンガポール二十階層の地下に縦じゆう横おうに張り巡らされたパイプラインの一つ、生産プラント間で物資を輸ゆ送そうするために敷ふ設せつされた直径一メートル足らずの円筒空間。

　本来なら空気抵抗を最小化するために真空に保たれているチタン合金のパイプの内部で『マ分ク子ス運ウ動ェ制ル御』を起動し、自分の周囲に呼吸できるだけの空気を纏まとった状態でもう一時間以上も前進を続けている。

　視界に二重写しに表示される小さな『窓』には、事前にＩ－ブレインの記き憶おく領域にコピーしておいた目的地──真ま昼ひるが入院している病院までの経路と、地上の警けい備び兵へいの巡回ルートが映し出されている。シンガポール自治軍の戦力の多くは調印式会場の警備に割さかれているが、それでも病院の周囲が無警戒とはいかない。少なくとも、二十階層の地上から病院に向かうルートは完全に塞ふさがれている。

　そこで選ばれたのがこの地下からのルート。

　提案したのはもちろん月つき夜よだが、パイプラインの詳細な見取り図や警備兵の配置図が話し合いの場で瞬時に出てきたのを見るに、真昼が病院に収容されたと聞いたその瞬間から双子ふたごの弟の身を案じるのと同時並行で侵入の準備を始めていたのは間違いない。

　……確たしか、この辺あたりでいいはずなんだけど……

　視界に表示される経路図を頼りにパイプラインの真まん中なかで止まる。右手の壁かべに手を当てて『マ分ク子ス運ウ動ェ制ル御』を維持したまま『チューリング仮想精神体制御』を並列起動し、パイプを構成するチタン合金の構造材とその向こうに広がる壁の建材、全体で厚さ五十センチほどの一帯を生物化する。

　滑なめらかな円筒形の壁に自分一人ひとりが通れる程度の穴を開け、同時に空気分子の動きを操そう作さして真空に保たれたパイプ内に外気が流入しないよう調ちよう整せいする。狭せまい穴を通って壁の外側にするりと抜け出し、自分の呼吸のために持ってきた空気も残らず取り除いて壁とパイプラインを元通りに修復する。

　床ゆかの上に静かに立ち上がり、周囲の状況を確かく認にん。

　古びたコンテナが積つみ上げられた薄うす暗ぐらい室内を見回し、息を吐つく。

『フィア。病院地下の資料庫に侵入成功だよ』

　腰に下げたサバイバルナイフの柄つかに手を当て、頭の中で呟つぶやく。ややあって、聞きき慣なれた少女の声が頭の中で『はい』と答える。

『シティの生産システムにもエラーは出てませんし、警けい備び兵へいの皆さんの動きも変化ありません。侵入成功みたいですね』

　良かったです、と呟くフィアの声に心の中で『うん』とうなずく。少女は病院から数キロ離はなれた市民公園で、サポート要員として待たい機きしている。

　警備兵や病院の医師が多数集まる中での今回のような作戦は、「天使」のＩ－ブレインの最も苦にが手てとするところ。

　必然的に、侵入役は錬れん一人ということになる。

『状況はどう？　調印式は？』

『無事に始まったみたいです』どこかほっとしたようなフィアの声。『公営放送の中継映像が流れてますけど、賢けん人じん会かい議ぎの人たちもみんな会場に入ってて。今は国歌の演奏が終わって、これから自治政府の首相とサクラさんが出てきて同盟文書を読み上げるところです』

　脳内時ど計けいが告つげる『九時十五分』という時間に、完全にスケジュール通りかとうなずく。こちらの都つ合ごうとしては何分かでも予定が遅れて欲しいところだが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

『じゃあ始めるね。何かあったら教えて』

　はい、という少女の声を意い識しきの端はしに、埃ほこりっぽい資料庫を見回す。月つき夜よの用意してくれた資料を頼りに先ほど入ってきたのとは別な壁を生物化し、開いた穴の向こうに垂直に走る広い換気ダクトを発見する。真まっ暗くら闇やみのダクトの中に注意深く入り込み、空気結晶で足場を作って自分の体を支える。

　壁の穴を消去して『チューリング』を終了し、事前に月夜から与えられた指示に従ってダクトの内ない壁へきを探る。上下に伸びるダクトの走向に沿う形で埋め込まれた細いパネルを取りのけ、病院内に張り巡らされた閉へい鎖さネットワークの専せん用よう線せんを発見する。

　不安定な体勢のままナイフでケーブルを削って内線を露ろ出しゆつさせ、有ゆう機きコードでＩ－ブレインと直接接続。

　わずかなタイムラグをおいて、脳内に病院の管理システムの操そう作さ画面が展開される。

　……えっと、真ま昼ひる兄にいの病室は……

　残念ながら、事前に準備できたのはここまで。真昼が具体的にこの病院のどの部へ屋やに収容されているかはシンガポール自治軍内でも機き密みつ扱いになっていて、こうやって院内のネットワークにアクセスしなければ調しらべることが出来なかった。当然、その病室に潜せん入にゆうする方法についてもぶっつけ本番。何しろ急な作戦だったから、この点については立案者の月つき夜よにも他ほかの誰だれにも文句を言う筋ではない。

　……これなら簡かん単たん、かな……

　真昼の病室は二十階建てのこの病院の最上階、司令部の許可を得た者でなければ立ち入りを許されない政府要人専用のフロアに位置している。自分が今侵入しているダクトと最上階のダクトは系統が違うから最低でも一回はどこかで乗り換えをしなければならないが、建物内の構造を見る限りではそう難むずかしいことでも無い。問題のフロアには当然シンガポール自治軍の兵士が複ふく数すう配置されているが、おそらく真昼自身の希望で病室内には常じよう駐ちゆうしていないようだから手の打ちようはいくらでもある。

「……とりあえず、連絡しとこっかな」

　祐ゆう一いちやリチャードからは、潜せん入にゆうの適当なタイミングで真昼に連絡を取るようにと言われている。真昼の方でもこっちと接触しておきたいはずだから、自分が来ていることに気づけば上う手まく立ち回ってくれる、ということらしい。

　……どういう理屈なんだろ、いったい……

　それは今考えても仕方ないか、と首を振る。ともかく病室までのネット回線を確かく保ほしようと錬れんは別な有機コードを取り出してＩ－ブレインを携けい帯たい端末に接続し、

　……あ……

　適当に展開した立体映像ディスプレイの一つに映し出される、調ちよう印いん式しきの中継映像。

　休きゆう憩けい室しつで医師達が見ているらしい公営放送のニュースが、闇やみの中に浮かび上がる。

　……なんか、すごいことになってるなあ……

　四方を石造りの建物に囲まれた広大な庭園の中央で、黒い軍服を纏まとった八百人の魔ま法ほう士し達が一斉に敬礼の姿勢を取る。庭園の正面、シンガポールのシンボルマークが掲げられた壇だん上じように、スーツ姿の初老の男と黒くろ尽ずくめの少女が姿を現す。各国の貴き賓ひん席せきから申もうし訳わけのような拍手がわき起こる。男と少女は小さなテーブルの前に並んで立ち、今回の同盟に関する条約を記し立体映像の書面を高らかに読み上げる。

『──あれ？』

　唐とう突とつに、頭の中に響ひびくフィアの声。

　何事かと驚おどろく錬れんに、その気持ちを感じ取ったらしい少女は『すみません！』と慌あわて、

『いえ、あの！　調ちよう印いん式しきの会場の状況を調しらべてたんですけど、ちょっと変な事があって』

『変な事？』

　心の中でオウム返しに問う錬にフィアは『はい』と答え、

『会場、っていうより議ぎ事じ堂どう全体のネットワークなんですけど、さっきから、なんだか変なプロセスがどんどん立ち上がってて』

『変なプロセス……』錬は呟つぶやき『それって、誰だれかが電子戦を仕掛けてるってこと？』

『分かりません。セキュリティが働いた形跡が全然無いんです』フィアは不ふ思し議ぎそうに『ちょっと触ってみた感じだとここの議事堂のシステムってすごく硬くて、そんな簡かん単たんにアクセスできるはずが無いんですけど』

『そっか……そりゃそうだよね』

　内心で首を傾かしげる錬の前でシンガポールと賢けん人じん会議の代表が条約文書を読み終える。進行役らしき士官が壇だん上じようの袖そでに出現し、同盟文書らしき紙と署名用の羽は根ねペンが載のった銀ぎん色いろのトレーを恭うやうやしい態度で二人ふたりの前に運ぶ。ニュース映像の視点が会場内に設置されているらしい別なカメラのものに切り替わる。調印を行う旨むねを告つげるアナウンスに初老の男と少女がうなずき、まず少女の方がペンを手にしてテーブルに置かれた同盟文書の前に立つ。

　ゆっくりと近づいていくカメラの映像の中、ペンの先端が紙の文書に触れる。

　──瞬しゆん間かん。

　中継映像の視界を遮さえぎって、無数の巨大な立体映像ディスプレイが式壇を取り囲んだ。
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　唐突に出現した数千の立体映像ディスプレイが、視界を壁かべのように覆おおった。

　サクラは同盟文書から手を離はなし、羽根飾りの付いたペンをそっと皿の上に戻した。

　……やはり来たか……

　無数のディスプレイは何かのプログラムらしき文字の羅ら列れつを高速で表示した後、出現したときと同じく唐突に移動を開始する。式場の中央、賢人会議の魔ま法ほう士し達の頭上。寄り集まった数千のディスプレイは融ゆう合ごうして巨大な一つの画面を形成し、四人の人物の姿を映し出す。

　賢人会議の最初のメンバーである四人の幹部。サクラ、ディー、セラ、そして真ま昼ひる。

　どよめく人々の頭上で四つの顔に次々に赤い線せんが描かれ、そのうちの一つ、黒髪の青年の顔が消失する。

　鈍にぶい駆く動どう音おんが会場に響き、シティの天てん井じようから降り注ぐ人口照明の光に影かげが差す。庭園を取り囲む議事堂の天井から展開された開閉式の屋根が、広大な調印式会場を瞬またたく間まに覆い隠かくす。同時に外周沿いに浮かぶ観かん覧らん席せきが降下を開始する。各国の要人、報道関係者、それにシンガポール自治政府の議ぎ員いんを乗せた円形の台座は危うい動作で着陸して動かなくなる。

　各所に設置された照明の明かりが絶たえる。

　四方の壁かべに埋め込まれた全すべての窓が同時にシャッターで閉ざされ、石いし畳だたみの庭園が闇やみに沈む。

　……これは……

　Ｉ－ブレインの知覚情報を頼りに闇の中で手を伸ばす。傍かたわらに立つカリムの手を強く引き、自分と共にテーブルの陰に座らせる。

「失礼、手荒なことをした」

「いや、感かん謝しやする」カリムはうなずき、ふむ、と息を吐ついて「年は取りたくないものだな。こういう緊きん急きゆうの場面ではどうにも反応が鈍にぶっていかん」

　暗視カメラを装備した警けい備び兵へい達が周囲に駆かけ寄ってくる。サクラとカリムを取り囲んで防ぼう御ぎよ態勢を取る兵士達の向こうから、スーツ姿の男が進み出る。

「無事のようで何よりだ」

　感情を感じさせないフェイの声に「そちらもな」と答える。

　と、隣となりのカリムが落ち着いた態度でフェイを見上げ、

「状況は？」

「議事堂の管理システムが何者かのハッキングを受けました」フェイはこちらと同様に身をかがめて「この会場内の電力供給は完全に停止。現在、情報部に状況の確かく認にんを急がせています」

「ずいぶんと脆ぜい弱じやくなセキュリティなのだな」

「我わがシンガポールの政治中ちゆう枢すうだ。最高レベルの防ぼう壁へきが敷しかれている」とっさに軽口を挟はさむサクラにフェイは淡たん々たんと答え「無む論ろん、政府内の何者かが犯人にバックドアを教えたのであればその限りでは無いがな」

「なるほど、と言いたいところだが」サクラは周囲の闇に視し線せんを巡らせ「この会場には何か予備電力のようなシステムは無いのか？　外部からの攻こう撃げきでメインの系統が使えなくなった時のために、この議事堂内だけで独立に運用可能な補助系を用意しておくのは常じよう識しきだと思うが」

「当然用意している。通常のエネルギー供給ラインとは別に三系統、それぞれ議事堂外のネットワークとは完全に独立したシステムがこの議事堂内には張り巡らされている」フェイはあくまでも無表情に「今回は通常回線と同時に、それらの補助システムが全すべて掌しよう握あくされた形だ。おそらく、議事堂施設と地下の補助プラント施設にそれぞれ敵の工作員が入り込んでいる」

「そういうことか……」うなずき、頭上を見上げて「あの天てん井じようも、敵の仕し業わざか？」

「間違いない」フェイは表情をわずかも動かすことなく「本来は議事堂が外部から攻撃を受けた際に敵の侵入を防ぐための隔壁だが、これは逆に閉じ込められた形だな。おそらく、式典会場の外に通じる全ての扉が同様に閉へい鎖さされているはずだ」

「敵はこの議事堂の構造を熟じゆく知ちしている、ということか」

　呟つぶやき、隣となりのカリムに視し線せんを向ける。

　一国の指し導どう者しやらしく動どう揺ようを微み塵じんも感じさせない男の顔を闇やみの向こうに見つめて、

「閣かつ下か。ともかく貴方あなたは後方に。いつまでも壇だん上じようにいては私の巻まき添ぞえになる」

　カリムがこの場にいることで誤射を恐れた敵が攻こう撃げきをためらうという可能性も無いでは無いが、逆に、同盟反対派がこの期きに流ながれ弾だまを装よそおって同盟推進派の首相を亡き者にしようと考えることも十分にあり得る。

「承知した」

　そこまでの考えを読み取ったのか、うなずくカリム。

　兵士達に守られてゆっくりと式壇の袖そでに下がっていく首相を横目に見送り、サクラは立ち上がってフェイを見下ろし、

「貴方もだ、全権大使殿どの。この場で最も狙ねらわれる危険が高いのは私だぞ？」

「心配には及ばぬ」スーツの埃ほこりを払って悠ゆう然ぜんと立ち上がるフェイ「これでも元軍人、身を守る術すべは心得ている」

「いや、しかし……」

『──ハッキングの経路、判明しました』

　言いよどむサクラを遮さえぎるように、フェイの襟えり元もとの通信素そ子しから響ひびく声。

　とっさに視し線せんで促うながすと、男は通信素子を口元に引き寄せ、

「報告を」

『攻撃は議ぎ事じ堂どうの外部から。一般回線、政府秘ひ匿とく回線、報道用の回線、エネルギー伝達ラインの管理回線……とにかく、あらゆる経路に分散している模様です』

「全すべて封ふう鎖さしろ」即座に指示を送るフェイ「以降、軍本部と議事堂内との通信は停止。議事堂外部の部隊は周辺警けい備びと犯人位置の特定を。……議事堂内部の部隊は速すみやかにシステムを復旧。補助電力の起動、及び脱出経路の確かく保ほ急げ」

「回線を封鎖？」サクラはとっさに言葉を挟はさみ「式典会場を外部から完全に孤立させるのか？」

「この議事堂のシステムに対する攻撃は今も続いている。ともかく一度全てのアクセスを遮しや断だんしないことには、補助電力を起動することすらままならない」無表情のままフェイは答え「それに、敵の攻撃が賢けん人じん会議を狙ねらってのものならば、当然この会場内には実行役が何名か入り込んでいることになる。身柄を押さえる良い機き会かいだ」

「なるほど」

　確たしかに、とうなずき、会場の様よう子すに意い識しきを向ける。中央に集まった賢人会議の面々は事前の計画通りに防ぼう御ぎよ態勢を取り、小さな子供達も取り乱す様子は無い。他シティの使節はそれぞれの護ご衛えいの魔ま法ほう士し達に守られているようだし、報道関係者の側にはすでに警備兵が付いている。

　どうにも、様子がおかしい。

　民衆の暴ぼう動どうに紛まぎれた昨日きのうの襲しゆう撃げきとは状況が違う。敵がいったいどれほどの手勢を持っているのかは不明だが、大軍でこの議ぎ事じ堂どうを直接攻こう撃げきするというのでも無い限りこの状況をどうにか出来るとはサクラには到底思えない。

「……ともかく、各国の来らい賓ひん客きやくは安全な場所に退たい避ひさせるべきではないか？」考えても仕方がないと首を振り、フェイに顔を向けて「この建物の情報強度がどの程度かは知らないが、我われ々われの騎き士し全員を投入すれば扉の一つぐらい情報解体することは可能だろう。脱出経路さえ作っておけば、後はどうとでも対処可能だと思うが」

「一考に値するな」フェイは少し考える素そ振ぶりを見せ「問題ないか確かく認にんさせる。少し待っていただきたい」

　答える男の背後で、唐とう突とつに非常灯の明かりが点ともる。他ほかにも会場内の各所で数十カ所、壁かべに埋め込まれた小さなライトが柔らかな橙だいだい色いろの光で周囲を照らす。

『議事堂北棟にてハッキングに利用されたと思われる携けい帯たい端末を発見しました』フェイの通信素子から響ひびく兵士と思おぼしき男の声『直ただちにプログラムの解析を行い、補助システムの一部を復旧。残念ながら、周囲に犯人の姿は確認できません』

「引き続き調ちよう査さに当たれ」フェイは短く答え「それと、議事堂南棟、中央扉周辺の建けん築ちく構造が知りたい。至急データを……」

　男の指示を遮さえぎるように、今度はサクラの通信素子から甲かん高だかいアラーム音。

　何事かと襟えり元もとを引き寄せ、わけもなく声を潜ひそめて、

「私だ。何かあった──」

『賢けん人じん会議のリーダーだな？』

　小さな素子から響く、男とも女ともつかない奇妙な声。

　とっさに視し線せんを向けるフェイと顔を見合わせ、サクラは息を吐ついて、

「何者だ？」

『尋たずねるまでもないことだと思うがね』何らかの変換処理を施ほどこしているらしい声は嘲あざけるような調子で『つい昨日きのう、そちらの参さん謀ぼうを射殺し損ねた者だよ』

「貴き様さま──」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真まっ白しろになる。

　膨ふくれあがる怒りを無理やり抑え込み、サクラは大きく深呼吸して、

「要件を聞こうか」

『実は、その式典会場内に爆ばく薬やくを仕掛けさせてもらった』

　棚たなに玩具おもちやを隠かくした、とでも言うような気安い口調。

　は？　と目を丸くするサクラに、通信素子の声は落ち着いた様よう子すで、

『全部で十五カ所。魔ま法ほう士しの情報制せい御ぎよを関知して自動的に爆発するよう設定した特注品だ。こちらの要求が聞き入れられない場合にはそれを順に爆発させていく──というところで、状況は理解してもらえるかな？』

「つまり、その爆ばく薬やくで我われ々われを脅きよう迫はくしようということか？」

『有あり体ていに言えば、そういうことになる』

「愚かなことだ」サクラは鼻先で笑い「いったいどれほどの威力の爆薬を仕掛けたのか知らないが、そんな物でこれだけの数の魔ま法ほう士しを傷つけることが可能だと？　仮にこの会場全すべてを吹ふき飛ばすほどの量が至し近きん距きよ離りで爆発したところで、我われ々われにとってはかすり傷にもなりはしない。貴方あなたたちはそんなことも理解していないのか？」

『無む論ろん、理解しているとも』

　ひどく気安い口く調ちようで答える声。

　瞬しゆん間かん、サクラのいる壇だん上じようの右手、シンガポール自治政府の議ぎ員いん席せきで光が炸さく裂れつする。

　一瞬遅れて爆音が響ひびき渡り、衝しよう撃げき波はが壇上のあらゆる物を激はげしく震ふるわせる。四散した椅い子すのかけらが石いし畳だたみの床ゆかに跳はねて残り火のように燃もえる。そのわずかな明かりに照らされて、吹き飛ばされたらしい議員が一人ひとり、ぐったりと横たわったまま動かなくなる。

「……な……」

　目を見開くサクラ。

『おわかりいただけたかな？』通信素そ子しから響く静かな声『我々もこんな爆薬程度で魔法士を傷つける事が出来るとは思っていない。……我々の標的はこの会場に集つどった一般兵、各国の来らい賓ひん、報道関係者、そしてシンガポール自治政府議員。賢けん人じん会議が我々の要求を受け入れない場合には、魔法士の代わりに彼らに代だい償しようを支払ってもらうことになる』

　通信素子の音声がいつの間にか式典会場全体に向けたものに切り替わっていることにサクラはようやく気づく。おそらくは予備電力によって機き能のうを回復したのだろう、会場の各所に取り付けられたスピーカーから流れ出す正体不明の音声に、人々が不安そうに周囲を見回す。

「どういうことだ？」

　とっさに問い返す声が、敵の物と同様に会場内に響き渡る。どうやらこちらの通信素子が会場内のスピーカーに直結されたらしい。

　サクラは一瞬躊ちゆう躇ちよし、慎しん重ちように言葉を選えらんで、

「貴方たちはこのシティ・シンガポールに属する者では無いのか？　我々を狙ねらうのならばともかく、他国の来賓や自治政府の議員、まして一般兵を標的にするとは」

『誤解してもらっては困る。我々はシンガポールとは無関係の組そ織しきだ。このシティには今回の同盟に反対する市民団体や政治勢力が存在するようだが、残念ながら、我々はそれらのどれとも一切関かかわりがない』

　どこか楽しげに答える声。

　通信素子の向こうにいる何者かは機会合成のような奇妙な声を朗々と張り上げ、

『故ゆえに、我々はシンガポール自治政府の立場にも光耀クアンユーの予言にも、もちろん住民の命にも一切関知しない。──我々は今回の同盟の完全な破は棄きと、賢人会議のシンガポールからの即時退去を要求する』
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　立体映像ディスプレイに映し出される式典会場の中継映像が、唐とう突とつに途と絶だえた。

　エラーコードが表示された真まっ黒くろな画面を見つめ、真ま昼ひるは息を吐ついた。

　……始まったみたいだね……

　ベッドに寝そべった格かつ好こうのまま、目の前に浮かぶディスプレイを指で弾はじく。黒い画面はすぐにフライヤーからの空くう撮さつ映像に切り替わり、二重写しに開いた別なウィンドウにお詫わびのテロップが表示される。

　カメラが上空から捉とらえる国会議ぎ事じ堂どうは、式典会場である中庭を隔かく壁へきに閉ざされた物々しい姿。

　調ちよう印いん式しきで異変が起こった旨むねを伝えるアナウンサーの声に、真昼は目を閉じる。

　……さて、ここからどう動くかな……

　昨日きのうの襲しゆう撃げきの状況を見るに、敵はそれほど多勢とは思えない。おそらく工作員数十名、最大でも五十を超えることは無いだろう。対して、あの式典会場に集まった戦力は賢けん人じん会議の魔ま法ほう士し八百名にシンガポール自治軍のほぼ全戦力、そして各シティの要人護ご衛えいの魔法士達。まともな手段では、襲撃者達に万に一つも勝ち目はない。

　おそらく、敵が取る手段は会場内の通常人を標的にした脅きよう迫はく。

　賢人会議が脅おどしに屈せばそれで良し、仮に賢人会議が要求をはね除のければ「やはり魔法士は通常人の命を省かえりみない」となってこれもまた良し、ということになるのだろうが……

　……どうも、足りない気がするんだよね……

　ここまでの大仕掛けを施ほどこして得られる成果がそれだけというのは、どう計算しても割に合わない。もちろん同盟反対派には後が無いし、損得計算をしていられる段ではないのも確たしかなのだが、それでも敵の行動は無理が過ぎる気がする。

　自分は何か大切な事を見落としているのではないかという違和感。

　それが、どうにも拭ぬぐい切れない。

「……やっぱり、無理にでも会場に行くべきだったかな」

　ベッドの上に身を起こそうとして、軽いめまいに額ひたいを押さえる。昨夜ゆうべ無理をしすぎたせいか、どうにも体に力が入らない。

　出来ればこのまま眠ってしまいたいところだが、残念ながらそうもいかない。

　自分には、ここで来客を待つという役目がある。

　このシティ・シンガポールには今、各シティの賓ひん客きやくとして自分に関かかわりのある人々が集まっている。ロンドンのリチャード、モスクワのプランナー、そしてニューデリーのルジュナ・ジュレ主席執しつ政せい官かん。おそらく錬れんや月つき夜よ、祐ゆう一いちあたりも何らかの形で同行していることだろう。

　自分が賢けん人じん会かい議ぎの他ほかのメンバーと離はなれて一人ひとりでいるこの状況を彼らが見過ごすとは到底考えられない。

　必ず、何らかの接触を図ってくるはずだ。

　向こうのそうそうたる顔ぶれを考えれば、この半年の賢人会議の動きからこちらの意図についてもある程度は予測を立てているはずだ。そうであれば話が早い。ここから先の『賢人会議の平和的な組そ織しきへの転向』という計画を推し進めていくのに、シティ側の協力者がフェイ一人ひとりではさすがに手が足りない。

　当初の予定では調ちよう印いん式しきが無事に終わった後でこちらから接触するはずだったところ。

　その計画は大きく狂ってしまったが、この状況はこの状況で悪くは無い。

　……たぶん、錬れんだと思うんだけどな……

　小さな弟の顔を思い出し、ベッドの上で一人笑う。事情があったこととはいえ、随ずい分ぶん長い間放っておいてしまった。寂さびしい思いをしていただろうか。あるいは、自分の身を案じて胸を痛めていただろうか。

「たくさん謝あやまらないと、ね」

　呟つぶやき、あるいはすでにこの病院のシステムに侵入しているかもしれないと考える。

　寝そべった格かつ好こうのまま枕まくら元もとに手を伸ばし、指先の感触を頼りに携けい帯たい端末を引き寄せ、

「──失礼します」

　唐とう突とつに、病室の外から声。

　音もなくスライドする扉の向こうから白衣の医師が一人と看かん護ご師しが二人ふたり、移動式のベッドと共に姿を現す。

「えっと……どうしたんですか？」

「調印式会場での事件はご存じですか？」

「はい、ニュースで見ましたけど……」

　不ふ審しんな気持ちで答えると、医師は「それは話が早い」とうなずき、

「その件に絡からんで軍の方から、あなたを極秘に別な病院に移送するようにと指示がありました。昨日きのうの件もありますし、この病院が襲しゆう撃げきされる可能性もゼロとは言えない。その万が一の場合に備そなえての安全策だそうです」

　ナースキャップを目ま深ぶかにかぶった女の看護師がベッドの左右に回り込む。体にかかった布ふ団とんが取りのけられ、点滴のチューブが移動式ベッドに据すえ付けられた別なものに取り替えられる。

　疲労のせいか、意い識しきがぼんやりとする。

　看護師の顔が今け朝さ見た当直のメンバーとは違うことに、唐とう突とつに不安を覚える。

「あの、すいません、やっぱり誰だれか人を！」

「大きな声を出さないでください。傷が悪化しますよ」

　看護師の細い手がやんわりとこっちの口を塞ふさぐ。とっさにはね除のけようとした両手が、もう一人ひとりの看かん護ご師しに押さえられる。

「ふむ、点滴では効ききが遅いな」

　ひどく静かな医師の声。

　いつの間に取り出したのか、男の手に無針式の注射器が光る。

　……マズい……

　強ごう引いんに起き上がろうと身をよじった瞬しゆん間かん、包帯を巻かれた胸に激げき痛つうが走る。痛みをこらえきれずに息を吐はき、その喉のど元もとに容よう赦しやなく注射器が押し当てられる。

「悪いが、少し付き合ってもらうぞ」

　優やさしさすら感じさせる、男の声。

　意い識しきが、闇やみに沈んだ。
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　病院の二十階にたどり着くには、三分ほどの時間を要した。

　政府要人用の特別病室が並ぶフロア。その天てん井じよう裏うらを走るダクトに身を潜ひそめ、錬れんは息を殺して廊下の様よう子すをうかがった。

　……えっと、一番端はしが真ま昼ひる兄にいの病室で……

　館かん内ないシステムから拾い上げた真昼の居場所を脳内で確かく認にんし、狭せまいダクトを這はい進む。手元に浮かぶ小さな立体映像ディスプレイに視し線せんを走らせ、首を傾かしげる。真昼の携けい帯たい端末らしきアクセスポイントに通信は届いているはずなのに、この数分の間に向こうからの反応無し。

　識しき別べつコードを間違えたとも思えないし、そろそろ動きがあっても良いはずなのだが。

　……とにかく、行ってみれば良いか……

『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』で自身の動きを五倍に加速し、同時に『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』を起動して足音を遮しや断だんする。真下の廊下を行き来する警けい備び兵へいを適当にやり過ごし、ほんの何十秒かで目的の部へ屋やの近くまでたどりつき、

「──患者の移送？」

　冷たいダクトの壁かべの向こう、病室の中の方向から聞こえてくる声。

　とっさに息を潜める錬の耳に、いかにも不ふ審しんそうな男の声が届く。

「こちらではそんな命令は受けていない。調ちよう印いん式しき終了まで患者はこの病室で待たい機きのはずだが」

　ダクトの内ない壁へきを走るケーブルから館内システムにアクセスし、監かん視しカメラ越しに廊下の状況を確認する。

　真昼がいるはずの病室の前、話し合っているのは三人。銃を持った警備兵が二人ふたりと医師らしき白衣の男が一人ひとりで、先ほどの声は兵士の片方、この現場の部隊長らしき男が発したもの。

　もう片方の兵士は困こん惑わくした様子で病室内をうかがい、その視線を遮さえぎる位置に立つ医師はこちらも困った顔で兵士に向かって立体映像の書面を示して、

「ですから、ここにある通りです。……この病院が襲しゆう撃げきされる可能性を考えて、患者を別な病院に移送する。調ちよう印いん式しき会場での異変を受けての緊きん急きゆう指示だそうですが、そちらに通達は？」

「だから、聞いていないと言っている」部隊長らしき中年の男は自分の携けい帯たい端末を叩たたいて眉まゆをひそめ「だいたい、どこから出たものなんだその命令は。司令部のデータベースに照会をかけたが、そんな指示は記き録ろくに残っていないぞ」

「式典会場内のフェイ・ウィリアムズ・ウォン議ぎ員いんから直接出されたものと聞いています」医師は落ち着かない様よう子すで病室の中を振り返り「直後に会場との通信が途と絶ぜつしたという話ですから、司令部の方でも情報が混乱して状況を掴つかみ切れていないのでは？」

　むぅ、と口ごもる部隊長の隣となりでもう一人ひとりの兵士が半透明の命令書を指さし、

「で、ですが、移送先の病院まで秘密というのは」

「盗とう聴ちようによって敵に患者の居場所が特定されるのを避さけるためだそうです。そちらも命令書にある通り、フェイ議員の指示とのことで」そう言って、医師は手元に浮かぶ立体映像の時計とけいに視し線せんを走らせ「ともかく急いでいただけませんか。可能な限り迅じん速そくに移送を完了するようにとの通達なのですが」

　医師の言葉に兵士たちが顔を見合わせる。小声で何事かを話し合う兵士達の前で病室の扉が大きく開かれ、移動式のベッドが廊下に進み出てくる。

　錬れんは息を呑のむ。

　苦しげに目を閉じる黒髪の青年──真ま昼ひるの姿を、監かん視しカメラ越しの映像がはっきりと捉とらえる。

「しかし、やはり司令部が把は握あくしていないというのは……」

「ですから、それは説明した通りです」医師は軽く眉まゆをつり上げ「そちらの立場もわかりますが、命令書の電子署名が本物だということはご確かく認にんいただけたのでしょう？　なら、従っていただかないことには」

「それは、そうだが……」

　なおも口を開こうとする部隊長を遮さえぎるように、廊下の反対側から足音が響ひびく。顔を向ける兵士達の前に、サングラスで顔を隠かくした黒いスーツ姿の男女が三人、無表情に駆かけ寄る。

「情報部のレオン中尉だ」先頭に立つ男が兵士達に口を開く隙すきを与えず自身の認にん識しき票ひようを示し「以降の作業は情報部が担当する。敵に患者の移送を悟らせないための処置だ。理解していただきたい」

　そう言って、男は「急げ」と背後の二人ふたりに指示を送る。スーツ姿の二人が移動式ベッドの左右に回り込み、看かん護ご師したちと共にベッドを動かし始める。

「オーケー、了解した」降参、というふうに部隊長は両手を上げ「俺おれたちはどうすれば？」

「偽ぎ装そうとして、調印式終了までこの病院の警けい備びを続けてもらいたい。……残念ながら、そちらの命令書は用意できていないが」

「いや、問題ない」部隊長はひらひらと手を振り、その手を略りやく礼れいの形に掲げて「では、患者をよろしく頼む」

　了解した、と略礼を返し、男が廊下を振り返る。スーツ姿の男女が三人に、白衣の医師、看かん護ご師し二人ふたり──都つ合ごう六名が真ま昼ひるが眠る自走式のベッドを取り囲み、早足に廊下を進み始める。

　……どうなってるの……？
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　半ば困こん惑わくしながらも、ともかく後を追って移動を開始する。廊下を行く一団の真上の位置をキープしたまま、暗いダクトの中を這はい進む。

『フィア、聞こえる？』

　心の中で、声。

　腰のナイフの柄つかに埋め込まれた結晶体が、『天使』の同どう調ちよう能力と連動して数キロ離はなれた位置にいる少女の元まで思考を届ける。

『錬れんさん、どうかしましたか？』

『真昼兄にいが別な病院に運ばれることになった』

　え？　と少女の不ふ思し議ぎそうな声が頭の中に響ひびき、

『どうしてですか？　もしかして私たちのことがバレて』

『ううん。調印式会場で事件が起こったからこっちっも襲おそわれるんじゃないかって、あの全権大使が指示を出したらしいんだけど』錬は口元に指を当て『そういえば、会場の状況は？　天てん井じようが閉まって中の状況が分からないってニュースでやってたのは見たけど』

『そのままです。外部からのアクセスを止めるために議ぎ事じ堂どう全体の回かい線せんを遮しや断だんしてて、そのせいで軍司令部とは連絡が取れなくなってるみたいですけど』

　そういえば下の兵士もそんな話をしていた気がする。攻こう撃げきを受けたことに気づいたフェイ大使がすぐに真ま昼ひるを別な病院に移送するよう指示を出して、その直後にアクセス遮断。だから司令部の方では確かく認にんが取りたくても取れない──確たしかに筋は通る。

　が、何か納なつ得とくがいかない。

　質たちの悪い詐さ術じゆつに引っかかったような違和感が、胸の奥にまとわりつく。

『錬れんさん？』

『……大丈夫』余計な考えを頭から追い出し『とにかく、仕方ないから真昼兄にいを追っかけてみる。このままじゃ話どころか、直じかに顔も見れないまま時間切れだからね』

『はい、こっちでも何かあったら知らせますね』

　気をつけて、という声を残してフィアの存在情報が脳内から消える。闇やみの中で一つ息を吐つき、足音を殺してさらにダクトを這はい進む。

　廊下から金属の壁かべ越ごしに響ひびくのは、規則正しい靴音。

　その音が、唐とう突とつに止まる。

　……そっか、エレベータで……

　ダクトの側面の壁に手を当て、『仮想精神体制御チユーリング』を起動する。生物化したチタン合金の壁に穴を開け、中にするりと身を滑すべり込ませる。

　湿りを帯びた風が足の遥はるか下から吹ふき上がり、頬ほおを強く叩たたく。

　眼下にどこまでも続く真まっ黒くろな大穴──病院の二十階から地下までを貫くエレベータ昇降路の一番高いところに張り付く格かつ好こうで、錬は息を殺して様よう子すをうかがう。

　闇の中からかすかな駆く動どう音おんが響き、重力制せい御ぎよ用の極小サイズの演算機き関かんを載のせたエレベータがゆっくりと迫ってくる。こっちの足に触れるか触れないの位置で停止するエレベータの上に、錬は足音を立てないようにそっと飛び乗る。

　コンマ一秒遅れて、扉が開くかすかな音。

　空くう調ちよう用ようのわずかな隙すき間まから中を覗のぞき込む錬の足下に、移動式ベッドと六人の人物が順に乗り込んでくる。

　先頭に立つスーツ姿の男が、急ぐぞ、と呟つぶやき、他ほかの五人がうなずく。看かん護ご師しの一人ひとりがタッチパネルの『地下一階』の表示を押し、エレベータが急速に降下を開始する。

　無言のエレベータ内部に、真昼の寝息がやけに大きく響く。

　……どうしよう……

　ベッドで眠る兄の顔を見ているうちに、だんだん腹が立ってくる。そもそも、リチャードや祐ゆう一いちの話では『真昼の方でもこっちが来るのは予想しているはず』ということだったのに、蓋ふたを開けてみればこの有あり様さま。確たしかに大けがをした後で疲れているのかもしれないが、それでもいつもの真ま昼ひるならこっちがびっくりするような鮮あざやかな手て際ぎわで──

　……あれ……？

　何かがおかしい、という思考。

　本当に、真昼はどうして眠っているのだろう。

『フィア、ちょっとお願ねがいがあるんだけど』

　心の中で呼びかけると、『どうしましたか？』と答える少女の声。

　錬れんはエレベータの内部に油ゆ断だん無く視し線せんを向けたまま、

『真昼兄にいの移送命令。あれ、本当に議ぎ事じ堂どうの中から出たか調しらべられる？』

『え？』少女の思考が一いつ瞬しゆん途と絶だえ『……はい、ちょっと時間がかかりますけど、やってみます』

　お願い、と答えて会話を終了する。エレベータがゆっくりと停止し、かすかな音と共にドアが開く。スーツと白衣の一団が、移動式ベッドと共にエレベータを降りる。

　無人になったエレベータのドアが、静かに閉じる。

　錬は目を閉じてゆっくりと三つ数え、天てん井じようの非常扉を引き開けた。




　　　　††††††††††††††




　機き械かい変換を施ほどこされたらしい奇妙な声が、闇やみに沈む調ちよう印いん式しき会場に響ひびき渡った。

　サクラは目を見開き、目の前に広がる虚こ空くうを呆ぼう然ぜんと見つめた。

　……シンガポールとは無関係……？

　Ｉ－ブレインの知覚が、先ほど爆ばく発はつが起こった議員席の様よう子すを捉とらえる。吹ふき飛ばされた議員が周囲の者たちの手で後方に運ばれ、応急手当を受ける様子が仮想視界の中に映し出される。

　被害者がともかく呼吸していることに安あん堵どの息を吐つく。

　襟えり元もとの通信素そ子しを引き寄せ、どこにいるのか分からない犯人を闇の向こうに睨にらみ付け、

「無関係とはどういうことだ。貴方あなたたちはシンガポールの市民権も持たず、シンガポール内の誰だれかに雇われた者でもない。そういうことか？」

『そうだ』

「では、いずれかの、シンガポール以外のシティに属する者か？」

『それも否いなだ。ロンドン、マサチューセッツ、ベルリン、モスクワ、ニューデリー──我われ々われは、現存するいずれのシティにも属すことなく、いずれのシティの利害とも無関係に活動する自由な集団だ』

　淡たん々たんと答える声。

　サクラはとっさに「では！」と口を開きかけ、会場内の全すべての視し線せんが自分に集中しているのにようやく気づく。

　……何だ、この状況は……

「……目的は何だ」ためらいながら、ともかく問いを口にする。「いずれのシティにも属さない、シティの利害に興きよう味みはないと言うのなら、貴方あなたたちの目的はいったい何だ！」

　数秒の沈ちん黙もく。

　通信素そ子しの向こうの何者かは押し殺したような声で笑い、

『──人類の権利』

　囁ささやくような呟つぶやき。

　何？　ととっさに問い返すサクラに再び歪いびつな笑い声が応こたえ、

『言葉の通りだよ賢けん人じん会かい議ぎ。我われ々われはシティに住む人々の平へい穏おんな暮らしを守るため、マザーシステムの廃止を訴える君たちに反はん旗きを翻ひるがえす正義の組そ織しきだ』

　通信素子越しに響ひびく、あまりも直ちよく截さいな答。

　サクラは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開け、すぐに我に返って、

「正義、とはどういう意味だ。貴方たちはシティにおける魔ま法ほう士しの権利を主張する我々を『悪』であると言うのか？」

『当然だ。シティに住む人々には日々を平穏に過ごす権利がある。その権利を脅おびやかす賢人会議は疑いようもなく悪だ』通信素子の声は自信に満ちた様よう子すで答え『そもそも、君たち魔法士は何の助けも無しに自然に生まれてきたわけではあるまい。シティは君たち一人ひとり一人を生み出すために市民の生活を削り、莫ばく大だいな生産コストと研究コストを支払っている。ならば、シティ市民がその恩恵を被こうむるのは当然のことではないか？』

「そのために魔法士が虐しいたげられるのは当然だと言うのか！」

『数の問題を考えろ。魔法士ほんの数人の犠ぎ牲せいで何百万という人々が救われるのだ。マザーコアとなる魔法士も本望ではないのか？』

「貴方は──！」

　頭が怒りに染そまる。とっさに振り上げた拳こぶしが目の前のテーブルめがけて振り下ろされる。

　闇やみの中、薬くすり指ゆびに光る銀ぎんの指ゆび輪わ。

　寸前で腕が止まり、サクラは握りしめた左手を開いて大きく息を吐はく。

　……落ち着け……

　冷静に、と頭の中で呟つぶやく。冷静に、落ち着いて、よく考えて──この場に真ま昼ひるがいたなら言いそうな言葉を、片かたっ端ぱしから思い浮かべる。

　脳内時ど計けいに一瞬だけ意い識しきを向け、現在時刻を確かく認にんする。

　五分と数秒──この状況が始まってからわずかそれだけの時間しか経過していないことに、少し驚おどろく。

　……いったい、狙ねらいは何だ……

　そもそも、この敵の言動はどこかおかしい。「魔ま法ほう士しよりも通常人の権利の方が重要だ」と本気で主張するなら、その通常人を人ひと質じちにし、あまつさえ重傷を負わせるような手段に訴えるのは筋が通らない。それに、実効性という問題もある。仮に自分が敵の要求を受け入れて「同盟を破は棄きする」と宣言したところで、この議ぎ事じ堂どうを一歩出ればそんな宣言は何の意味も持たない。シンガポール自治政府によって犯人が逮たい捕ほされるのを待ち、改めて調ちよう印いん式しきを行う。いや、場合によっては犯人逮捕を待つ必要すらない。

　ならば、敵はやはり同盟反対派の議員に与くみする何者か。

　口では何を言おうと敵はやはり「同盟そのものを破棄することは出来ない」という大前提で動いているのであり、一連の発言はただ自分が食いつきそうな要素を羅ら列れつしただけの物で、こうして不毛なやりとりを続けている状況それ自体に意味がある──そう考えれば、

　……目的は時間稼かせぎ。この会場を外部と遮しや断だんすることか……？

「──フェイ大使」

　通信素そ子しのスイッチを切り、傍かたわらの男に小声で囁ささやく。

　こちらに背を向けて兵士たちに指示を出していたフェイが振り返り、

「兵士達に爆ばく弾だんの発見を急がせている。代表殿どのはそのまま会話を……」

「今すぐ通信封ふう鎖さを解除し、軍司令部と連絡を取っていただきたい」

　何？　とフェイはほんのわずかに眉まゆを動かし、

「先ほど話した通りだ。ネットワークに対する敵の攻こう撃げきは今も続いている。通信封鎖を解除すれば今度こそこの議事堂のシステムが根こそぎ乗っ取られる、いや、首相専用のホットラインを経由して軍司令部のシステムにまで攻撃が及ぶ危険性が」

「そう考えさせることこそが敵の狙ねらいなのだとしたら？」サクラは闇やみの向こうにフェイを見み据すえ「確かく証しようはない。……が、仮にこの状況を固定する事自体が敵の狙いなのだとしたら、我われ々われはすでに敵の術中にはまっていることになる」
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「どうも、おかしいですね」

　ぽつりと呟つぶやくルジュナの声が、静せい寂じやくの中に聞こえた。

　クレアは、え？　と首を傾かしげ、仮想視界の焦しよう点てんを隣りん席せきの女に向けた。

「おかしいって、何がですか？」

「敵の狙いが不ふ明めい瞭りよう過ぎます」豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ主席執しつ政せい官かんは視し線せんをうつむかせたまま「言動に一貫性がありませんし、自分の要求を本当に実現する意図も感じられない。……何と言いますか、賢けん人じん会かい議ぎの代表と会話を続けること、それ自体を目的としているかのようです」

「おい、そりゃどういう……」

　と、横から口を挟はさむヘイズ。

　ルジュナはそれには答えず、口元に指を当てて少し考え、

「……ああ、なるほど」一人ひとり呟つぶやき、こっちとヘイズ、それに祐ゆう一いちを順に見て「最初の爆ばく発はつで負傷した議員ですが、もしかして同盟反対派に属する方ではありませんか？」

　は？　と目を丸くするヘイズ。

　その横で祐一が素す早ばやく立体映像のタッチパネルを叩たたき、

「確かく認にんした。ニューデリーの情報部が調しらべた記き録ろくだが三ヶ月ほど前に反対派の会合に出席している。その後は賛さん成せい派はに転向したことになっているが、こうなると偽ぎ装そうと考えるべきだろうな」

「いや待て旦だん那な。何の話……」

「爆弾を仕掛けたという敵の主張を本物にするために、反対派の議員が一ひと芝しば居い打った、ということですよ」

　祐一の代わりに答えるルジュナ。

　長い黒髪の執政官は闇やみに沈む式典会場を見つめ、

「先ほどの会話ですとこの会場内には十五個の爆弾が仕掛けられているそうですが、いくら調しらべてもそんな物は見つからないでしょうね。そもそも、いかに偽装を施ほどこしたところでこの厳げん戒かい態勢の中で貴き賓ひん席せきに爆弾を仕掛けるなど不可能です。同盟賛成派に属しているはずの議員が事前に議事堂内に準備していた、というのでも無い限りは」

　淡たん々たんと語るルジュナの言葉に、クレアは眼帯に隠かくされた目を見開く。

　最初の爆弾は、犠ぎ牲せいになった議員自身が所持していた物。

　それを自みずから点火し、人々の目の前で吹ふき飛んで見せた──

「で、でも！　さっきの爆発って本気でしたよ？　そりゃ自分で仕掛けたなら耐たい衝しよう撃げきの準備ぐらいはしてたかも知れませんけど、当たり所悪かったら確かく実じつに死んで……」

「狂きよう言げんというのは、死ぬ覚悟で仕掛けて初めて成立する物です」クレアの言葉を遮さえぎる穏おだやかな声「その結果、賢人会議は動けなくなった。式典会場は外部から遮しや断だんされたまま、こうして時間だけが徒いたずらに過ぎていく」

　そう言って、ルジュナはまっすぐこっちに向き直り、

「クレアさん」

「は、はい！」

「ロンドンとモスクワの席に何か動きはありませんか？」

　へ？　と眼帯の内側の目を丸くし、慌あわてて仮想視界の焦しよう点てんを動かす。

　自分がいるニューデリー自治政府の貴賓席の向かいと左ひだり隣どなり、二つのシティの使節が座る円形の台座の状況をＩ－ブレインの中に描き、

「あれ？」思わず声を上げ「何か……あのファンメイって子がロンドンの席から離はなれてどっかに動いてます。それにモスクワの方はイルも。あいつ、何やって……」

「ケイトさんもリチャードさんも素す早ばやい。さすがです」

　当然のように呟つぶやくルジュナ。

　クレアに問う間も与えず反対側の席を振り返り、

「ヘイズ、祐ゆう一いちさん。強硬手段です。今すぐ式典会場の扉を破は壊かいし、外に脱出してシンガポール自治軍司令部と連絡を。責任は、ニューデリー自治政府の名において私が取ります」
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　立体映像ディスプレイに映る式典会場の様よう子すに、幾いくつもの変化が生じた。

　暗視カメラが捉とらえるその動きを闇やみの中に見つめ、一つ息を吐ついた。

　……やはり、見過ごしてはくれんか……

　壇だん上じように立つ賢けん人じん会かい議ぎのリーダーは、こちらとの会話を中断して全権大使と何事かを話し合っている。その一方で、ロンドン、モスクワ、それにニューデリーの貴き賓ひん席せきでは魔ま法ほう士しらしき人ひと影かげが幾つか動き出している。

　その意味するところは明白。

　つまりは、『式典会場と外部との通信を絶たち、別働隊の作業が終了するまで時間を稼かせぐ』というこちらの意図が露ろ見けんしたということ。

　……まあ、やむを得ないことなのだろうな……

　元々が無理のある作戦。『わずか三十の手て勢ぜいで八百人からなる魔法士の組そ織しきと一つのシティの自治軍全部隊の動きを封ふうじる』という不可能を可能にするために考え得る限りの手は尽くしたが、劣勢をはね除のけるのに到底足りないことは最初から分かっていた。

　そして、計画が失敗に終わった場合の奥の手も、もちろん用意してきた。

『出来れば使わない』と部下には言ったが、おそらくそんな甘い考えが通じる状況でなくなるだろうということはどこかで理解していた。

　……あと五分、いや、三分か……

　立体映像ディスプレイの隅に表示された時計とけいに視し線せんを走らせる。別働隊の逃走を完了させるために、少なくともそれだけの時間を稼がなければならない。

　覚悟は、すでに済ませている。

　シティの駒こまとして望みもなく過ごした半生を思えば、幸福であるとすら感じる。

　……それにしても……

　ディスプレイに映る式典会場を見つめるうちに、ふと笑えみがこぼれる。世界を動かそうとする魔ま法ほう士しの組そ織しきに、シティの自治軍。その全てが今、自分の敵として立ちふさがっている。さらに、貴き賓ひん席せきからその手助けをするのはいずれも歴史に残るような大人物。ニューデリーのルジュナ・ジュレ執しつ政せい官かんに、モスクワのケイト・トルスタヤ少将。神こう戸べにいた頃ころには出会うことなど想像もしていなかった人々が、自分の策を正面から潰つぶしにかかって来ている。

　自分は今から、その全すべてとたった一人ひとりで対たい峙じする。

　神戸を逃のがれた七十名の市民──力無い同胞の未来のために。

　……まるで英雄だな……

　頭に浮かんだ言葉に、苦笑する。

　こんな薄うす汚よごれた英雄が、いるものか。
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　議ぎ員いん席せきの一角で悲鳴が上がる。

　とっさにそちらを振り返り、サクラは目を見開く。

　闇やみの向こう、幾いくつもの椅い子すが並ぶ円形の台座の中央で、スーツ姿の禿とく頭とうの男がゆらりと立ち上がる。胸に幾つもの勲くん章しようをぶら下げた男は開いた両手を頭上に掲げ、どういうわけか降伏の姿勢を取る。

　周囲の議員が必死の形ぎよう相そうでその場から後ずさり、男を遠巻きに取り囲む。

　そこでようやく、男が何者かを認にん識しきする。

　シンガポール自治政府議員、リン・リー。

　同盟反対の急きゆう先せん鋒ぽうであるはずの男は、掲げた両手を後頭部で組んで無表情に背後を振り返る。

　計ったようなタイミングで議員席の床ゆかに埋め込まれた非常灯が点ともり、リーの全身を弱々しく照らす。そこでようやく、サクラは男の後ろに立つ別な何者かの存在に気づく。

　真まっ黒くろなボディースーツで全身を覆おおった、男性と思おぼしき人ひと影かげ。

　黒い手袋に包まれた右手が黒い銃を無造作に構え、その銃口は、あろうことかリー議員の背中に押し当てられている。

　……なんだ、あれは……

『何者か』

　静かに問うリーの声が、調ちよう印いん式しき会場全体に響ひびき渡る。背後の人物に向けて発せられたのだろう男の声が、おそらくは通信素そ子しを介して会場内の全すべてのスピーカーから流れ出す。

　と、その言葉に応こたえるように、謎なぞの人影の足下で非常灯の明かりが点る。

　右手の銃をリー議員に突きつけたまま、人影は光の中に己おのれの姿をさらす。

　銃を持つのと反対の手が自身の首の辺あたりを掴つかみ、顔と頭を覆う暗視ゴーグルとマスクを取り去る。三十代半ばと思おぼしき東洋人の男の顔が、調印式会場に集つどった全ての者の前にあらわになる。

『──元シティ・神こう戸べ自治軍情報部所属、真さな田だ遥はる人と中尉』

　会場内に響ひびく、ひどく落ち着いた声。

　それが男の発した物だと理解するのに、しばらく時間を要する。

　周囲の警けい備び兵へいが我われに返り、銃を構えて正体不明の東洋人に駆かけ寄ろうとする。が、それよりはやく男の手が動き、上半身を覆おおうボディスーツを脱ぎ捨てる。

　中から現れるのは黒を基き調ちようにしたいずれかのシティの儀ぎ典てん正装と、その上に貼はり付けられた無数の黒い物体。

　それが爆ばく薬やくだとサクラが理解した瞬しゆん間かん、会場内のあちこちで先ほどとは比べものにならない大きさの悲鳴が上がる。

　リー議ぎ員いんを遠巻きに取り囲んでいたシンガポール自治政府の議員達が、今度こそ蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。警備兵達が慌あわてた様よう子すで議員達をカバーする位置に割って入り、銃を構えたままじりじりと後退する。

　無人となった議員席の円形の台座に、男とリー議員だけが残される。

　非常灯の淡あわい緑りよく光こうが、二人ふたりを幽ゆう鬼きのように照らす。

　……いったい、何が起こっている……

「いささか思わしくない状況だ、代表殿どの」

　予想だにしない事態に呆ぼう然ぜんとするサクラの耳に、フェイの声が飛び込む。我に返って振り返ると、スーツ姿の全権大使は無表情の中にわずかな焦あせりをにじませて、

「真田中尉と言ったか、あの男の出現で兵士達が混乱している。議事堂外との通信遮しや断だんを解除するように指示は出したが、その指示が上う手まく伝達されていない」

　何、と目を見開き、議員席に視し線せんを戻す。全身に爆薬を貼り付けた襲しゆう撃げき者しや──今は無きシティ・神戸の軍人を名乗る男は手にした銃を何な故ぜか味方であるはずのリー議員に突きつけたまま、闇やみに沈む調印式会場を睥へい睨げいする。

『元神戸市民、とな』

　と、スピーカーから響くリーの声。

　スーツの胸元に中将の階級章を貼り付けた禿とく頭とうの男は巌いわおのような表情を崩くずすことなく、

『この議事堂システムへの侵入に、先ほどからの要求──全て貴き様さまの仕し業わざか』

『そうだ。ついでに言うなら昨日きのうの賢けん人じん会議に対する襲撃も俺おれの仲間がやったこと。と言っても、賢人会議の参さん謀ぼうの暗殺には失敗したがな』

　あっさりと告つげる男の言葉に、会場全体がどよめく。賢人会議の魔ま法ほう士しの何人かが血相を変えて男に向かって身構え、周囲の者たちが慌ててそれを止める。

『では、この会場内に爆弾を仕掛けたというのも』

『本当だ』リーの問いに男は無表情のまま『最初に爆発させた一つを除いて、この会場のどこかに残りが十四。もちろん、俺おれがこうして身につけている物は別勘かん定じようだが、こいつも会場内の物と同様、情報制せい御ぎよを感知して自動的に爆ばく発はつするようになっている』

『自爆覚悟、ということか』リーは息を吐つき『ある意味、見上げた心意気だが……目的は何だ？　先ほどは、人類を守るため、と主張していたようだが』

『その通りだ』男は視し線せんでかすかにうなずき『それこそが俺の、いや俺たちの唯ゆい一いつの目的だ。シティ体制に拠よって立つ人類の未来を脅おびやかす賢けん人じん会かい議ぎを排除し、人々の暮らしを守ること。それに相違ない』

『解げせんな』リーは、男に、というより会場内の全すべての者に問うように『賢人会議は全てのシティのマザーシステムを停止させるという自分たちの目的が実質的に実現不可能であることを認め、我わがシティ・シンガポールのマザーシステム体制を認めた上で我われ々われと同盟関係を結ぼうとしている。彼らを悪と断じる貴き様さまの主張は、偏へん狭きようであると言わざるを得ないが』

『それは、シンガポールの人々が賢人会議の正しよう体たいを知らないからだ』男は周囲の議員達に視線を巡らせ『残念ながら、あんた達は騙だまされている。賢人会議は話し合いが通用するような甘い組そ織しきではない。今回の同盟が友好に繋つながると考えるのははっきりと間違いだ。このまま行けば、遠くない未来にシンガポールは奴やつらの手によって消滅することになる』

　……な……

　あまりにも一方的な発言に、頭の中で何かが音を立てて切れる。

　サクラはとっさに通信素そ子しのスイッチを入れ、声の限り叫ぶ。

「出で鱈たら目めを言うな──！」

　甲かん高だかい声は小さな素子からスピーカーに伝わり、会場全体の空気を震ふるわせる。シティ・神こう戸べの生き残りを名乗る男がかすかに頬ほおを動かし、視線をゆっくりとこちらに向ける。

『賢人会議の代表か』

「そうだ！」サクラは百メートル以上も離はなれた男の顔をまっすぐ睨にらみ付け「たった今の貴方あなたの発言に対して撤てつ回かいを求める！　我々はシティからの魔ま法ほう士しの解放を目的としているが、そのためにシティその物を滅ぼすことを良しとはしていない！　仮に貴方が本当にシティ・神戸の生き残りだとして、貴方はいったい何を根拠にそのような妄もう言げんを吐はくのか！」

『根拠ならある』

　静かに答える、男の声。

　なに？　と眉まゆをつり上げるサクラを男は遠くからまっすぐに見返し、

『賢人会議は魔法士を守るためならシティの住民を皆殺しにすることも厭いとわない。俺は、そう確かく信しんしている』

　一つ息を吐き、会場に集つどう人々を見回して、

『なぜなら……俺の祖国、シティ・神戸を滅ぼしたのは、賢人会議だからだ』
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　演算機き関かんのかすかな駆く動どう音おんを静せい寂じやくの中に響ひびかせ、医い療りよう用ようの大型フライヤーがゆっくりと姿を現した。

　錬れんはエレベータの扉の内側に身を隠かくし、わずかな隙すき間まからその様よう子すをうかがった。

　柔らかな橙だいだい色いろのライトに照らされた病院地下の駐ちゆう車しや場じよう。エレベータからまっすぐ続く道の左右には完全武装の警けい備び兵へいが列を成し、周囲に油ゆ断だん無く視し線せんを巡らせている。地上に通じるスロープから侵入してきた輸ゆ送そうフライヤーはその回廊の中なか程ほどに停車し、両開きの後部扉を大きく開け放つ。

　白地に赤いラインの塗と装そうを施ほどこされたフライヤーの内部には、幾いくつもの計器や小型の医療機器。

　中央には、移動式ベッドを固定するための台座が置かれている。

　黒いスーツ姿の男が運転席から顔を出し、周囲の兵士達に敬礼する。敬礼を返す兵士にうなずき、男は、急げ、と言うように手を振る。移動式ベッドを取り囲む一団がそれにうなずいて応こたえる。黒いスーツ姿の三人と、白衣の医師と看かん護ご師しの三人──都つ合ごう六人の男女が真ま昼ひるが眠る自走式のベッドを操そう作さし、兵士達の間を抜けてフライヤーに駆かけ寄る。

　医師の白衣をまとった男がベッドの側面に埋め込まれたタッチパネルを叩たたき、ベッドは滑るようにフライヤー後部の空間に収容される。医師と二人ふたりの看護師がその後に従ってフライヤーに乗り込み、両開きの扉が閉ざされる。残ったスーツ姿の男女が二列になった前方の席に駆け寄り、左右の扉から中に飛び乗る。

　停車からここまで、わずか十秒。

　フライヤーから再び駆動音が響ひびき、巨大な車体が地面から浮き上がる。

　……どうする……！

　ナイフの柄つかに手を添そえたまま、息を殺して輸送フライヤーを睨にらむ。焦しよう燥そう感かんが心に膨ふくれあがる。動くわけにはいかない。移送命令が本物で彼らが本当にシンガポール自治軍の情報部の人間なら、ここで自分が飛び出すことは重大な外交問題に繋つながる。

　だけど、もしそうでは無かったら。

　この場にいるシンガポール自治軍の兵士全すべてが、タチの悪い詐さ術じゆつに引っかかっているのだとしたら──

『錬さん、やっぱりです！』

　唐とう突とつに、脳内で響く少女の声。

　息を呑のむ錬に、フィアは切せつ羽ぱ詰つまった声で、

『真昼さんの移送の命令なんて、どこからも出てません！』

（運動係数制せい御ぎよデーモン「ラプラス」起動）

　少女の言葉が終わるより早く錬れんは動く。壁かべのタッチパネルを叩たたいてロックを解除し、開きかけた扉のわずかな隙すき間まに身を滑り込ませる。運動速度を五倍に加速。一挙動に地を蹴けった体が地下の停車場を駆かけ抜け、居並ぶ兵士達の意い識しきを置き去りにして瞬しゆん時じに五十メートル先、ゆっくりと浮上する輸ゆ送そうフライヤーの後方に到達する。

　呆ぼう然ぜんと目を見開く数十人の兵士を視界の端はし。

　車体後部の認識プレートに爪つま先さきをかけて力の限り跳ちよう躍やく。同時に腰から抜き放ったナイフを後部扉の半透明の窓に躊ちゆう躇ちよ無く叩きつける。

（分子運動制せい御ぎよデーモン「マクスウェル」起動）

　強化プラスチックの窓に弾はじかれてナイフを持つ手が宙を泳ぐのを認識するより早く、Ｉ－ブレインにさらなる命令を飛ばす。周囲の空気分子を結晶化して銃弾に変え、威力を慎しん重ちように絞しぼって目の前の窓に叩きつける。甲かん高だかい音と共に半透明な窓が砕くだける。ナイフとは逆の手を伸ばして窓枠を内側から掴つかみ、扉下のわずかな突起を足場にフライヤーの後部に強ごう引いんにとりつく。

　ベッドの脇わきに座っていた医師が一瞬口を開きかけ、すぐに我われに返った様よう子すで白衣の裏に手を差し入れる。わずかの淀よどみもない動作で抜き放たれる大口径の銃を五倍加速の視界が捉とらえ、とっさに身を捻ひねると同時に銃声が大気を震ふるわせる。

　放たれた銃弾が通過するのは一瞬前まで錬がいた場所、正せい確かくに眉み間けんを貫く位置。

　同時にすさまじい加速感が窓枠を掴む左手を襲おそう。

　ほとんど腕一本で体を支える形になった錬を後部扉にぶら下げたまま、フライヤーが一気に速度を増す。我に返った様子で銃口を向ける周囲の警けい備び兵へい達と共に、停車場の光景が視界を高速で流れ去る。車内から幾いくつもの銃声が響ひびき、窓枠を持つ左手に銃弾が迫る。とっさに足下に空気結晶の足場を生成して体勢を立て直し、銃弾をかわしざまナイフを持つ手を入れ替えて今度は右手で後部扉を掴む。

　その周囲で、視界が開ける。

　地下停車場の短いスロープを駆け上がり、フライヤーは一気に二十階層の空へと躍おどり出る。

　扉の最も近い位置に座る看かん護ご師しが立ち上がり、こっちに向かって駆け寄る。フライヤーの加速を物ともせず近寄る女の右手に細身のナイフが光る。こっちの顔めがけて躊躇無く突き込まれるナイフを躱かわしざま、空気結晶を足場に跳躍する。伸ばした右手が車体のわずかな突起を捉え、錬の体はフライヤーの側面に回り込む。

「早くノイズメイカーを！」

「ダメだ！　この状況ではこちらの演算機き関かんも停止してしまう！」

「やむを得ん！　振り落とすぞ──！」

　医師と看護師の叫びに操そう縦じゆう席せきの男が応こたえ、同時に視界がぐるりと反転する。巨大な車体をきりもみ状に回転させ、輸送フライヤーがシティの天てん井じようすれすれを激はげしく蛇だ行こうする。

　その動きに耐えきれず、とうとう右手が車体から離はなれる。

　支えを失った体がフライヤーからはじき飛ばされる。

　……そんな程度で……！

（世界面変換デーモン「サイバーグ」起動）

　ナイフの柄つかに手を当てたまま、脳内でスイッチを叩たたく。半透明の球形の揺ゆらぎが周囲を包み、視界に映るあらゆるものが停止する。騎き士しの自己領域をごく短時間だけ模も倣ほうする錬れんの能力。亜光速に加速された世界の中で重力方向を書き換え、フライヤーの車体の上方、操そう縦じゆう席せきの真上に移動する。

（境界面に矛む盾じゆん発生。自己領域を解除）

　球形領域の端はしがフライヤーの車体に触れた瞬しゆん間かん、物理定数の矛盾に耐えきれずに自己領域が消失する。同時に錬は脳内で『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』を再起動。空気結晶の銃弾で操縦席の窓を破は壊かいし、きりもみ回転を続けるフライヤーの前部に取り付くと同時に操縦席に強ごう引いんに右腕を突っ込む。

「……な……」

　唖あ然ぜんとする男の前でハンドルを掴つかみ、強引に車体の動きを立て直す。とっさにその腕を掴もうとする男の顔に逆手に握ったナイフの柄を叩きつけ、助手席の男が放つ銃弾を空気結晶の盾たてで弾はじく。上下反転の姿勢で頭から操縦席に潜もぐり込み、正面の操作パネルに手を伸ばし、

「──動くな」

　フライヤー後部、ベッドの方から声。

　とっさに身を捻ひねる錬の視界の先で、医師と看かん護ご師し姿の三人が真ま昼ひるの額ひたいに三方から銃を突きつける。

「お前を撃うっても無む駄だなのは分かったが、こちらの男はそうは行かんぞ。試ためして……」

　言いかけた医師の言葉が、ふいに止まる。怪け訝げんそうにこっちを見つめる医師姿の男の目がふいに大きく見開かれる。

「……准じゆん尉い、こいつ……」

「ああ。俺おれも思い出した」

　応こたえるのは、助手席の男。

　黒いスーツ姿の男は、何な故ぜか憎しみのこもった目で錬を睨にらみ、




「シティ・神こう戸べのマザーコア交換を妨害した──神戸を滅ぼした敵かたきだ」




「……え……？」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなる錬。

　その隙すきを逃のがさず、助手席の男はハンドルを掴んで力任せに回転させる。

（──警けい告こく）

　慣かん性せいの法則を完全に無視した動きでフライヤーの車体が空中に急旋回し、車内をすさまじい衝しよう撃げきが襲おそう。加速度に弾はじかれた錬れんの体は操そう縦じゆう席せきを飛び出し、とっさに生成した空気結晶を足場に空中になんとか静止する。

　フライヤーの姿は、すでに遥はるか下方。

　偏へん光こう迷彩を起動したらしきその姿が、徐々にシンガポールの街並みに溶けて消えていく。

　……しまった……！

　とっさに後を追おうとする錬を、無数の黒くろ塗ぬりのフライヤーが取り囲む。

　シティ・シンガポールの徽き章しようを機き首しゆに貼はり付けた、自治軍の軍用フライヤー。

　いつの間にか集まった数百の黒い機体が、荷電粒子砲の砲口を周囲三六〇度全方位から錬に向けて照準する。

『当機は現在、政府命令により賢けん人じん会かい議ぎ要人を護ご送そう中ちゆう』

　シティの空に響ひびき渡る、先ほどの医師の声。

『当機を攻撃中の魔ま法ほう士しは、議事堂を封ふう鎖さした犯人と同一グループと思われる。速すみやかな撃げき墜つい、及び捕ほ獲かくを要よう請せいする』

　……ちょっと待って……！

　思わず口を開きかける錬を遮さえぎって、大気が震ふるえる。空気結晶を足場に浮遊する錬の頭上数十メートル、シティの天てん井じようすれすれの一帯に、紫むらさき色いろの電光が走る。

　荷電粒子砲の砲撃からシティの構造物を守るための、電でん磁じ障しよう壁へき。

　そう理解した瞬しゆん間かん、周囲を取り囲むフライヤーが一斉に荷電粒子の光を放つ。

（──「サイバーグ」）

　寸前のところで自己領域を展開し、襲おそい来る光の槍やりをかいくぐって下方に飛ひ翔しようする。が、すぐにＩ－ブレインが警けい告こくを発し、自己領域が強制的に解除される。脳内を電磁ノイズが駆かけ巡り、情報制御が阻害される。投写型のノイズメイカー。そう理解すると同時に半ば消えかかった空気結晶の足場を蹴けり、付近で最も大きな高層建けん築ちくの屋上にかろうじて着地する。

　転げるように屋上の縁ふちに駆け寄り、眼がん下かを見下ろす。

　真ま昼ひるを乗せたフライヤーは遥か遠く。

　すでにその姿のほとんどを消失させながら、地表面に降下しつつある。

「……嫌いやだ……」

　唇からこぼれるのは、子供のような呟つぶやき。

　このまま離はなれたらもう二度と兄とは会えないのではないか──そんな得え体たいの知れない恐怖に突き動かされて、錬は動く。

「嫌だ！　真昼兄にい──！」

　屋上の外周に張り巡らされたフェンスを強引に乗り越え、眼下の地表めがけてためらうことなくその身を躍おどらせる。ノイズまみれで上う手まく働かないＩ－ブレインで強ごう引いんに周囲の気流を操そう作さし、落下速度を無理やり低下させる。同時に目の前を流れる高層建けん築ちくの壁かべにナイフを突き立て、その衝しよう撃げきを利用してさらに速度を殺す。

　強化コンクリートの壁にナイフを突き立てるたび、引きちぎられそうな痛みが腕に走る。

　歯を食いしばってそれをこらえ、数百メートル下の地表めがけて真まっ逆さかさまに落下していく。

　その周囲を数台の軍用フライヤーが取り囲み、何事か警けい告こくを発する。脳内を覆おおうノイズが密度を増し、今度こそ一切の情報制せい御ぎよが起動できなくなる。最後の力で目の前の窓を破り、高層建築の中に飛び込む。タイル張りの床ゆかに激はげしく叩たたきつけられ、二転三転したところで壁にぶつかって止まる。政府関係のオフィスらしき部へ屋や。周囲の職しよく員いんが呆ぼう然ぜんと目を見開き、遠巻きにこっちを見下ろす。

　全身が軋きしむような痛みをこらえて立ち上がり、地表に向かおうと一歩目を踏み出す。

　その後方、錬れんが飛び込んだ窓を通って、完全武装の兵士が次々に室内に飛び込んで来る。

　周囲の職員が今度こそ悲鳴を上げる前で、兵士達は錬の背後に駆かけ寄る。それでも前に進もうとする錬を床に引き倒し、兵士達はこっちの両腕に手て錠じようをはめる。

「放して──！」

　冷たいタイルに頬ほおを押しつけられたまま、それでも叫ぶ。

「放はなせ！　放してよ！　僕は違う、違うんだ！　あいつらが真ま昼ひる兄にいを！　何で分からないんだ──！」

　応こたえる声の代わりに、首筋に押し当てられる硬い感触。

　ノイズメイカー、と理解する間もなく、意い識しきが途と絶だえた。
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　寒気がするような沈ちん黙もくが、式典会場を包んだ。

　シンガポール自治政府議ぎ員いん、各シティの使節、メディア関係者、そして何より賢けん人じん会議の魔ま法ほう士し達──その全すべてが見つめる前で、サクラはようやく声を発した。

「神こう戸べを滅ぼした……とはどういうことだ？」息を吐つき、かろうじて落ち着きを払った態度で「シティ・神戸が崩ほう壊かいしたのは一年半前。その頃ころ、賢人会議はまだシティ・メルボルン跡地を拠点にごく小規模な活動を行っていたに過ぎない。そのことは各シティの調ちよう査さ記き録ろくにも残っているはず。貴方あなたは何か思い違いをしているのではないか？」

　静かに語る言葉とは裏腹に、頭の中に焦しよう燥そう感かんが膨ふくれあがっていく。真昼から幾いく度どか聞かされた話──神戸崩壊の真相と、その中で真昼や月つき夜よ、錬、フィアが果たした役割を記き憶おく領域の中に思い出す。

　神戸を滅ぼしたのは彼らでは無い──少なくとも、それは間違いない。

　が、一つ間違えばそうなっていたかも知れないということは、紛まぎれもない事実だ。

「そもそも、神こう戸べの崩ほう壊かいはマザーシステム体制に反対した最高司令官の暴ぼう走そうが原因と聞いている。貴方あなたはまさか、我われ々われが貴方たちの指し導どう者しやを操あやつったとでも主張するのか？」

　自信に満ちた態度を取とり繕つくろって問う間にも、脳内に生じた混乱は密度を増す。この場、この状況で神戸の生き残りを名乗る男が現れ、神戸崩壊の首しゆ謀ぼう者しやを賢けん人じん会かい議ぎと断じる──その事実が意味する最悪の可能性に、背筋が凍こおる。

　……まさか、こいつの本当の狙ねらいは……

　息を呑のむサクラの視界の先で、男はリー議員に銃を突きつけたまま肩をすくめ、

『さて、それはいずれはっきりすることだ』式典会場の中央に集まった賢人会議の面々を見下ろし、銃を持つのとは逆の腕を背後からリー議員の首にかけ『こちらもこの場で水みず掛かけ論ろんをやるつもりは無い。要求は一つ、同盟の全面破は棄き。どうする？　手始めにこちらの自治政府議員を犠ぎ牲せいにしてみるか？』

　……ふざけたことを……！

　無む意い識しきにサクラは唇を噛かむ。同盟反対の急きゆう先せん鋒ぽうが人ひと質じちになっている以上、目の前で行われているのは一から十まで完かん璧ぺきな茶ちや番ばん。だが、それが分かっていてもサクラには動く事が出来ない。シンガポール自治政府が表向きには「全会一致で同盟に賛さん成せい」という態度を取っている以上、ここで強引な行動を起こすことは、少なくとも他シティの目には「必要とあらば同盟国の議員も平然と見捨てる冷れい徹てつな判断」としか映らない。

　どうすれば、という思考。

　それを遮さえぎるように、視界の先、男の背後でゆらりと白い影かげが動く。

『な──』

　何、という形に唇を動かしつつ、男がリー議員を抱えたまま背後を振り返る。その鼻先をブーツの爪つま先さきが紙かみ一ひと重えでかすめ、白いジャケットが闇やみの中に翻ひるがえる。

　響ひびき渡るのは、踏み込む靴音。

　神速の動きで男の背後に出現した白髪の少年は目標を逸それた蹴けり足を床ゆかに叩たたきつける反動でその場に一転、指を二本だけ握り込んだ奇妙な拳こぶしを側面から男の顔めがけて突き込む。

　男はとっさにリー議員の体を離はなしてその拳を払いのけ、銃口を少年の額ひたいに照準する。同時に弾はじかれた少年の右腕が螺ら旋せんを描き、かぎ爪つめのように伸ばされた人差し指と中指が引き金にかかる男の指に絡からみつく。

　情報制せい御ぎよなど使わない、Ｉ－ブレインに一切頼らない達人の体術。

　幻影イリユージヨンNo.17の指が男の銃を絡からめ取り、天高くに弾き飛ばす。

　唸うなりを上げて繰くり出された右足の蹴りが男の体を捉とらえ、男は防御に構えた両腕ごと数メートル後方に吹ふき飛ばされる。床に一転して立ち上がり、体に巻き付けた爆ばく弾だんの一つに手を伸ばす男。が、その指がスイッチらしき物に触れるより早く、その視界を漆しつ黒こくのロングコートが遮る。

　翻るのは真しん紅くの騎き士し剣けん。

　情報制せい御ぎよに反応した爆ばく弾だんのセンサー部に赤い光が点ともり、信号が爆弾本体に伝達されるより速く、黒衣の騎き士しの斬ざん撃げきは男が纏まとった全すべての爆弾を残らず情報解体する。
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『くっ！』

　かすかな声を上げて倒れる男の鼻先に、真しん紅くの騎士剣が突きつけられる。フードを目ま深ぶかにかぶって見下す黒い騎士の姿に、男が呆ぼう然ぜんと目を見開く。

『あんた、まさか──』

　初めて、感情を覗のぞかせる男の声。

　が、それはすぐに、静かな笑いにとって代わる。

『そうか……あんたも居たなら、最初から勝ち目は無かったわけだ』

　ようやく我われに返ったらしい周囲の警けい備び兵へいが、男の許もとに駆かけ寄る。突きつけられる無数の銃を前に男は息を吐つき、降参、とでも言うようにその場に大の字になる。

『──賢けん人じん会かい議ぎ』

　式典会場に響ひびき渡る、男の声。

　Ｉ－ブレインの仮想視界の先、男はなぜだか満足そうにうなずき、

『悪いが、祭りはこれから。楽しみもまだまだこれからだ。……命を賭かけた仕掛けだからな、せいぜい楽しんでくれ』

　何を、という一いつ瞬しゆんの思考。

　瞬しゆん間かん、視界の先で男の両目がぐるりと反転する。

　この世の物とは思えぬうめき声を上げて、男が両手で顔を覆おおう。儀ぎ典てん正装を纏まとった全身が激はげしく痙けい攣れんし、白い泡が口から吹ふき出す。

　毒だ、という誰だれかの叫び。

　その意味を脳が理解するより速く、Ｉ－ブレインが命令を飛ばす。

（呼【Call】‥『運動加速・起動』）

　……馬ば鹿かな……！

　五倍加速の体が壇だん上じようを飛び降り、シンガポール自治政府の議ぎ員いん席せきに向かって駆かけ出す。その動きに触発されたように賢けん人じん会議の騎き士しの何名かが自己領域を纏い、瞬時に男の側に出現する。一番最初にたどり着いたディーが黒衣の騎士と共に男を抱き起こし、強ごう引いんに口を開かせる。が、到底間に合わない。唇を噛かむディーの目の前、男は断だん末まつ魔まのように全身をくの字によじり──

　その目の前をかすめて、飛来する黒い物体。

　式典会場の闇やみを矢のように貫いた黒い小鳥が、痙攣を繰くり返す男の胸の上に降り立つ。

　小鳥は黒い小こ猫ねこに姿を変え、威い嚇かくするように前脚を伸ばして身構える。同時に黒猫の背中から黒い触手が突き出し、蛇へびの鎌かま首くびのように先端をもたげて男の口から喉のどの奥へと一いつ直ちよく線せんに侵入する。

　背骨を限界まで反そらした姿勢のまま、男の体が硬直する。喉のど、顔、両手──表面に露ろ出しゆつした皮ひ膚ふのすぐ内側を細い編あみ目めのような何かが一瞬だけ這はい回り、すぐに消失する。

　ずるりと引き抜かれる、黒い触手。

　その先端で、半ば溶解した白いカプセルがぬらりと光る。

「間に合ったぁ……」

　呆ぼう然ぜんと足を止めるサクラのすぐ傍そばで、息を切らせた少女の声が呟つぶやく。振り返るサクラの前で、長い黒髪を三つ編みに束たばねたチャイナドレスの少女がうなずく。

　黒い小猫が議員席を飛び降り、少女に駆かけ寄って肩に飛び乗る。

「感かん謝しやする。ロンドンの『龍りゆう使つかい』殿どの」

「リ・ファンメイ。今度から名前で呼んで」ファンメイは小さな黒猫からカプセルを受け取り、手のひらに乗せて「脳神経を直接破は壊かいするタイプの劇げき薬やく。このカプセルぐらいの量なら普通の人が軽く五千人は殺せる。溶け出した成分のほとんどは血液の中から無理やり回収したけど、それでも少しは吸収されちゃったから」

「承知した。すぐに処置を！」

　振り返って叫ぶサクラに、背後から追いついたフェイが無言でうなずく。男は襟えり元もとの通信素そ子しを引き寄せ、わずかに焦あせりを感じさせる声で、

「速すみやかに議事堂外との通信遮しや断だんを解除。司令部と連絡が付き次第、医い療りようスタッフの手配を」

『そ、それが……司令部との通信はすでに回復したのですが……』

　が、返ってくるのは、困こん惑わくしたような兵士の声。

　眉まゆをひそめるフェイとサクラの目の前に、立体映像ディスプレイの通信画面が出現する。

『──こちら第八十三警けい備び小隊。「天あま樹ぎ真ま昼ひる」を移送中の部隊との連絡は依然として途と絶ぜつ。中央区画にて逮たい捕ほした襲しゆう撃げき犯はんの意い識しきが回復次第、取とり調しらべを──』

　二十階層の警備状況を表す模式図を背景に流れる通信音声に、目を見開く。

　サクラはとっさにフェイの襟えり元もとから通信素そ子しを引ったくり、

「どういうことだ！　この通信はいったい──」

『軍病院から天樹氏を別な病院に移送していた部隊が正体不明の魔ま法ほう士しの襲撃を受け、その直後に消息を絶たったとのことです』通信素子の向こうの兵士は困り果てた様よう子すで『司令部は「議ぎ事じ堂どうとの通信が途絶する直前にフェイ大使から移送命令が出された」と報告しています。移送用のフライヤーが病院に到着したところで謎なぞの魔法士による襲撃が発生。警備部はこれと交戦を行い、逮捕に成功したとのことですが……』

　兵士の言葉と共に、ディスプレイの隅に映し出される黒髪の少年。

　視界がぐらりと揺ゆらぎ、サクラはとっさにその場に片かた膝ひざをつく。

「……敵の狙ねらいは真昼。あの男は玉ぎよく砕さい覚悟の時間稼かせぎ役ということか」

　かすかな怒ど気きを孕はらんだフェイの声。

　顔を上げると、男はこれまで見たこともないほど険けわしい表情で議員席から運び出される神こう戸べ自治軍の男を睨にらみ、

「死なせるな──！」

　兵士達に向かって声を張り、息を吐ついて、

「最悪、脳から記き憶おくを取り出すことが出来ればかまわん。あらゆる手段を許可する。何としても計画の全容を洗い出せ」






　　　第八章　亡霊は闇に踊る　～Deadman's conviction～







　神こう戸べ自治軍の生き残りを名乗る男の身柄が議ぎ事じ堂どう外に運び出され、全すべてのシステムが正常に復旧したのは、それから間もなくのことだった。

　自治軍の危険物処理班によって数時間に及ぶ徹てつ底てい的てきな調ちよう査さが行われ、男が身につけていた以外の爆ばく弾だんがどこにも隠かくされていないのが改めて確かく認にんされたことで、式典会場は一応の落ち着きを取り戻した。

　不幸中の幸いと言うべきか、この時点で会場の外で起こった事件について知る者はごく一部、会場内では実質的にサクラとフェイのみだった。サクラとフェイはカリム首相に状況を報告して軍司令部を交まじえた協議を行い、ともかく調ちよう印いん式しきを続行することに決めた。

　賢けん人じん会議の魔ま法ほう士し達が見守る前で再び壇だん上じように上ったサクラは、精一杯毅き然ぜんとした態度で儀ぎ式しきに臨のぞんだ。震ふるえそうになる手で羽は根ねペンを強く握りしめ、何度も失敗しそうになりながら同盟文書の署名欄らんに自分の名を記し、同様に署名を終えたカリム首相と笑え顔がおで固い握手を交かわした。

　自分では、上う手まくやったと思う。

　が、報道陣のカメラに映るその笑え顔がおが歪ゆがんでいなかったかと問われれば、そんな自信はどこにも無い。

　完成した調印文書の写しが巨大な立体映像として式典会場の空に映し出され、ファンファーレが鳴なり響ひびくと、見守る各国の大使とシンガポール自治政府議員の席からぎこちない拍手の音がわき起こった。サクラはそれらの全すべての人々に可能な限り優ゆう雅がに一礼し、式壇を降りて会場の中央に歩を進めた。

　安あん堵どした様よう子すで息を吐つく賢人会議の魔法士達。

　そんな中で、何かを察したらしい光使いの少女と騎き士しの少年だけが、不安そうにこっちを見つめていた。

　そんな二人ふたりに視し線せんでうなずき、サクラは銀ぎん色いろの指ゆび輪わが光る左手を高々と頭上に掲げた。魔法士達が完かん璧ぺきなタイミングで軍ぐん靴かの踵かかとを打ち鳴らし、サクラを先頭に行進を開始した。黒い儀ぎ典てん正装を纏まとった八百人の隊列は式典会場を大きく旋回し、南棟の壁かべに開かれた巨大な扉に向かって整せい然ぜんと歩を進めた。隔かく壁へきが取り払われ、大きく開かれた式典会場の空。人工照明の薄うす明あかりの下でどこか誇らしげに胸を張り、魔法士達は悠ゆう然ぜんと式典会場を後にした。

　轟ごう音おんと共に閉ざされる議事堂の巨大な扉の向こうで、閉会を告つげる声が聞こえた。

　賢人会議とシティ・シンガポールの、歴史的な同盟。

　その始まりを世界に知らしめるべく行われた調印式は、少なくとも対外的には、成功のうちに幕を閉じた。




　　　　††††††††††††††




　天てん井じように埋め込まれたライトの強い光が、白一色に塗ぬり込められた室内を照らした。

　錬れんはパイプ椅い子すに後ろ手に縛しばり付けられる格かつ好こうで、何度目か分からないため息を吐ついた。

　首の後ろにはノイズメイカーが埋め込まれ，Ｉ－ブレインの動きを完全に停止させている。脳と情報の海の接続を阻害する簡かん易い式しきではなく、制せい御ぎよ中ちゆう枢すうを強制停止させる最高級品。おかげで魔ま法ほうを使うことはもちろん、記き憶おく領域からデータを引き出すことすらままならない。

　シンガポール自治軍の兵士に捕えられ、おそらくは軍司令部にあるこの尋じん問もん室しつにつれて来られてからどれだけ時間が過ぎたのか、脳内時ど計けいが使えない状態では判然としない。

　そもそも、疲労限界の上にノイズメイカーを付けられたショックで気を失い、目覚めたときにはこの格好でこの場所にいたのだから、今がいつかなど分かるわけが無い。

「ねえ、いつまでこうしてるつもり？」

　部へ屋やの隅で機き関かん銃じゆうを構える兵士に、無む駄だを承知で声をかける。錬が目を覚ましたときからずっと同じ場所に立っている年若い兵士。最初にもう一人ひとりいた士官らしき男は尋問を始めようとしたところで通信素そ子しに呼び出されて去って行ってしまったから、それからずっとこうやって、この兵士とにらめっこしていることになる。

「もう一回言うけど、今すぐこの司令部で一番偉えらい人をここに呼んで！　本当に、こんなことしてる場合じゃないんだ！　急がないと……」

　言いかけて、ああもう、と首を振る。軍が内部で情報統制を行っている可能性を考えれば、真ま昼ひるが正体不明の敵に連れ去られたという事実をこの兵士の前で口にするわけにはいかない。そして、自分が確たしかに「真昼が入院する病院を襲おそった暴ぼう漢かん」である以上、目の前の兵士が何の説明も無しに自分を信用するはずがない。

　ノイズメイカーのせいか頭が働かない。焦あせりばかりが募つのる中で、時間が徒いたずらに過ぎていく。

　錬は椅子に縛り付けられたまま強ごう引いんにテーブルに身を乗り出し、

「とにかく！　それなりの人つれて来てくれれば協力するし、知ってることは何でも話すって言ってるの！　だから急いで──」

「そうか。話が早い」

　唐とう突とつな声に驚おどろき、兵士の隣となりに視し線せんを向ける。真まっ白しろな壁かべの中央が扉の形状に開き、頬ほおに大きな刀傷を走らせたスーツ姿の男が姿を現す。

　シンガポール自治政府全権大使、フェイ・ウィリアムズ・ウォン。

　扉脇わきに立つ兵士が、驚いた様よう子すで最敬礼する。

　錬は思わずぽかんと口を開け、次の瞬しゆん間かん、今度こそ声を上げそうになる。男に続いて部屋に入ってきた黒くろ尽ずくめの少女が、取り出したリボンで長い黒髪を頭の左右に束たばねる。

　久しく、と呟つぶやく小さな声。

　とっさに応こたえようとする錬れんを遮さえぎって、フェイが傍かたわらの兵士に無表情な視し線せんを向け、

「ご苦労。以降の処理は私が引ひき継つぐ。君は下がって良い」

「は？」兵士は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をし、すぐに慌あわてた様よう子すで両の踵かかとを合わせ「りょ、了解しました！」

　失礼します、と声を残し、兵士が尋じん問もん室しつの外に消える。

　フェイはそれを確かく認にんし、錬の向かいの椅い子すに腰を下ろして、

「シティ・ロンドン使節団の技術スタッフか」こっちが気を失っている間に押収したらしい認にん識しき票ひようをテーブルに置き「軍病院への不法侵入に、警けい備び部隊との交戦、そして天あま樹き真ま昼ひるの誘ゆう拐かい未み遂すい容疑。重罪だな」

「僕じゃない！」錬は椅子に縛しばり付けられた体を左右によじり「軍病院に侵入したのは間違いないけど、他ほかのは違うんだ！　情報部と医者に偽ぎ装そうした連中が真昼兄にいを誘拐しようとしてて、それを止めようとしたら軍と交戦になっちゃって！」

「知っている、天樹錬」

　淡たん々たんとしたフェイの言葉に、え、と目を丸くする。

　とっさに傍らのサクラを見上げると、少女はテーブルの左手側からこっちを見下ろし、

「私もフェイ大使も、おおよその状況は理解している。……貴方あなたが真昼との接触を図ったのは想定外だが、こうなってみるとむしろ不幸中の幸いと言うべきだ」

「不幸中の……幸い？」

「君が連中と派は手でに交戦してくれたおかげで、連中が逃走に利用したフライヤーの演算機き関かんのパターンが警備部の記き録ろくに残った」感情を感じさせないフェイの声「ごくわずかな痕こん跡せきではあるが、本来なら真昼が秘密裏に連れ去られていたはずであることを思えば貴き重ちような手がかりだ。感かん謝しやする」

　男がポケットから黒い小さなデバイスを取り出し、スイッチに軽く触れる。首の後ろで何かがずり落ちるような感触があって、頭に渦うず巻まいていたノイズが瞬時に消え去る。

（Ｉ－ブレイン、機き能のう回復。「チューリング」起動）

　仮想精神体制せい御ぎよを呼び出して両手を拘こう束そくする手て錠じようを生物化し、おそるおそる解く。

　脳内時ど計けいが示す時刻は『午後六時』。いつの間にか夜が迫ろうとしていることに錬は驚おどろき、

「僕が一応ロンドンの人間だってことは？」

「機密扱いで伏せている。君を捕えた兵士達も、君の所属や正体については何も知らん」フェイはテーブルの隅に埋め込まれたタッチパネルを叩たたき「本来ならシティ・ロンドンに対する外交カードとして利用すべきところだが、今は少しでも助けが欲しい」

　三人の目の前に出現する、立体映像の地図。

　フェイはワイヤーフレームで描かれた二十階層の見取り図を視し線せんで示し、

「まずは情報を。天あま樹ぎ真ま昼ひるが囚とらわれた経緯いきさつを詳しく説明してもらいたい」




「……なるほど」

　淡たん々たんとしたフェイの声が、白しろ塗ぬりの尋じん問もん室しつに響ひびいた。

　錬れんの説明を聞き終えた男は、テーブルの向こうに腕組みして少しだけ目を閉じた。

「病院に配置されていた兵士全員、見事に騙だまされた……か」

「うん」錬は唇を噛かんでうなずき「警けい備び兵へいの人たちは移送命令には驚おどろいてたけどあいつらが偽にせ物ものだとは気がつかなかったし、僕もぎりぎりまで確かく証しようが持てなかった。ずっと見てたけど、違和感なんか全然無かったよ」

「つまり、それほどの手て練だれということか」

　口元に指を当てて呟つぶやくサクラ。

　その隣となりでフェイは静かに目を開き、

「最大の問題は、なぜ今、参さん謀ぼう殿どのが再び狙ねらわれたのかということだ」立体映像の地図を見上げて息を吐つき「我われ々われが病院の警備を手て薄うすにしたのは、同盟反対派にとって『天樹真昼』の戦略的価値がすでに消失したと判断したからだ。……が、敵はその裏を突いてきた。奴やつらの目的はいったい何だ？」

「何って……」錬は思わず首を傾かしげ「それはもちろん、賢けん人じん会かい議ぎの戦力を減らして同盟を無しにするためなんじゃないかな。よく知らないけど、賢人会議のこれまでの作戦ってほとんど真昼兄にいが一人ひとりで考えてきたんでしょ？　なら、ここで真昼兄がいなくなったらサクラも他ほかの人たちもすこく困るんじゃ……」

「そう考えるのは、君が賢人会議の内情や天樹真昼という人物を熟じゆく知ちしているからだ。天樹錬」感情のこもらない声でフェイは錬の言葉を遮さえぎり「賢人会議を『正体不明のテロ組そ織しき』としてしか知らないほとんどの者にとって、その認にん識しきは正しくない。たとえば、参謀殿がこのまま殺害されるようなことがあったとして」

「フェイ大使──！」

　錬が口を開くより速く、眉まゆをつり上げてテーブルを叩たたくサクラ。

「仮定の話だ」フェイは少女を手で制し「たとえばそうなったとしても、代表殿が『通常人である彼の死は、我々の組織にも同盟関係にも何の問題も起こさない』と宣言すれば話はそれで収まってしまう。魔ま法ほう士しの組織である賢人会議において、唯ゆい一いつの通常人である『天樹真昼』の存在は対外的にそれだけイレギュラーなのだ」

　諭さとすような男の言葉に、サクラは何な故ぜだか複ふく雑ざつそうな表情で「そうか……そうだな」と呟く。

　フェイはテーブルの上で組んだ自分の両手を見つめて、

「反対派もその点はよく理解しているはず。初日の襲しゆう撃げきはともかく、この期ごに及んで標的を参さん謀ぼう殿どの一人ひとりに絞しぼる意味は無きに等しい」

「そっか」錬れんはうなずき「でも、ならどうして真ま昼ひる兄にいはさらわれたの？　最初の襲しゆう撃げきではわざと急所を外したんだから、もう一回捕まえてとどめを刺す、っていうのはなさそうだし」

「そんな情報まで貴方あなた達は掴つかんでいるのか？」サクラは少し驚おどろいた顔をし「だが、確たしかにその通りだな。最初の襲撃が真昼の命を狙ねらった物では無かった以上、全すべては真昼が病院に一人となる状況を作り出すための下準備で、敵の目的は最初から今回の誘ゆう拐かいにあったと考えるべきなのだろうが……」

　そう言って少女はこっちとフェイの顔を交互に見つめ、

「そうだな……例えば、真昼を人ひと質じちに今度こそ同盟の破は棄きを要求する、というのはどうだろう。あり得ない話では無いと思うが」

「いささか弱いな」フェイは腕組みしたまま「敵が賢けん人じん会かい議ぎの内情をどの程度把は握あくしているかは分からないが、少なくとも公おおやけの形でそのような要求を突きつけてこちらが素直に呑のむとは考えていないはずだ。やるなら内密の交渉ということになるが、それでは『同盟関係を潰つぶす』という目的には足りない。これ程ほどの大仕掛け、その程度の成果で収支が合うとは到底考えられないが」

「大仕掛け？」錬はとっさに呟つぶやき「って、式典会場の方って何か大変なことになったの？　非常隔かく壁へきが閉まって、通信封ふう鎖さされたところまでは知ってるけど」

「ああ」

　サクラがうなずき、錬が知らぬ間に会場内で起こった出来事を説明する。

　錬は束つかの間ま絶句し、

「……犯人が薬くすりで自殺……？」少女の顔をまじまじと見上げて「え、何それ。だって、その人の目的って時間稼かせぎだったんだよね？　真昼兄の誘拐が無事に成功するまで、ほんの何分か通信封鎖を維い持じできればそれで良かったんだよね？」

「そうだ。そしてあの男は、ただそれだけのために自みずからの命を投げ出した」

　ひどく固い声。

　サクラは震ふるえを押さえるように自分の腕を自分で掴み、

「何があの男をそこまで駆かり立てたのかは分からない。……分からないが、正直言って、恐ろしいと感じる」

「担当医師の話では死は免まぬかれたということだが、依然として昏こん睡すい状態が続いている。使用した毒物が脳神経に作用するタイプの物だったため、ある程度回復しないことには外科的な手段で直接記き憶おくを走査することもままならないらしい」

「待って……それって、そこまで考えて自殺の方法に脳神経に作用するタイプの毒を選えらんだってこと？」

「おそらく」フェイはうなずき、かすかに視し線せんを動かして「そういえば、あの男は奇妙なことを言っていたな。『賢けん人じん会かい議ぎがシティ・神こう戸べを滅ぼした』とか」

　え、と錬れんは動きを止める。男が口にした言葉を理解するのにしばらく時間を要する。

　……それは……

　うつむき加減に、ぎこちなくサクラを見上げる。

　真ま昼ひるから神戸のことを聞いているだろう少女は、硬い表情でかすかにうなずく。

「まあ、あの会場内でそんな与よ太た話ばなしを信じた者がいるとは思えないが、念のため、警けい備び兵へい達には後ほど──」

　言いかけた言葉が止まる。

　フェイはほんのわずかに怪け訝げんそうな表情を浮かべて錬とサクラを見比べ、

「何か、あるのか？」

「それは……」

『──フェイ議員！』

　とっさに口ごもる錬を遮さえぎって、男の襟えり元もとの通信素そ子しから響ひびく声。

　フェイが無表情にテーブルのタッチパネルを叩たたくと、立体映像ディスプレイの通信画面に軍の士官らしき男の顔が出現する。

「容疑者の尋じん問もん中ちゆうだが、何事か」

『申もうし訳わけありません！　ですが──』言いかけて、ディスプレイの向こうの士官は視し線せんを右う往おう左さ往おうさせ『と！　ともかく、この映像をご覧らんください！』

　何？　と眉まゆをひそめる三人の前でディスプレイの映像が切り替わり、何かの記き録ろく映像らしき物が映し出される。

　瞬しゆん間かん──

　視界が、ぐらりと揺ゆらいだ。




　──雨あられと飛とび交かう無数の銃弾が、薄うす闇やみの中に火花を散らした。

　ノイズにまみれた切れ切れの映像を背景に、兵士達の怒ど号ごうが幾いく重えにも重なって響いた。

　どこかの軍事施設と思おぼしき広い通路。橙だいだい色いろの非常灯が強化カーボンの壁かべをぬらりと照らす。黒いボディスーツを着込んだ兵士達は手にした短たん機き関かん銃じゆうの銃口を通路の奥に向け、必死の形ぎよう相そうで引き金を引く。辺あたりには誰だれの物とも知れぬ血けつ痕こんが飛散し、後方の角かどの向こうには負傷したらしい兵士の倒れた足が見みえ隠かくれする。

　先頭の兵士が構えた盾たてに幾いくつもの銃弾が跳はね、一瞬だけ光が走る。

　照らし出される兵士の腕に、神戸自治軍の認にん識しき票ひようが煌きらめく。

　その兵士が突然銃を取り落とし、腕を押さえて苦く悶もんの呻うめきを上げる。左右の別な兵士が同様に銃を取り落とし、慌あわてた様よう子すで通路の角に身を隠す。後方に控えていた別な部隊が入れ替わりに通路に飛び出し、盾を構える一人ひとりを先頭に再び隊列を組む。その視し線せんの先、通路の奥で、二つの人ひと影かげがうごめく。

　かすかな銃声が立て続けに三度響ひびき、兵士達の手から再び銃が弾はじき飛ばされる。

　ディスプレイの隅に映し出される日付は西暦二一九八年二月──神こう戸べ崩ほう壊かいの日。

　何かを強きよう調ちようするように明滅するその日付を背景に、カメラの焦しよう点てんはゆっくりと通路の奥に移動する。

　兵士達と銃じゆう撃げき戦せんを続ける二人ふたりの人物の片方、黒髪の青年の顔がディスプレイに大写しになる。二重写しに表示されたテロップが、青年が賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひるであることを告つげる。青年の指が手にした携けい帯たい端末のタッチパネルを叩たたき、兵士達の目の前で爆ばく発はつが巻き起こる。遠隔操そう作さ式しき地雷の衝しよう撃げきに兵士達が吹ふき飛ばされ、床ゆかに叩きつけられて動かなくなる。

　唐とう突とつに画面が暗転し、舞ぶ台たいはライトの白い光に照らされた円形の空間へと切り替わる。カメラの視点がゆっくりと部へ屋やの外周から中央へ移り、円筒形の生命維い持じ槽そうに浮かぶ黒髪の女性の姿を捉とらえる。二重写しの文字が、その女性が神戸のマザーコアであることを解説する。打って変わった静せい寂じやくの中、女性は薄うす桃もも色いろの羊よう水すいの中でただ曖あい昧まいな笑えみを浮かべる。

　その静寂を遮さえぎるように、足音が響く。

　ノイズまみれの記き録ろく映像の中、黒髪の青年が堂々とした足取りでマザーコアへと歩み寄る。

　青年は手にした携帯端末をマザーコアから伸びるケーブルに接続し、タッチパネルを叩く。耳をつんざくような轟ごう音おんが響き渡り、映像が激はげしく上下に揺れる。一ひと際きわ大きな衝撃が走り、視界が反転する。

　仰あお向むけに倒れる格かつ好こうで頭上を見上げる形になったカメラの視界の先、大きく開け放たれた天てん井じようの向こうに、パイプむき出しのシティの空が映し出される。

　その天井が生物のように脈動し、幾いく本ほんもの巨大な腕が出現する。大きく空を映すディスプレイの視界の端はしで、腕はシティの街並みを次々に打ち砕くだいていく。轟音と共に崩くずれ落ちる高層建けん築ちくを背景に、黒髪の青年が笑え顔がおでカメラを覗のぞき込む──

『これと同じ映像が、先ほどからシンガポール内のあらゆる場所で放送されています！』

　シンガポール自治軍、士官の声。

　まだ年若い士官は通信画面の向こうで切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すで、

『何者かが公営放送の回かい線せんを乗っ取り、データを強制的に送信している模様です。映像に添てん付ぷされた文書はこれがシティ・神戸崩壊の際に実際に撮さつ影えいされた記録映像であること、賢人会議が当時からシティ崩壊のために暗あん躍やくしていたことを主張しています！』

「馬ば鹿かな！」サクラが目を見開き「神戸崩壊当時、真昼はまだ賢人会議には所属していない！　いや、それ以前に、神戸を消滅させたのは彼ではない！」

『で、ですが、それが敵の主張です！』通信画面の士官は困こん惑わくした様子で『文書の中で敵は神戸自治軍の生き残りを名乗り、「自分たちは神戸の悲ひ劇げきを繰くり返さないために、ずっと以前から賢人会議の動きを監かん視ししてきた」と主張しています。彼らは今回の賢人会議の到来の真の目的が神こう戸べに続く二つ目のシティの崩ほう壊かいであるとして、市民に対して賢けん人じん会かい議ぎの排除を訴えています──！』

「すぐに対応を」フェイはわずかに早口で「『映像はねつ造された物であり、賢人会議と我わがシティは友好関係にある』とカリム首相の名で声明を出せ。閣かつ下かには後で私から説明する」

『残念ながら、事はそう単純ではありません』士官は青ざめた顔で首を振り『軍の技術部が解析を進めていますが、映像記き録ろくの一部に挿入されたシティ・神戸の電子徽き章しようは間違いなく本物で、この映像自体の真しん偽ぎについてはすぐには判断が付かないとの事です。……市民の中にもすでに同様の解析を行った者がいるようで、本物らしいという結けつ論ろんに至った幾いくつかの市民団体が各階層で動き始めています』

　何、と目を見開くフェイの前で錬れんは唇を噛かむ。一年半前の事件、神戸崩壊の日の事が否いや応おうなしに脳内を駆かけ巡る。

　技術部が偽にせ物ものと断じる事が出来ないのは当然。

　マザーコアに関する部分は完全な作り物でも、真ま昼ひるが自治軍の兵士と交戦している場面についてはこの映像は間違いなく本物なのだから。

「……ねつ造部分のデータは、真昼本人から直接サンプリングして作成されたということか」

　絞しぼり出すようなサクラの声。

　少女は、青ざめた顔でこっちを見下ろし、

「マズい流れだ。市民は当然、映像の当事者である真昼に釈明を要求してくる。最初から同盟に反対している者はもちろん、半信半疑の者たちであっても何らかの説明があってしかるべきと考えるのが当然だ。……だが真昼はいない。彼が出てこないことが分かれば市民は『何かやましいところがあるのだ』と考え、場合によっては真昼がすでにこのシンガポール内で破壊活動を始めているものと疑う」

「あ……」そっか、と錬れんは目を見開き「そうなったら、真昼兄はこの映像を流した誰だれかに誘ゆう拐かいされた、って本当の事を話しても誰にも信じてもらえない。かえって、みんな『やっぱり何かやるつもりなのか』って疑ぎ心しん暗あん鬼きになるだけで……」

「全すべては同盟反対派の思おも惑わく通り」呟つぶやくフェイの声「後は混乱が極きわまったタイミングで参さん謀ぼう殿どのの解放と引き替えに賢人会議をシティから退去させれば、同盟関係はもはや無いも同然となる」

　それぞれの表情で。顔を見合わせる三人。

　通信画面の向こうで、士官が声を張り上げた。

『大至急作戦室にお戻りください！　二十階層に通じる各バイパス道の検問所にはすでに市民が詰めかけ、警けい備ぶ部ぶでは押さえきれない状態です──！』
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　窓そう外がいに映るシンガポールの街並みが、夜間照明の薄うす闇やみに沈んだ。

　午後六時。迎げい賓ひん館かんの大広間に集つどった賢けん人じん会かい議ぎの面々を前に、ディーはようやく病院で起こった事件の説明を終えた。

「……なんてことだ」

　正面に座る金髪の青年が両手で顔を覆おおって呻うめく。レイ・ロックウェル元中佐。かつてシティ・ロンドンの第一級魔ま法ほう士しであった炎使いの青年は弱々しい息を吐つき、

「それで、サクラは」

「フェイ大使と、今後の対応の協きよう議ぎに」ディーは何とか落ち着いた態度を保ち「実は真ま昼ひるさんがさらわれたときにたまたま病院に居合わせて誘ゆう拐かい犯はんと遭そう遇ぐうした魔法士がいたらしくて、今はその人の事情聴ちよう取しゆに立ち会ってるはずです」

　言いながら、青年の弟である黒髪の少年のことを思い出す。自分たちが調ちよう印いん式しき会場にいる間に真昼と会って話でもするつもりでいたのだろうが、それがこんなことになってショックを受けているだろう。

　願ねがわくば、何か犯人の特定に繋つながる有力な手がかりを掴つかんでいてくれれば良いのだが……

「とにかく、皆さんは焦あせらずにここで待たい機きしていて欲しい、とのことです」

　広間に集う八百人の魔法士を順に見回し、最後に視し線せんを傍かたわらの小さな椅い子すに向ける。

　張り詰めたような表情でうつむくセラを一いつ瞬しゆんだけ見つめ、正面に向き直って、

「状況が状況ですから『軍と協力して真昼さんの捜そう索さく』っていう可能性はもちろんありますけど、とにかくサクラが戻るまでは静かに。下へ手たに動いて市民と衝しよう突とつ、なんてことになったらそれこそ敵の思うつぼですから」

　重苦しい空気を和やわらげようと、どうにか笑え顔がおを作って見せる。

　と。

「一つ、良いでしょうか」

　広間の一番後方のテーブルで手を上げる、赤毛の少女。

　サラという名のベルリン出身の人形使いは全員が見守る前で椅子から立ち上がり、

「今後の方針というか、対応について、サクラは何か？」

「え？」ディーはとっさに質問の意味が分からず「それは……ですから、今話したとおり市民との衝突を避さけて、真昼さんの捜索に協力を」

「いえ、それは当然なのですが……」

　言って、視線をうつむかせる赤毛の少女。

　何かに迷うように何度も口を開きかけ、とうとう意を決した様よう子すで、

「その……考えたくないのですが、万が一真昼さんの身に何かあった場合、賢人会議としてはどう対応するつもりなのか、と」

　え、とディーは息を呑のむ。

　少女に言われる瞬しゆん間かんまで、考えもしなかった問い。

　とっさに言葉に詰まり、「それは……」と視し線せんを左右にさまよわせ、

「そうなったら、報復するしかないだろう」

　広間の別な場所から、低い男の声。

　少女と同じくベルリンの人形使いだったカスパルという名の青年が立ち上がり、

「事件を直接引き起こした実行犯はもちろん、裏で糸を引いた反対派の議ぎ員いんも一人ひとり残らず捕えて代だい償しようを支払わせる。議員の方については最初から目め星ぼしは付いているのだから、自治政府の捜そう査さを待つ必要すらない」

「必要ないって……」テーブルの向かいに座る女おんな騎き士しが目を丸くし「それって、シンガポールの自治法を無視して私たちが直接手を下す、ってこと？」

「もちろん、そうなる」青年はうなずき「向こうが曲がりなりにも議員という地位を持っている以上、自治政府に対応を委ゆだねたのでは上う手まく逃げられるのが目に見えているからな。シンガポールとの関係は間違いなく悪化するだろうが、それもやむを得ない。彼らが司法を通さない私的な制裁を認めず、黒幕の身柄引き渡しを拒否するというのなら、我われ々われは軍事力をもって要求を通すだけのことだ」

　押し殺した声で語るその言葉に、大広間を騒そう然ぜんとした空気が包む。

　と、少し離はなれた席に座っていたウイリアムという名の男の子が「だ、ダメだよ！」と椅い子すに飛び乗り、

「ぼくらはここに『仲良くしましょう』って平和な話し合いに来たんでしょ？　そりゃ真ま昼ひるさんに何かあったら嫌いやだしすごく悲しいし犯人は許せないって思うけど、でも、真昼さんならきっと『それでもシティの法律は守って、落ち着いて』って……」

「それは相手が平和的な友好関係を望む場合に限った話だ」青年は静かに首を振り「どんなお題目を並べたところで、悪意を向ける相手に対しては力を示す以外に己おのれの命と尊そん厳げんを守る術すべはない。……そのことを、俺おれたちはこれまでの人生で嫌と言うほど学んで来たんじゃないのか？」

　それは、と男の子が口ごもる。

　人形使いの青年は周囲をぐるりと見回し、その視線をまっすぐディーに向けて、

「真昼はＩ－ブレインを持たない人間だが、俺たちにとっては何よりも大切な同志、かけがえのない仲間だ。その仲間を敵は傷つけた。一度目はサクラの顔を立てて耐えたが、二度目は決して無い。そのことを、反対派の議員共に対してはっきり宣言しておくべきだ」

　確たしかに、という呟つぶやきが大広間のあちこちで起こる。ディーは呆ぼう然ぜんと目を見開き、傍かたわらの椅子にちらりと視線を向ける。

　不安そうにこっちを見上げる、金髪の少女。

　大丈夫だよ、という風ふうにうなずき、広間に視線を戻す。

　……一体、どうしたら……

　このままではいけない、とディーは思う。賢けん人じん会かい議ぎにおける真ま昼ひるの人望はリーダーであるサクラと同様に厚く、間違いなく全すべての者から仲間、あるいは家族と慕したわれている。その真昼が立て続けに二度襲おそわれたことで、メンバー全員の忍耐は限界に達しつつある。

　そもそも、ここにいる魔ま法ほう士しの大半はシティに虐しいたげられた過去を持つ者であり、シティの自治政府はもちろん、その庇ひ護ごの下もとで安あん穏のんと暮らす市民に対しても本来なら好意的な感情など持ち得るはずが無い。そんな彼らが『シティとの同盟』という計画にここまで従ってきたのは、もちろん自分たちの利益になるからという理由もあるが、何より、それがサクラと真昼が考えた作戦だからに他ほかならない。

　本人の思おも惑わくがどうあれ、賢人会議において唯ゆい一いつの通常人である真昼の存在はこれまで、本来なら組そ織しきの中で自然に増幅されていくはずの通常人に対する悪感情を和やわらげ押しとどめる防波堤の役割を果たしてきた。

　それが失われたことで、魔法士達のシティに対する猜さい疑ぎと憎ぞう悪おの感情は急速に表面化しつつある。

　……このままじゃ……

　たぶん、あともう一いち撃げき。

　何か決定的な引き金があれば、彼らは間違いなく激げき発はつする。

「みんな、とにかく落ち着いて！」ディーは声を張り上げ「まだ真昼さんに何かあったって決まったわけじゃない！　大丈夫！　敵だって脅おどしのために真昼さんをさらっただけならともかく、それ以上何かしたらこっちがどうするかくらい分かって……」

　言いかけた言葉を遮さえぎって、目の前に巨大な立体映像ディスプレイが出現する。魔法士達がそれぞれに話すのをやめ、怪け訝げんな顔でディスプレイを凝ぎよう視しする。

　ノイズまみれの画面で展開される、銃撃戦と思おぼしき光景。

　そこに映し出される黒髪の青年の姿に、一同の視し線せんが釘くぎ付づけになる。

　なんだこれは、という誰だれかの呟つぶやきに応こたえるように、別の小さなディスプレイがディーの手元に出現する。通信画面の向こうに現れたシンガポール自治軍の士官が、この映像がシティの各地で流されていることを早口に説明する。

「神こう戸べを滅ぼしたのは、賢人会議……？」ディーは傍かたわらのセラと顔を見合わせ「デタラメです！　そんなこと。ぼくらは──」

『ですが、それが敵の主張です！』士官は青ざめた顔で『この映像に反応した一部の市民が二十階層に向かって動き出しています！　皆さんは迎げい賓ひん館かんから退たい避ひを！　すぐに自治軍の輸ゆ送そうフライヤーが向かいますので──』

　切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すでまくしたてる士官を遮って、またしても別なディスプレイが出現する。公営放送のキャスターの顔が半透明の画面に大写しになり、ディーたちが見たばかりの映像について焦あせり気味の口く調ちようで説明する。『政府は市民に落ち着いた対応を求めています』と告つげたニュースの映像が唐とう突とつな明滅と共に切り替わる。キャスターが一いつ瞬しゆん慌あわてた声を上げ、市街地の中継映像が届いた旨むねを伝える。

　大きく拡大する画面にテロップと共に映し出される、第十九階層の空くう撮さつ映像。

　大広間の魔ま法ほう士し達が、一斉に息を呑のむ。

　街を十字に横切る大通りの突き当たり、第二十階層に通じるバイパス道前の広場を、詰めかけた何千という市民達が埋め尽くす。年も人種もバラバラの市民は手にした立体映像のプラカードを振り回し、賢けん人じん会かい議ぎとの面会を求めて兵士達に詰め寄る。バイパス道を封ふう鎖さする兵士達が手にした短たん機き関かん銃じゆうを構える。兵士は形だけは市民に銃口を向けたまま、引き金を引くことが出来ずに必死に声を張り上げる。

　カメラの視点がゆっくりと降下し、警けい備び兵へいの一人ひとりが大写しになる。プラカードを持つ女の市民がその兵士に近寄り、歪ゆがんだ形ぎよう相そうで何事かを叫ぶ。何度か押し問答らしきやりとりを続けた末に、とうとう女の手が兵士に向かって伸びる。落ち着け、という風ふうに首を振る兵士の胸ぐらを女の両手が掴つかみ、次の瞬間、勢い余ったその手が兵士を地面に引き倒す。

　不意を突かれたらしき兵士が地面に倒れ、銃を取り落としたまま動かなくなる。別な数人の兵士が慌てた様よう子すで女に銃口を向け、その兵士達に周囲の市民が次々に飛び付く。兵士達の手から銃がもぎ取られる。女が足下に転がる兵士の銃を拾い上げ、悠ゆう然ぜんとした態度でバリケードを乗り越える。

　わき上がる地鳴りのような怒ど号ごう。

　市民達がプラカードを頭上に掲げ、先を争うようにして階層間バイパス道へと雪崩なだれれ込んでいく──
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　夜間照明の闇やみに沈む第二十階層の街に、市民達の足音が響ひびいた。

　ディスプレイの向こうにその光景を見つめ、リン・リーは小さく息を吐ついた。

　第十九階層から通じるバイパス道の出口。広場にあふれ出した何千という市民は『同盟反対』と書かれた立体映像を頭上に掲げ、整せい然ぜんと隊列を成して中央区に向かう通りを行く。警けい備び部ぶのフライヤーがその上空を遠巻きに旋回し、それ以上はどうすることも出来ずに緊きん迫ぱくした声で状況を報告する。シンガポール全体を覆おおう混乱の中、市街に展開された陸軍の兵士達は市民に銃口を向けることも出来ずただただスピーカー越しに解散を呼びかける。

　別な画面に出現した公営放送のキャスターが、青ざめた顔で人々に状況を伝える。市民が二十階層に突入した経けい緯いを説明するキャスターの背後で映像が切り替わり、第十九階層、バイパス道前の広場で起こった一連の出来事が映し出される。

　市民団体と警備部が向かい合う中、兵士を押し倒す女と、その女に倒されて気を失う兵士。

　その双方がかつて神こう戸べ自治軍の情報部に所属していた工作員だと気づく者は、少なくとも自治軍の中には一人ひとりもいない。

「見事な手並みだ」

　シティ・神戸と賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうの間に因いん縁ねんがあると聞かされたときはさすがのリーも驚おどろいたが、こうなってみると天の配剤かと感じる。かつてシティの体制に反発してマザーコアを略取した者と、その結果として住むべきシティを失った者がこうして別なシティで再び相あいまみえる。神や仏を信じるリーではないが、つくづく運命とは皮肉な物だと思う。

　無む論ろん、最終的にシティ・神戸を滅ぼしたのが彼かの青年ではなく自治軍の総司令官だということはリーも知っているし、神戸の生き残りの者たちも認めている。

　が、重要なのはそんな結けつ果か論ろんではない。

　青年が確たしかにシティのシステムを否定し、一つ運命が違えば本当に青年がシティを滅ぼす役目を果たしていたかも知れない以上、その因果はどこかで必ず精算されなければならない。

　……その役目を私が負うというのも、おかしな話だがな……

　とはいえリーには、天あま樹ぎ真ま昼ひるをこのまま亡き者とするつもりなど無い。そんなことをすれば、賢人会議側の報復によってこのシンガポールが戦場となるのは目に見えている。それは神戸の工作員達も同意見であり、この後は適当なタイミングで賢人会議に接触、天樹真昼の解放と引き替えにシンガポールからの退去を迫る手はずになっている。

　ここまでの計画は、全すべて予定通り。

　ある一点を除いては。

『閣かつ下か』

　通信素そ子しから響ひびく、男の声。

　同盟反対派の一人ひとりである若手議員が通信画面の向こうに現れ、

『あの男の収容先が判明しました』

　そうか、とうなずき、執しつ務む机づくえの上に手を伸ばす。ウイスキーのグラスを取り上げ、目の前に掲げて静かに揺ゆらす。

　議員が言うのは、もちろん、シティ・神戸の生き残りのリーダーだった男。

　調ちよう印いん式しき会場での作戦の最後で自決に失敗し、一命を取り留めてしまった男は、シンガポール自治軍によって軍病院の一つに収容され、取とり調しらべのための治ち療りようを受けている。

『いかがしましょう。やはり、病院関係者に手を回して処理を……』

「不要だ」リーは静かに首を振り「作戦開始の前にあの男から連絡があった。こうなった場合の対処は、すでに済ませてあるそうだ」

『は？』

　怪け訝げんな顔をする議員に答えず、視し線せんを頭上に向ける。

　グラスを満たす琥こ珀はく色いろの液体を透すかして、天てん井じようを飾るシャンデリアを見上げる。

　神こう戸べ自治軍のリーダーである男は最終的に自分を犠ぎ牲せいにして時間を稼かせぐことを見越し、万が一自殺に失敗した場合に備そなえて作戦開始の直前に自分の脳に細工を施ほどこしている。仲間の神戸自治軍情報部のメンバーに関して、男の脳内に残っている記き憶おくは軍時代の階級と自分との関係だけ。名前、容よう貌ぼう、年ねん齢れい──その他、個人の特定に繋つながるあらゆる情報は記憶操そう作さによってすでに男の脳内から消去されている。

　もとより、あれほどの魔ま法ほう士しと各国の軍事経けい験けん者しやが集つどった状況で、綱つな渡わたりの作戦が何もかも予定通りに進むなどと考える甘い男ではない。

　そして、それはリー自身も同じだ。

『……承知しました。閣かつ下かがそうおっしゃるのであれば』若手議ぎ員いんは釈しやく然ぜんとしない様よう子すながらもともかくうなずき『それで、今後の作戦計画ですが』

「ああ」リーは天てん井じようを見上げたまま「それについては貴き公こうらに一任する」

　しばしの沈ちん黙もく。

　議員はようやく言葉の意味を理解して様よう子すで『閣下？』と眉まゆをひそめ、

『一任……とは』

「作戦終了後の、神戸の生き残りの受け入れをよろしく頼む」

　答えて、息を吐つく。

　通信画面を見下ろし、おそらくは最初で最後となるかすかな笑えみを議員に向け、

「万事ぬかりは無い。……今回の作戦に貴公らが関与した証しよう拠こは、全すべて私個人の仕し業わざとなるよう書き換えておいた」

『申もうし訳わけありません、おっしゃる意味が……』

　不ふ審しんそうに首を傾かしげる議員。

　が、次の瞬しゆん間かん、通信画面の議員は驚おどろいた様子で目を見開き、

『閣下！　いけません！』

「以後、この回かい線せんへのアクセスを禁ずる」

　若手議員の言葉を静かに遮さえぎる。

　必死に何かを言いい募つのろうとする青年にうなずき、

「すまんが、他ほかの者には貴公から伝えておいてくれ」

　青年が口を開く間もなく通信画面が消失する。邸宅地下の隠かくし部べ屋やに静せい寂じやくが降りる。

　ゆっくりと一口、ウィスキーを傾ける。

　グラスをテーブルに置き、束つかの間ま、目を閉じる。

　反対派の協力者との通信に利用した回線には全すべて処理を施ほどこし、すでにそのほとんどを痕こん跡せきもとどめないほどに破は壊かいしてある。今の会話に利用したのは最後の一本。それも、間もなくシティのネットワーク構造の中から消滅する。

　今回の作戦は、全て自分が一人ひとりで行ったこと。

　あの男が自みずからの命を賭として任務を全まつとうしたように、自分もまた、この命を捨てねばならない。

　いかに巧妙な隠いん蔽ぺい工作を施ほどこしたところで、軍の捜そう査さの手はいずれ必ず自分の許もとに伸びる。一連の襲しゆう撃げき事件の糸を引いたのが賢けん人じん会かい議ぎとの同盟に反対する勢力なのが明白であり、その急きゆう先せん鋒ぽうが自分である以上、経過はどうあれ最終的に自分が裁きの場に引きずり出されるのは避さけようがない。

　が、そこに、自分の意に賛さん同どうしてくれた議員達を同席させるわけにはいかない。これからのシンガポールに必要な人材である彼らに、罪人の汚名を着せることは何としても避けねばならない。

　故ゆえに、罪をかぶるのは自分一人ひとり。

　神こう戸べ自治軍の男に端たんを発した捜査の糸は、自分という「たった一人の」依頼主にたどり着いたところで完全に途と切ぎれる。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるを誘ゆう拐かいした実行犯はこれ以降は何もせずにただ状況を見守り、賢人会議とシンガポール市民の間の緊きん張ちようが臨りん界かいに達したところで魔ま法ほう士し達に対して人ひと質じちの解放と引き替えにシティからの退去を要求する。協力者である議員達はその作戦の全すべてに一切関与することなく、終了後の元神戸市民の受け入れ工作にあたる。

　実行犯である男と黒幕である自分の罪だけが明らかとなり、真相は闇やみの中。

　カリムとフェイは、正しよう体たいも分からぬ影かげ法ぼう師しとの戦いを強しいられることになる。

「……これで良し、とは言えぬな」

　執しつ務む椅い子すに深く体を預け、一人笑う。齢よわい五十二。自みずからが決めた幕引きとはいえ、そこまで達たつ観かんすることは出来ない。シンガポールの未来、人類の行く末、気がかりはそれこそ山のように残っている。

　が、それでも成すべき事は成した。

　シンガポール市民一千万人。その命を残らずゲームの盤ばん上じように乗せるような暴ぼう挙きよだけは、阻止することが出来た。

　……人には平穏な暮らしが必要なのだ、フェイ・ウィリアムズ・ウォン……

　賢人会議との同盟は、シンガポールに住む人々に犠ぎ牲せいを強しいる。たとえその協力関係が遠い未来にこのシティの発展をもたらすとしても、その過程で切り捨てられる者は必ず現れる。自分たちはそうした人々の代弁者であらねばならない。国民の選せん良りようである自分たちは、国民の平穏な暮らしにこそ奉仕せねばならない。

　政治とは、神の代理行為ではない。

　たとえ三十年後にこのシティの寿命が尽き、人類が滅びるとしても、その滅びを回かい避ひするために今を生きる人々の命を駒こまにゲームを行う権利などどこの誰だれにもありはしない。

「……それが、私の誇りだ」

　ウイスキーを一息に飲のみ干ほし、机の一番上の引き出しを開ける。

　護ご身しん用ようの拳けん銃じゆうが、鈍にぶい光を放った。
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　軍司令部の広い通路に、高い靴音が響ひびいた。

　ライトの強い光の下を足早に進むフェイとサクラを、錬れんはわけも分からずに追った。

　通路の左右に並ぶ警けい備び兵へいが、驚おどろいた様よう子すで目を見開く。先頭を行くフェイと錬の間に視し線せんを行き来させ、兵士たちはいずれも困こん惑わくしきった様よう子すで互いの顔を見合わせる。

「緊きん急きゆう事態だ」そんな兵士達が誰何すいかの声を上げるより速くフェイは口を開き「関係者には私が外出したと連絡を。容疑者を同行させることについては、後ほど手続きする」

　足を止めることなくそう言い置いて、フェイがエレベータに乗り込む。慌あわてた様子のサクラがその後に続き、一いつ瞬しゆん遅れて錬も閉まりかけたドアの隙すき間まに滑り込む。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」スーツ姿の男を前に荒い息を吐はき「いったいどうするの？　僕っていちおうまだ容疑者なんだよね？　こんな勝手に連れ出して大丈夫なの？」

「その通りだ」サクラも納なつ得とくのいかない顔でうなずき「そもそも、我われ々われはどこに向かっているのだ？　貴方あなたは作戦室に行かねばならないはずだが」

「敵の手が想像以上に早い」

　早口なフェイの答え。

　男はスーツのポケットからフライヤーの認証キーを取り出し、

「このまま司令部の中で対応を協きよう議ぎしていたのでは手遅れになる。もっと抜本的な対応策が必要だ」

　立体映像の表示が『地下一階』を示したところでエレベータが止まり、ドアが音もなく開く。橙だいだい色いろの非常灯に照らされた停車場に、無数のフライヤーが並ぶ。

　フェイが手にしたカード型の認証キーを操そう作さする。

　一台のフライヤーが無人のまま移動を開始し、三人の前で停車する。

「や、それは確たしかにそうだけど」錬れんは後を追ってエレベータを飛び出し「だからってどうする気なの？　真ま昼ひる兄にいの居場所は手がかりもないし、その神こう戸べの生き残りっていう人は助かるかどうかも分かんないんでしょ？」

「こちらも少々強ごう引いんな手段に訴える」

　返ってくる、静かな答え。

　どういうことだろうと顔を見合わせる錬とサクラの前でフェイはフライヤーの操そう縦じゆう席せきに飛び乗り、

「直じか談だん判ぱんだ」

　後部座席のドアを開け、乗れ、と言うように二人ふたりに合図し、

「同盟反対派のトップ、リン・リー議ぎ員いんの私邸に乗り込む」






　　　幕間　再会　～Prisoners～







　かすかな話し声に、目が覚めた。

　沙さ耶やはベッドの上に身を起こし、枕まくら元もとの時計とけいに手を伸ばした。

　午後八時。どうしてこんな時間に眠っていたのだろうと首を傾かしげ、朝食のビスケットを食べたすぐ後から記き憶おくが無いのを思い出す。

　そういえば、今け朝さはずっとドアの外が騒さわがしかった。

　もしかすると今日きようは何かの作戦を行う日で、自分は邪じや魔まにならないように睡眠薬を飲まされたのかも知れないと納なつ得とくする。

　……今日って、確たしか調ちよう印いん式しきの……

　おそるおそるベッドを下り、ドアにぴたりと身を寄せる。通路の方で足音。何人分の物かも分からないその小さな音に身をすくませ、息を殺して様よう子すをうかがう。

　足音が部へ屋やの前を通り過ぎ、少し進んだところで止まる。

　ドアが開くかすかな音に続いて、複ふく数すうの足音が隣となりの部屋に移動する。

「……気分はいかがですか」

　壁かべを一枚隔てた向こうから、女の人の声が響ひびく。街で自分を誘ゆう拐かいした、この部隊の副隊長だというお姉ねえさんの声。この場所に監かん禁きんされてから何度か聞いたその声は、どこか押し殺したような口く調ちようで、

「残念ながらここにはたいした医い療りよう器材がありません。胸の傷の予後処置に関しては、応急的な物でご容よう赦しやを」

「ご丁てい寧ねいにどうも」

　かすかな笑いを含んだ男の人の声が、お姉さんに応こたえる。その声をどこかで聞いた事があるような気がして、一人ひとり首を傾かしげる。

　部へ屋やの奥の椅い子すを引き寄せ、そっとベッドの上に乗せる。簡かん素そなパイプ椅子を壁に押しつけ、さらにその上に乗ってめいっぱい背伸びする。

　壁のわずかな継つぎ目めに指を当て、力一杯引っ張る。

　その下から姿を現すのは、小さな通気口。

　先ほどから聞こえる隣りん室しつの声は、この通気口を通って来た物だ。

　昨日きのうの夜中に部屋中を漁あさって、たまたま発見した。どうやら随ずい分ぶん昔に塞ふさがれた物らしく、ここを利用している神こう戸べ自治軍の人たちも通気口の存在は知らないらしい。この部屋に監かん視しカメラが仕掛けられていたら全部筒抜けだという事には後で気づいたが、今け朝さ朝食を持ってきた男の人には何も言われなかった。女の子ということで気を使われているのかどうせ子供だからと甘く見られているのか、この部屋の監視はそれなりに甘いらしい。

　とはいえ、Ｕ字型に曲がった通気口の先にある隣室の天てん井じよう側の出口には、頑がん丈じような金属の格こう子し。

　大人おとなはともかく沙さ耶やの小さな体が通るには十分な広さの脱出路だが、残念ながら反対側に抜けるのは無理だ。

「こういう状況ってことは、つまり、僕は誘拐されたわけですね」

　壁を足場に無理やり体を持ち上げ、昨日きのうと同じ要領で通気口に潜もぐり込む。埃ほこりっぽい通気口を腹ばいに這はい進み、左に二回曲がって隣室の天井裏にたどり着く。

　頑丈な格子の手前で、一息。

　室内の様よう子すを、そっと覗のぞき込む。

　部屋の入り口の方に、あのお姉さんと他ほかに部下らしき男の人が二人ふたり。全員、手に銃を構えて怖い顔で部屋の奥を睨にらんでいる。三人が見つめる先には黒い髪の若い男の人。ベッドの端はしにゆったりと腰掛けていて、そのベッドの手すりに手て錠じようで右手をつながれている。

「有あり体ていに言えばそういうことですが……」副隊長のお姉さんはなんだか怒ったような声で「随ずい分ぶん落ち着いているのですね。自分の置かれた状況が理解できていますか？」

「まあ、一応は」黒髪のお兄にいさんは落ち着いた態度で「ここまで手間をかけたってことは、とりあえず、僕を殺すつもりはないわけですよね？」

　一いつ瞬しゆん、部へ屋やの全員が静かになる。

　お姉ねえさんが首を振って、まったく、と呟つぶやき、

「腹立たしいことです。ここで一思いにあなたを始末できれば手間が省はぶけるのですが」

「まあそう言わずに」お兄にいさんはどこまでも人を食ったような口く調ちようで「神こう戸べに縁えんのある者同士、仲良くしましょう」

　……え……？

　その言葉に驚おどろき、お兄さんの顔をまじまじと見つめる。途と端たんに記き憶おくの線せんが繋つながり、沙さ耶やは危ういところで声を飲み込む。

　シティ・神戸が崩ほう壊かいしたあの日。

　マザーコアの暴ぼう走そうを食い止めようとしていた、あの双子ふたごのお兄さんとお姉さんの……

　……そっか……

　沙耶は思い出す。あの日、輸ゆ送そうフライヤーの中で目を覚ました自分は、助け出された神戸の人たちに呼びかける二人ふたりの声を聞いた。シティのネットにアクセスするためのパスコードを求める二人に自分は黒いお兄さんからもらった秘密のＩＤを渡して、その後、緊きん張ちようの糸が切れた自分はまた気を失ってしまって……

「……何のことかは分かりませんが」

　とっさに一歩踏み出そうとする二人の部下を手で制し、お姉さんが静かに答える。

　お兄さんの顔をまっすぐに見つめ、一つうなずいて、

「あなたは元神戸市民なのですか？　貴き重ちような情報です。覚えておきましょう」

「おや、これは失敗」

　悪戯いたずらが見つかったみたいな顔で、お兄さんが笑う。

　お姉さんは「まあ良いでしょう」と首を振り、

「数日経たてば解放します。食事の保証はしますから、余計な行動は起こさないように」

　言い置いて後ろの部下の人たちを促うながし、部へ屋やの外に出ようとする。

　と、お兄さんが「そうだ」と手を叩たたき、

「それにしても随ずい分ぶん手て際ぎわの良い誘ゆう拐かいでしたね」目の前の三人を笑え顔がおで見つめて「僕の仲間が誰だれも助けに来なかったですけど、どんな手品を？」

　その言葉に、お姉さんの後ろで部下の一人ひとりが立ち止まる。お姉さんより少し年下らしい部下の人が顔を引きつらせ、とっさに口を開こうとする。

「行きましょう」

　お姉さんの静かな声。

　部屋のドアが音を立てて閉じ、三人の足音が遠ざかっていく。

「……さてと」

　お兄さんが小さく呟き、ベッドの上で大きく伸びをする。胸に巻かれた包帯を「いたた」と押さえ、手て錠じようにつながれていない方の手で頭をかいて、

「どうも、まっとうな手を使ったんじゃないみたいだね。……まあ、そうでもないとサクラやフェイ大使が出し抜かれるわけ無いんだけど」

　そう言って、お兄にいさんが息を吐つく。

　黒い瞳ひとみでこっちを見上げ、小さく首を傾かしげて、

「誰だれかいるの？」

　驚おどろいて息を呑のむ。その拍子に腕が通気口の内ない壁へきにぶつかり、小さな音を立てる。

　気まずい沈ちん黙もく。

　沙さ耶やはおそるおそる、格こう子しの真上に顔を突き出す。

「……えっと？」お兄さんは困ったような笑えみを浮かべ「君、そこで何して……」

　言いかけた声が止まる。

　お兄さんの瞳ひとみが見る間に大きく丸く見開かれ、

「君……もしかして……」

　ぽかんと口を開けたまま、お兄さんがこっちを見つめた。

　沙耶は格子の上から、こんばんは、と頭を下げた。
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　少尉、と呼ぶ声に足を止めた。

　通路の真まん中なかで振り返り、駆かけ寄る部下に声を投げた。

「どうかしましたか？　佐さ伯えき准じゆん尉い」

「いえ、あの男の処遇なのですが……」

　准尉が目の前で立ち止まり、おずおずと口を開く。もう一人ひとりの上等兵と共に、天あま樹ぎ真ま昼ひるに関する貴き重ちような情報をもたらした青年。神こう戸べ崩ほう壊かいの日には軍司令部の警けい備びに参加していた青年は背後の通路、二人ふたりの捕ほ虜りよを監かい禁きんしている部へ屋やの方を振り返り、

「本当に、このまま無傷で解放してしまうのですか？」

「その通りですが」

　准尉の言葉に首を傾かしげる。賢けん人じん会かい議ぎ側の暴ぼう発はつを押さえるために天樹真昼は適当なタイミングで解放し、もって魔ま法ほう士し達にシティからの退去を促うながすということで作戦は決定している。その計画を変更せねばならないような不測の事態は今のところ発生していない。

「何か問題でも？」

「いえ、問題と言いますか……」准尉は硬い表情でこっちを見下ろし「あの男は、間違いなく全すべてのシティにとって禍か根こんとなる者です。それを解放してしまうのは、本当に正しいのかと」

「おかしなことを言いますね」青年にまっすぐ向き直り、腕組みして「彼は確たしかにシティ・神こう戸べの崩ほう壊かいに関かかわっていますが、実際に手を下したわけではありません。当時の記き録ろくの中には、あの青年はマザーコアの暴ぼう走そうを止めようとしていたというデータもある。そのことは、准じゆん尉いも認めていたのではありませんか？」

「神戸を滅ぼしたのは確かに七なな瀬せ司令の暴走です」青年は苦にが々にがしい表情でうなずき「ですが、あの男が仲間と共にマザーコアとなるべき魔ま法ほう士しを強ごう奪だつし、コアの交換を妨害したこともまた事実です。そのことについて少尉のお考えを……」

「──佐さ伯えき准尉」

「は」

　鋭するどく名を呼ぶと、青年が背筋を伸ばして直立不動の姿勢を取る。

　その前で小さく一つ息を吐つき、

「確かに私も、彼に対して含むところが無いわけではありません」青年をまっすぐに見上げて視し線せんでうなずき「ですが、我われ々われにとって今最も重要なのは同胞に──生き残りの神戸市民に安住の地を用意することです。隊長なら、きっとそう言うはずです」

　隊長、という言葉を口した瞬しゆん間かん、締しめ付けられるような痛みが胸に走る。

　自分たちをここまで導みちびいてくれた男は、もういない。

　それでも、自分たちは作戦を継続し、神戸を逃のがれたときに自みずからに課かした任務を全まつとうしなければならない。

「今は忘れなさい。あの青年の罪が本当に償つぐなわなければならないものであるならば、裁きは必ず下るはずです」

「ですが……」

　呟つぶやく准尉の声。

　青年はうつむいて自分の足下を見つめ、

「……了解しました」顔を上げ、右手を敬礼の形に掲げて「お時間を取らせ、申もうし訳わけありませんでした」

　失礼します、とこちらの脇わきをすり抜け、歩き出す青年。

　その瞳ひとみに暗い光が宿ったような気がして、とっさに背後を振り返った。






　　　　なかがき







（注）といいつつ今回もやっぱり注意書きに書くことが無いので近況の話などしますと、嬉うれしげにモンスターハンターＰ３などゲットいたしました。使用武器はもちろん狩しゆ猟りよう笛ぶえ、ラテン語で書くとカリカリピー（狩→カリ、猟→カリ、笛→ピー）。Ｐ２Ｇ時代に全すべてのクエストを笛ソロでクリアしたのは良い思い出です。今回ももちろんソロで笛オンリープレイ。およそ笛とは思えないギターの音を野原に響ひびかせつつ、飛ひ竜りゆうの頭とかばんばん殴ってます。

　え、協力プレイ？　何それ新しい武器？

　モンハンは使えないお供のネコを引き連れて一人で巨大生物と戦う孤独なゲームだったはずですが、どうやら世間には通信で友人と一いつ緒しよに遊べる、僕が持ってるのとは別の『モンハン』というゲームがあるようです。超楽しそう。




　……結局ゲーム一本もクリアしてないのに九ヶ月も経ってしまったのは、何かの呪のろいだと思います（挨拶）。

　長らくお待たせして申し訳ありません。ウィザーズ・ブレインⅧ「落日の都」中巻、シリーズ通しでは十五冊目の本になります。作者としては前巻を書き終えた段階で「こりゃ次は三ヶ月もあれば十分だな」とか余裕ぶっこいていたのですが、蓋ふたを開けてみればこの有様。「あ、あれ？　この前まで六月だったよな？」とか「ちょっと前まで夏だったよな？」とか思ってるうちに時間は容よう赦しやなく過ぎ去り、気がつけばカレンダーは十二月。なかがきを書いている現在、西暦二〇一〇年終了まで残り一週間を切っております。

　どうしてこうなった。

　来年こそはたくさん原稿を書こうと心に誓う作者です。もう鬼に笑われてもいいや。笑え。思うさま笑うが良いわ（やけくそ）。




　さておき。

　今回は上巻に引き続いて脇役大だい活かつ躍やくのエピソードとなりましたが、皆様お楽しみいただけましたでしょうか。作者は相変わらず脇役を書くのが苦手なので、ちゃんと出来ているか超不安です。あと、本編ではエピソードⅦから引っ張っていたある謎なぞがようやく解明されましたが、そちらの方もいかがでしょうが。「なんじゃそりゃー」と言われるか「あー、やっぱり」と言われるか反応が全く読めなくて作者はどきどきですが、とりあえず、これはかれこれ十年前にエピソードⅠの原稿を書いていた当時からの予定通りです。全くぶれてません、と書くと聞こえが良いですが、要するに「後でもっと良い展開思いついて変えよう」と思った十年前から何も思いつかないままここまで来てしまったというだけのことです。

　ダメだ、まるで成長していない。

　とりあえず、喜んでいただければ幸いです。

　残るはエピソードⅧ下巻＋二エピソード。出版してもらえる限りは書き続けますので、おつきあいのほどよろしくお願いします（へこへこ）。




　そんなこんなで、中巻なかがきはこの辺で。

　次回はまさかの超展開で「ウィザーズ・ブレイン異界編」。本編メインキャラの魔ま法ほう士し達が英えい霊れいとして異世界に召喚され……嘘うそですごめんなさい。でも、知り合いの有名な作家さんがそういう設定でオフィシャルなパロディでも書いてくれればウィザブレの知名度上がるのになー、と作者は昔からちょっとだけ期待しています。するな。




　ってことで、次回こそは常識的な間隔で続きを出すぞと誓いつつ、この辺で。




　十二月某ぼう日じつ自宅にて。「MOON SIGNAL」を聞きながら。


三枝さえぐさ零れい一いち
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。昨年嬉しかったことは色んなボードゲームの日本語版が出たこと。悲しかったことはすでに英語版を買ってしまったボードゲームの日本語版が出たこと。数百枚の日本語訳シールを一週間がかりで切り貼りしたあの日の苦労は一体何だったのか。
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純すみ 珪けい一いち

ＭＨＰ３の双剣が面白すぎてＭＨＦに戻れなくなってしまった絵師。「[image: ﾕ][image: ｸ][image: ｿﾞ][image: ｯ]!」「[image: ﾄ][image: ﾗ][image: ｴ][image: ﾗ][image: ﾚ][image: ﾏ][image: ｲ]…」

・作業用ＢＧＭ

ＳＦＣ最後期のＲＰＧ『トレジャーハンターＧ』から『悲しき自由』知る人ぞ知る作品ですけど名作です。
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